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◆釧路キャビネットピンバッチ ◆ コンセプト

 

2025-2026 ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｂ地区 

釧路キャビネット 

  

国際会長    Ｌ. Ａ．Ｐ．シン    
          Arvinder Pal Shin        
 
国際テーマ 

【Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ （われわれは奉仕する）】 
国際会長メッセージ 

【Lead to Serve, Serve to Lead.】 
（リーダーシップこそ奉仕、 

奉仕こそリーダーシップ。） 
 
 

地区ガバナー  Ｌ. 大島 尚久      
 
地区ガバナースローガン 

 

【 豊かな地域づくりに獅子奮迅 】 

 

 

 

 

釧路川に架かるぬさまい橋から、港を臨むと世界三大

夕日が見るものを圧倒し、目を移すと漁船が満を持し

て出港しようとしています。大漁でありますように！ 

さあ釧路キャビネットも 舫
もやい

を解いていよいよ出航で

す。 

 



L. 大 森
お お も り

一 道
か ず み ち

1 開会宣言並びに開会ゴング L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

2 出席者の紹介 L. 大 森
お お も り

一 道
か ず み ち

3 物故会員への黙祷 L. 大 森
お お も り

一 道
か ず み ち

3頁

4 地区ガバナー挨拶 L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

5頁

5 副地区ガバナー挨拶 L. 広 瀬
ひ ろ せ

寛 人
ひ ろ と

L. 柳 澤
や な ぎ さ わ

豊
ゆたか

6 キャビネット報告

報告第 1号 ：複合地区各種会議 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

8頁

報告第 2号 ：会員並びにクラブ活動状況報告集計表他 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

75頁

報告第 3号 ：331-B地区　ＬＣＩＦ交付金　使用状況中間報告 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

79頁

報告第 4号 : 緊急援助資金の活用について ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

95頁

7 審議事項

議長就任 L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

議案第  1号 ： 次期地区ガバナー立候補者届出 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

99頁

議案第  2号 ： 次期第一副地区ガバナー立候補者届出 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

114頁

議案第  3号 ： 次期第二副地区ガバナー立候補者届出 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

116頁

議案第  4号 ＣＡＢ会計 L. 大 津
お お つ

幸 三
こ う ぞ う

118頁

議案第  5号 ： 331-B地区会計中間監査報告書 L. 小 野
お の

哲 也
て つ や

120頁

議案第  6号 ： 地区年次大会における決算審議に関する件について ＣＡＢ会計 L. 大 津
お お つ

幸 三
こ う ぞ う

121頁

議案第  7号 ＣＡＢ会計 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

121頁

議案第  8号 ＣＡＢ会計 L. 大 津
お お つ

幸 三
こ う ぞ う

122頁

議案第  9号 ＣＡＢ会計 L. 大 津
お お つ

幸 三
こ う ぞ う

122頁

議案第10号 ： 第72回地区年次大会組織表（案） 地区大会委員会委員長 L. 髙 瀬
た か せ

力
つとむ

123頁

議案第11号 地区大会委員会委員長 L. 髙 瀬
た か せ

力
つとむ

124頁

議案第12号 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

125頁

議案第13号 ： 第72回地区年次大会代議員総会運営委員会構成（案） ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

126頁

議案第14号 ： 第72回地区年次大会決議委員会・分科会構成（案） ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

127頁

議案第15号 ： 第72回地区年次大会代議員推薦名簿（案） ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

129頁

議案第16号 ： 防災準備交付金申請書 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

130頁

提出議案 ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

135頁

8 地区ＧＭＴコーディネーター報告 L. 矢 吹
や ぶ き

定 夫
さ だ お

137頁

9 地区ＧＥＴコーディネーター報告 L. 村
むら

山
やま

聡
あきら

137頁

10 地区ＧＬＴコーディネーター報告 L. 小 路
し ょ う じ

泰 孝
や す たか

138頁

11 地区ＧＳＴコーディネーター報告 L. 櫻 井
さ く ら い

正 人
ま さ と

138頁

12 地区ＬＣＩＦコーディネーター報告 L. 坂 本
さ か も と

斉
ひとし

139頁

13 地区ＷＹＰＴコーディネーター報告 L. 熊 谷
く ま が い

一 行
か ず ゆ き

139頁

14 各委員会報告

長期計画リサーチ委員会 委員長 L. 伊 東
い と う

隆 志
た か し

140頁

地区大会委員会 委員長 L. 髙 瀬
た か せ

力
つとむ

140頁

委員長 L. 髙 橋
た か は し

哲 也
て つ や

141頁

国際大会・国際協調・LCIF委員会 委員長 L. 石 田 健 太 郎
い し だ け ん た ろ う

141頁

献血・献眼・薬物防止委員会 委員長 L. 齋 藤
さ い と う

修 嗣
し ゅ う じ

141頁

委員長 L. 藤 井
ふ じ い

芳 和
よ し か ず

委員長 L. 小 野 寺 一 史
お の で ら か ず し

142頁

委員長 L. 楳 田
う め だ

欣 也
き ん や

142頁

オセアルフォーラム特別委員会 委員長 L. 杉 本
す ぎ も と

隆 英
た か ひ で

143頁

平和ポスターコンテスト委員会 委員長 L. 吉 岡
よ し お か

幸 二
こ う じ

144頁

アラート委員会 委員長 L. 浅 野
あ さ の

敬 一
け い い ち

144頁

公益財団法人　日本ライオンズ特別委員会 委員長 L. 柳 澤
やなぎさわ

豊
ゆたか

144頁

献眼運動推進委員会 委員長 L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

15 質疑及びその他

16 参考資料 :  2025-2026　331-B地区献眼運動推進費積立金運用規程 146頁

:  2026- 新しいシェアリング交付金　寄付レベルの枠組みについて 147頁

17 閉会宣言並びに閉会ゴング L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

地区ガバナー

会則・コンプライアンス委員会

レオ・青少年委員会

： 地区内クラブより提出議案

Ｍ・ＩＴ委員会

ＹＣＥ委員会

第三回キャビネット会議次第

         地区ガバナー　

運営委員長

運営委員長

地区ガバナー

司会 ： 運営委員長

第一副地区ガバナー

第二副地区ガバナー

： 331-B地区会計収支中間報告書

： 第72回地区年次大会委員長アワード（案）

： 第72回地区年次大会代議員総会プログラム（案）

地区ガバナー

地区会計監査委員

： 地区費等徴収金額の件について

： 331—B地区緊急援助資金規則に基づく資金の補充について

： 献眼運動推進費に関する件について

ー1ー



役　　　　　職 出欠 役　　　　　職 出欠 役　　　　職 出欠

1 地 区 ガ バ ナ ー L. 大島　尚久
おおしま なおひさ 〇 1

(職務代行)第3R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 香川
か が わ

　俊雄
と し お ○ 38 運営委員長（副幹事） L. 大森

おおもり

　一道
かずみち ○

2
地区ＧＭＴ
副コーディネーター

L. 太田
お お た

　好啓
よしひろ ○ 39 運営副委員長（副幹事） L. 綿貫

わたぬき

　裕介
ゆうすけ ○

3
地区ＧＥＴ
副コーディネーター

L. 石田
い し だ

十羽完
そ う が ん ○ 40 運営委員（副幹事） L. 井田

い だ

　正昭
まさあき ○

4
地区ＧＬＴ
副コーディネーター

L. 梅田
う め だ

　三樹
み き ○ 41 運営委員（副幹事） L. 相原

あいはら

　幸雄
ゆ き お ○

5
地区ＧＳＴ
副コーディネーター

L. 川人
かわひと

　正和
まさかず ○ 42 運営委員（副幹事） L. 浅野

あ さ の

　一弘
かずひろ ○

6
地区ＷＹＰＴ
副コーディネーター

L. 熊谷
くまがい

　一行
かずゆき ○ 43 運営委員（副幹事） L. 浅野目

あ さ の め

　充
みつる ○

7 地区大会事務局長 L. 古谷
ふ る や

　龍彦
たつひこ × 44 運営委員（副幹事） L. 熊谷

くまがい

　明男
あ き お ○

5
地区名誉顧問会議長
長期計画リサーチ委員

L. 中谷
なかや

　宣巨
よしお ○ 8 地区大会事務局次長 L. 青木

あ お き

　秀史
ひでふみ ○ 45 運営委員（副幹事） L. 小原

お ば ら

　修幸
のぶゆき ○

6
キャビネット幹事（全般）
長期計画リサーチ委員

L. 木村
き む ら

　宏幸
ひろゆき ○ 9 地区大会事務局次長 L. 阿部

あ べ

　将和
まさかず × 46

運営委員
（副会計）

L. 秋元　邦宏
あきもと くにひろ ×

7 キャビネット会計（広報） L. 大津
お お つ

　幸三
こうぞう ○ 10

会則・ コンプライアンス
　　　　　　　　 副委員長

L. 西池
にしいけ

　聡
さとし ○ 47

運営委員
（副会計）

L. 髙橋　清美
た か は し き よ み ○

8
地区ＧＭＴ
コーディネーター

L. 矢吹
や ぶ き

　定夫
さ だ お ○ 11

国際大会･国際協調・
　　　　　　ＬＣＩＦ 副委員長

L. 佐々木
さ さ き

良吉
りょうきち ○

9
地区ＧＥＴ
コーディネーター

L. 村山
むらやま

　 聡
あきら ○ 12

献血・献眼・薬物防止
　　　　　　　　副委員長

L. 宮北
みやきた

　晃悦
こうえつ ○

13 レオ・青少年副委員長 L. 清野
せ い の

　芳
よし

明
あき ○

14
ＹＣＥ副委員長
アラート副委員長

L. 佐藤
さ と う

　豪一
ひでかず ○

11
地区ＧＳＴ
コーディネーター

L. 櫻井
さくらい

　正人
ま さ と ○ 15 Ｍ・ＩＴ副委員長 L. 舟山

ふなやま

　和宏
かずひろ ○

12
地区ＬＣＩＦ
コーディネーター

L. 坂本
さかもと

 　斉
ひとし ○ 16 Ｍ・ＩＴ副委員長 L. 馬場

ば ば

　英樹
ひ で き ○ 事務局

13
地区ＷＹＰＴ
コーディネーター

L. 木下
きのした

　裕幸
ひろゆき ○ 17

オセアルフォーラム
　　　　　　　特別副委員長

L. 島
しま

　孝治
こ う じ × 事務局長 L. 武田

た け だ

　真
ただ

使
し ○

14
第1R第1Z
 ゾーン・チェアパーソン

L. 渡部　候司
わ た べ こ う じ ○ 18

オセアルフォーラム
　　　　　　　特別副委員長

L. 佐藤
さ と う

　邦彦
くにひこ ○ 事務局員 佐藤

さ と う

祐雅子
ゆ か こ ○

15
第1R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 長谷川
は せ が わ

松美
ま つ み ○ 19

オセアルフォーラム
　　　　　　　特別副委員長

L. 寺中
てらなか

　賢武
まさたけ × 事務局員 若月

わかつき

　聖美
き よ み ○

16
第2R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 佐藤
さ と う

　利博
としひろ ○ 20

平和ポスターコンテスト
　　　　　　　　　　副委員長

L. 松並
まつなみ

　正幸
まさゆき ○

17
第2R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 田中
た な か

　香織
か お り ○ 21 第１R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 松崎

まつざき

　正幸
まさゆき ○

18
第3R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 大熊
おおくま

　秀之
ひでゆき ○ 22 第２R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 北橋

きたはし

　完
ひろし ○

19
第4R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 橋本
はしもと

　修司
しゅうじ ○ 23 第３R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 加藤

か と う

　礼市
れいいち ○

20
第4R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 佐々木
さ さ き

隆博
たかひろ ○ 24 第４R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 東原

ひがしはら

　義幸
よしゆき ○

21
第4R第3Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 岡谷
お か や

　繁勝
しげかつ ○ 25

第２Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 早川
はやかわ

　直久
なおひさ ×

26
第３Ｒ・第１Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 松本
まつもと

　光伸
みつのぶ ○

27
第３Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 中原
なかはら

　弘之
ひろゆき ○

23
第5R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 伊藤
い と う

　光隆
みつたか ○ 28

第４Ｒ・第１Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 松田
ま つ だ

　肇
はじめ ×

24 地区大会委員長 L. 髙瀬
た か せ

　力
つとむ ○ 29

第４Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 宮島
みやじま

　貢
みつぐ ○

25
会則 ・コンプライアンス
　　　　　　　　　　委員長

L. 髙橋
たかはし

　哲也
て つ や ○ 30

第４Ｒ・第３Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 松本
まつもと

　孝幸
たかゆき ○

26
国際大会･国際協調・
　　　　　　　ＬＣＩＦ委員長

L. 石田
い し だ

健太郎
け ん た ろ う ○ 31

第５Ｒ・第１Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 為広
ためひろ

　裕司
ひ ろ し ×

27
献血・献眼・薬物防止
　　　　　　　　　委員長

L. 齋藤
さいとう

　修嗣
しゅうじ ○ 32

第５Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 飯田
い い だ

　守
まもる ○

28 レオ・青少年委員長 L. 藤井
ふ じ い

　芳
よし

和
かず ○ 33 長期計画リサーチ委員 L. 二宮

にのみや

　雄一
ゆういち ×

29 ＹＣＥ委員長 L. 小野寺
お の で ら

一史
か ず し ○ 34 長期計画リサーチ委員 L. 佐藤

さ と う

　健治
け ん じ ○

30 Ｍ・ＩＴ委員長 L. 楳田
う め だ

　欣也
き ん や ○ 35 長期計画リサーチ委員 L. 石邑

いしむら

　義幸
よしゆき ○

31
オセアルフォーラム
　　　　　　　特別委員長

L. 杉本
すぎもと

　隆英
たかひで ○ 36 地区会計監査委員 L. 淋代

さびしろ

　靖人
やすひと ×

32
平和ポスターコンテスト
　　　　　　　　　　　 委員長

L. 吉岡
よしおか

　幸二
こ う じ ○ 37 地区会計監査委員 L. 小野

お の

　哲也
て つ や ○

33 アラート委員長 L. 浅野
あ さ の

　敬一
けいいち ○

33名のうち、欠席 0名 キャビネット会議総出席数73名

出席要請 80名うち欠席10名

地区委員47名うち欠席 10名

第三回キャビネット会議出席者名簿

キャビネット構成員(投票権を有す） キャビネット地区委員

氏　　　　　　　名 氏　　　　　　　名 氏　　　　　　　名

3

第 二 副 地 区 ガ バ ナ ー
長期計画リサーチ副委員長
公益財団法人日本ライオンズ
　　　　　　特別委員会委員長

L. 柳澤
やなぎさわ

　豊
ゆたか 〇

2
第 一 副 地 区 ガ バ ナ ー
地区ＬＣＩＦ 副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
長期計画リサーチ副委員長

L. 広瀬　寛人
ひ ろ せ ひ ろ と 〇

10

地区ＧＬＴコーディネーター
長期計画リサーチ委員
公益財団法人日本ライオンズ
　　　　特別委員会副委員長

L. 小路
しょうじ

　泰孝
やすたか ○

4
前地区ガバナー
地区名誉顧問
長期計画リサーチ委員長

L. 伊東
い と う

　隆志
た か し 〇

22

第5R第1Z
ゾーン・チェアパーソン
第５R
地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員

L. 関東　正浩
かんとう まさひろ 〇
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獅子の肉体は滅びても培われた魂は滅びず、永く世に貢献する。北の大地

で志を半ばにしてご逝去された、我が同士の雄姿を忘れることは決してな

く、獅子の栄誉は永遠に銘記されていく。故人に寄せる想いは去りがたく

331-B地区会員一同謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

　　　

２０２５年１１月２３日 Ｌ. 船迫　郷子
ふなば　さとこ

７２歳 （帯広さくらＬＣ）

２０２５年１２月　１日 Ｌ. 藤井　茂男
ふじい　しげお

　　６７歳 （旭川クリスタルＬＣ）

２０２５年１２月　６日 Ｌ. 田中　金蔵
たなか　きんぞう

８９歳 （白滝ＬＣ）

２０２５年１２月１４日 Ｌ. ５４歳 （標茶ＬＣ）

２０２６年　１月　6日 Ｌ. ９０歳 （歌登ＬＣ）

２０２６年　１月　6日 Ｌ. 太田　武憲
おおた　たけのり

８１歳 （釧路ＬＣ）

２０２６年　１月　7日 Ｌ. 蝦名　大也
えびな　ひろや

６８歳 （釧路ゆうやけＬＣ）

獅子の魂は永遠に

（2025年10月16日～2026年1月15日迄の物故者名）

物　故　会　員

佐藤　紀寿
さとう　のりかず

深井　信朗
ふかい　のぶろう
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地区ガバナー挨拶 

副地区ガバナー挨拶 
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地区ガバナー挨拶 

         Ｌ．大 島 尚 久 

第３回キャビネット会議に参加いただきありがとうございます。 

今回は ZOOM会議のため若干コミュニケーションが取りにくく、理解が難しく

なる可能性があるということで、委員会によっては事前の会議を持っていただき

却って時間的な拘束が長くなってしまい申し訳ありません。 

さて現在２月のはじめということで釧路キャビネットも佳境を過ぎ、まとめに

入る時期となってまいりました。M1.5 につきましては何とか新クラブ、新支部

結成が出来るかどうかの正念場を迎え、村山コーディネーター、矢吹コーディネ

ーターには負担をかけてしまっておりますが引き続き宜しくお願いします 

また小路コーディネーターには、濱野元国際理事の講演会の準備をしていた

だいておりますが、大いに期待できる内容ですので楽しみにしております。 

LCIF コーディネーターの坂本ライオンには、昨年努力して頂き目標達成が見

えてまいりましたことに対し感謝申し上げます。またゾーン・ チェアパーソンと

今回 LCIF の委員になっていただいたゾーン委員の皆様にも改めて感謝申し上

げます。 

GST桜井コーディネーター、WYPT木下コーディネーターには引き続き事業推

進をお願いいたします。 

ゾーン・ チェアパーソンの皆さまには第３回の諮問委員会開催をお願いしてお

りますが、必ず今回のキャビネット会議の報告を会員の皆さまに伝えていただ

くようお願いいたします。 

審議事項の中に防災準備交付金等の重要な議決事項もありますので宜しくお

願いいたします。 

年次大会も順調に準備が進んでおりますので、皆さん期待して頂き、多くの会

員の皆様の参加をお願いいたします。 

残りの任期が少なくなってまいりましたが、キャビネットの方針や最初に提

出していただいた行動計画に沿って、任期終了まで引き続きどうぞ宜しくお願い

いたします。 
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第一副地区ガバナー挨拶 
Ｌ．広 瀬 寛 人 

 新年あけましておめでとうございます。新年ご挨拶をお借りして釧路キャ

ビネットから富良野キャビネットへの移行スケジュールをお知らせ致します。 

本年５月２３日に釧路年次大会が開催され翌週には、富良野市で新三役 事

務局員セミナーが予定されています。該当者には、大変お忙しい日程となり申

し訳ありません。 

例年７月下旬から８月上旬に開催される、第１回キャビネット会議ですが、

富良野市の夏観光事情を勘案して、ZOOM開催に致します。 

その為に三役 事務局員セミナーに併せて、ZC 各委員長にもお集まり頂

き、第０回キャビネット会議的な要素を、取り込む予定にしております。 

大島ガバナー率いる釧路キャビネットが有終の美で終えられること（会員増

強と LCIF の達成）と、富良野キャビネットのスムースなスタートが切れるよ

うに、後半戦を全力で駆け抜けたいと決意をしております。皆様のご協力を切

にお願い申し上げます。 

 

第二副地区ガバナー挨拶 
Ｌ．柳 澤・  豊 

３３１－B地区内会員の皆様、本年も宜しくお願い申し上げます。 

さて、釧路キャビネットも早くも上期の事業及び運営が終了され、大島ガバ

ナー始めそれぞれの地域でのキャビネット役員皆様お疲れ様です。 

また、日頃より釧路キャビネットの運営にご理解、ご協力を賜り誠にありが

とうございます。私も第二副地区ガバナーとして現在日々努力しているところ

ではあります。11 月上旬からWEBでのセミナーを６回終了し、その後に、広

瀬第一副地区ガバナーと仙台にて第一 二副地区合同セミナーに参加し、その

後 12月 1 2日と名古屋において第二副地区ガバナー研修会に参加いたしまし

た。どちらも内容が違い有意義な研修で、今後のライオンズ活動を含め、自分

が現場でのステップとなる様々な研修内容でありました。また、他地区の皆さ

んとの様々なキャビネット運営なども参考になり、今後の一助になったと思い

ます。 

各キャビネット役員の皆様、そして地区内クラブの会員においては次期の準

備も重なる時期に入って来ますが、それぞれのクラブ会長を筆頭に当初の目的

を達成され、会員同志が益々楽しいクラブ運営を務めて頂きたくお願い申し上

げます。 
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● 第６２回ＯＳＥＡＬフォーラム報告書 9 頁

● 一般社団法人日本ライオンズ

◆ 理事会　議事録

（2025.9.18） 第3回理事会議事要録 15 頁

（2025.10.31） 第4回理事会議事要録 22 頁

（2025.11.18） 第5回理事会議事要録 28 頁

（2025.12.8） 第6回理事会議事要録 34 頁

◆ 会則委員会　議事録
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（2025.11.25） 第4回WEB議事録 46 頁

（2025.12.10） 第5回WEB議事録 52 頁
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●  ライオン誌日本語版委員会
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複合地区各種会議
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第 62回東洋東南アジア・ライオンズフォーラム報告 

 

（2025年 10月 23日－26日 日本・札幌） 

 

一般社団法人日本ライオンズ 

2025年 10月 31日 

1. フォーラム登録数 [10月 25日 17時時点] 

Dist.204 （グアム、北マリワナ諸島など）   27 

MD300 （台湾） 850 

MD301 （フィリピン） 254 

Dist.303 （中国・香港、マカオ） 134 

MD308・309 （シンガポール、マレーシア、ブルネイ）                  144 

MD310 （タイ） 102 

MD330-337 （日本）＊MD別内訳不明 6940 

MD354-356 （韓国）  1471 

MD380-383 

MD385-389 （中国・深圳、広東、大連、青島、北京､浙江、瀋陽、陜西） 

354 

 

 (モンゴル) 16 

その他 
（米国、パキスタン、バングラディシュ、インド、ブルネイ、スイ

ス、エクアドル、オーストラリア、コンゴ、スリランカ、ネパール、

キプロス、レバノン・LCI ほか） 

70 

 

 

  10471 

（名） 

2. フォーラム決議 

10/26 第 3 回議長と DG の会議で発表された決議案です。正式な決議については後日フォーラ

ム委員会より発表予定です。 

第 62回東洋東南アジア・ライオンズフォーラム決議 

(2025年 10月 23日－26日 日本 札幌) 

・感謝決議 （プロトコル別に参加に対するお礼、省略） 

・事務的決議（第 3回議長とガバナーの会議で発表） 

１. 日本の松岡勲元協議会議長（335-C 地区・京都南ライオンズクラブ所属）を 2026-

28年度国際理事候補者として承認 
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２.中国の林子钰（Lin ZiYu）元地区ガバナー（380 地区・深圳ライオンズクラブ所属）を

2026-28年度国際理事候補者として承認 

４．スイスの Carl Robert Rettby元国際理事を国際第３副会長候補者として承認 

5.第 63回OSEALフォーラム（2027年 マレーシア・ペナン）FOC委員長Dato' Ooi Chao 

Syhuan元協議会議長とフォーラム組織委員会へ感謝し、協力することを承認 

 

 

◎各種会議等報告 

１0月 23日 （木） 

20：30-21：30 コーカスミーティング （非公式会議） 

 ジョンユル・チョイ元国際会長、山田實紘元国際会長、ウィンクン・タム元国際会長が登壇され、会

場には A.P.シン国際会長、ファブリシオ前国際会長、マーク S・ライオン国際第１副会長がお越し

になりました。 

タム元国際会長が会議を進行され、まずは OSEAL会則地域からの 2026-28年度＊の国際役

員候補者のエンドースメントが行われました。＊国際会則第５条４項により 3名 

日本の松岡勲元協議会議長、中国の林子钰（Lin ZiYu）元地区ガバナーの 2 名がエンドー

スされました。国際理事候補者の残り１名については、韓国より輩出する予定であると発

表があり、チョイ元国際会長より候補者の選定について補足説明がありました。 

続いて、2026-27 国際第３副会長候補者として、スイスの Carl Robert Rettby 元国際理

事をオセアル会則地域としてエンドースすることが決定された後、国際第３副会長候補者

が 5 分、国際理事候補者は 3 分の挨拶を行いました。 

最後に、OECからの報告として 2027年から今後４年間の国際理事候補者を輩出する国の割り

当てについてタム元国際会長より説明がありました。 

担当：田﨑 

 

10月 24日（金） 

8：00-9：00 第１回 協議会議長および地区ガバナーの会議 

日本からは協議会議長８名・地区ガバナー35名全員が参加しました。 

まずは FOC委員長である鶴嶋浩二 LCIF理事から歓迎の挨拶と開会宣言が行われ、A.P.シン

国際会長をはじめとする国際役員の紹介と挨拶が行われました。LCIF理事の紹介と挨拶について

は時間の都合により明日となりました。 

フォーラムプログラム内容とフォーラムテーマが説明され、テーマである「共生と循環-未来の子

供たちのために-」に併せ、MD331では 12,000本の植樹を行ったという報告がありました。 

続いて、午後からの開会式の予定と、明日開催されるセミナーのスケジュール開催の予定が説

明され、参加の呼びかけと、今回のフォーラムでは登録証のＱＲコードで参加者の管理を行うことの

説明がありました。 

タム元国際会長より、昨夜行われたコーカス会議の報告として、エンドースされた次期国際役員

の候補者が紹介され、各候補者は一言挨拶を行いました。 
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議案について、事前に上程された議案が無かったことが鶴嶋 FOC委員長より報告されました。 

担当：田﨑 

 

9：30-11：00 国際会長と地区ガバナーの会議 

日本からは、ほぼすべての地区ガバナーが参加しました。 

A.P.シン国際会長より、地区ガバナーをバスドライバーに例え、どこに向かうのかは地区ガバナ

ーに責任があり、2025-26年度のドライバーであるとお話がありました。 

また、ミッション 1.5 については、組織をより強力なものにするために必要なものであり、会員増

強には地区ガバナーの呼びかけがスタートであることを話されました。 

若いメンバーを増やし新しいアイディアや活力を得ることの重要性や、異なるクラブが一緒に

活動することでアイディアを共有し、お互いに学ぶ機会になると話されました。また、A.P.シン国

際会長より、前回日本を訪れた際の地区ガバナー（当時の第 1 副地区ガバナー）の働きに対し、

感謝が述べられました。 

Q＆Aでは、335-C地区ガバナーの L田端俊三より、リーダーシップの大切さと、クラブが基

本であるという考えについての発言があり、A.P.シン国際会長も賛同されるとともに、クラブにお

けるリーダーシップについてお話しいたしました。 

また、335-B地区ガバナーの L 笹部美千代より、地区ガバナーとクラブ会長の集まりを企画

しているため、A.P.シン国際会長から正会員 20名以下のクラブへメッセージが欲しいとの要望

があり、快諾され、メールを送ってほしいとご案内されました。 

担当：松本 

 

13：00-15：30 開会式 

大和ハウスプレミストドーム（札幌ドーム）で開催されました。 

入場の際、進行上の都合により間が空きましたが、鶴嶋 FOC委員長の開会宣言とゴングの後、

札幌のインスタレーションが行われ、鶴嶋 FOC委員長の歓迎挨拶の後、ホスト団代表として山田

實紘元国際会長が挨拶を行いました。 

 鈴木直道北海道知事の代理として加納孝之副知事、秋元克広札幌市長がゲストとして登壇され

た後、A.P.シン国際会長がご挨拶され、ミッション 1.5について日本をはじめ中国・韓国などアジア

各国の言葉を引用しつつお話しされました。最後にミッション 1.5を通じて共に強くなろう、成功に

は参加者一人一人のリーダーシップが必要である、フォーラムを成長の機会にしてほしいと呼びか

けられました。 

 続いてミッション 1.5関係の表彰が行われ、日本からは 334-D、336-Cの地区ガバナーと GMT・

GET コーディネーターが表彰されました。 

担当：田﨑 

10月 25日（土） 

8：00-9：00 第２回 協議会議長および地区ガバナーの会議 

日本からは協議会議長 8名・地区ガバナー35名全員が参加しました 

鶴嶋 FOC委員長より開会式のお礼と、入場者数が 8,000名を超えたという報告があり、その後、 

ＬＣＩＦ理事のご挨拶がありました。 

現時点での登録数の確認後、第 63回 OSEAL フォーラム(マレーシア・ペナン)委員長である、

Dato' Ooi Chao Syhuan元協議会議長より進捗報告が行われ、すでにＷＥＢ上で登録受付を開始

しており日本語での案内も掲載されている旨、説明がありました。 

続いてMD335津田勝之議長より、大阪で１１月７日から９日にかけて開催される第 6回レオフォ
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ーラムの進捗報告と登録へのお礼、参加の呼びかけがあり、335 -B笹部 美千代地区ガバナーよ

り、海外のレオ 100名を含む 400名の登録をいただいているという補足報告がありました。 

FOCからの決議事項が無いことが報告された後、自由討論の時間となり、昨日の開会式で中

国・台湾からの参加者の間でトラブルが発生したことについて言及があり、両国の参加者がそれぞ

れの立場を主張しましたが、山田元国際会長が、「ライオンズは平和を旨としており、政治に関与す

べきでなく、OSEAL も同様でありフォーラムは世界平和のための集会であること、ライオンズの力は

政治的なものではなく LCIFへの貢献といかに奉仕を行ったかが重要であり、暴力はライオンズとし

てあるまじき行為である」と、ご発言されました。 

田名部国際理事より、「ＯＳＥＡＬフォーラムのプログラムは学ぶことと成果を出すことに重点を置

いて作成されており、フォーラムを通じて成功事例や奉仕の精神を共有するべきであり、皆さんのミ

ッション 1.5の成功例を話してほしい」、と呼びかけがあり、呼びかけに応じた参加者よりミッション

1.5やＬＣＩＦの成功事例報告がありました。 

最後に、本日のスケジュール確認とセミナー参加への呼びかけ、公益財団法人日本ライオンズ

の事業であるフットサルエキシビジョンマッチ、ペットボトルキャップアートでワクチンの寄附とギネス

への挑戦を行っていることが紹介され、参加が呼びかけられました。 

担当：田﨑 

 

9：30-10：30 第１副国際会長と第１副地区ガバナーの会議 

 濱島グループリーダーの下、日本より 34名の第 1副地区ガバナーが参加しました。 

 マーク S・ライオン国際第 1副会長とジャスティン元国際理事が進行され、国際第 1副会長より、

インフォーマルに会議を進めていきたいとご発言がありました。 

 一番大切なことは「We Serve」であるとした上で、ミッション 1.5への取り組みの重要性、特に女性

や若い会員を増やしていくこと、気候変動や災害、食糧危機などＬＣＩＦを通じて世界が必要とする

支援を行うこと、よりアクティブな奉仕や多様性の尊重などについてお話しされ、大変なこともありま

すが笑顔で、と呼びかけをされました。 

 2月に行われるＷＥＢセミナーや、7月に開催される香港でのセミナーについての現時点での予

定の説明も行われ、出席が前提であることと、楽しいセミナーにしますとお話しされました。 

担当：田﨑 

9：30-10：30 国際会長とクラブ会長の会議 

A.P.シン国際会長とサンギータ・ジャティア元国際理事が登壇し、講師を務められました。 

若年会員や女性会員など、新しい会員の声に耳を傾けることの大切さや、子供たちがミーティン

グに参加する機会を作ることが家族全員でのサーブにつながり、会員増強にも繋がることなどをお

話されました。 

ライオンズメンバーが退会するのはクラブに原因があり、子供も含めたすべてのメンバーが快適

に過ごし、楽しんでもらえる環境を作ることがクラブ会長の役割であるとお話されました。 

担当：松本 

10：00-11：00 ゾーン・チェアパーソンセミナー 

ゾーン・チェアパーソンセミナーは午前 10時から 11時まで 札幌コンベンションセンター の

Room201･202で行われ、GATエリアリーダの川島正行元国際理事（MD333）と識名安信元協議会

ー12ー



日本ライオンズ発行＜2025-26-C-08＞ 

 5 

議長（MD337）、ライオンズ公認講師（LCIP）の渡辺博元地区ガバナー（333-E地区）と加藤万寿夫

地区 GLTエリアコーディネーター（334-Ｂ地区）の４名が講師として行われました。開始前から立ち

見が出るほどの盛況ぶりで、セミナーでは急遽、追加席を用意して対応しました。前半はゾーン・チ

ェアパーソンの役割や、成功するための秘訣などが共有され、国際協会のホームページ内の会員

リソースセンターや地区及びクラブ健康診断レポートを活用するなど、参加者は多くの役に立つ情

報を学びました。後半はグループディスカッション形式で行われ、グループ毎に今後の展望や改善

点などを発表しました。セミナーの途中には、仁科良三国際理事と濱野雅司元国際理事が視察に

来られ、熱い議論が交わされるグループディスカッションの様子に熱心に耳を傾けていました。 

担当：吉田 

 

11：00-12：00 マーケティングセミナー 

ライオンズクラブ国際協会理事会アポインティで、MD308協議会議長の L Potter Ka Kai Fong

（マレーシア）が登壇し、講師を務められました。ライオンズを知ってもらうきっかけとなる SNSやソー

シャルメディアの効果的な使い方を、クイズを交えてお話されました。セミナーの最後には、来年ペ

ナンで開催される第 63回 OSEALフォーラム Facebookページの紹介があり、その場で友達登録

を行った参加者には、オリジナルピンが配布されました。 

担当：松本 

17：30-19：30 各国レセプション 

日本の松岡勲元協議会議長、中国の林子钰（Lin ZiYu）元地区ガバナーの２名の国際理事候補

者のレセプションが行われました。 

担当：田﨑 

19：30-21：30 国際会長晩餐会 

京王プラザホテル札幌にて開催されました。 

食事の他、ステージパフォーマンスや写真撮影、表彰が行われました。 

担当：田﨑 

10月 26日（日） 

8：00-9：00 第３回 協議会議長および地区ガバナーの会議 

日本からは協議会議長全員と、多くの地区ガバナーが参加しました。 

A.P.シン国際会長をはじめ、国際役員より挨拶が行われ、国別の登録者数が発表された後、 

前日の決議委員会で委員長を務めた MD331諏訪昇三元協議会議長より、決議委員会報告が行

われました。 

鶴嶋ＦＯＣ委員長が定数を確認した後（５１名）、諏訪元協議会議長より出された動議にセコンド

がつき、挙手による投票の結果、賛成多数で決議が成立しました、 

正式な決議文については、後日フォーラム委員会より送られる予定です。 

その後の連絡事項では、MD336山崎議長より学生会員の会費値下げについての質問があり、

他国の参加者からは閉会式の時間について検討してほしいと発言がありました。 

最後に山田實紘元国際会長より、今回の成功をきっかけとし、数年後に札幌へ国際大会を誘致

したい、ぜひ OSEAL一丸となり応援してほしい、と呼び掛けがありました。 

担当：田﨑 

ー13ー



日本ライオンズ発行＜2025-26-C-08＞ 

 6 

 

10：30-12：00 閉会式 

本部ホテル・京王プラザホテル札幌２Fエミネンスホールにて開催されました。 

鶴嶋ＦＯＣ委員長の挨拶の後、登録数が計 10,471名である報告が行われ、政治的な対立を超

えて平和を祈念するメッセージが伝えられました。 

続いて Carl Robert Rettby国際第 3副会長候補者候補者、松岡勲国際理事候補者、林子钰

（Lin ZiYu）国際理事候補者の挨拶の後、決議委員会からの報告と、鶴嶋ＦＯＣ委員長からセミナ

ー報告がありました。 

その後、A.P.シン国際会長より 10/23ゴルフ優勝者への表彰と、札幌コンベンションセンターで

行われていたペットボトルアートが無事にギネス記録を達成した報告が行われ、OEC委員長である

タム元国際会長に代わり、チョイ元国際会長が挨拶をされました。 

 マーク S・ライオン第一国際副会長、A.P.シン国際会長からの挨拶の後、フレンドシップバナーが

各複合地区・地区・単一地区ごとに贈呈され、第 63回フォーラム開催地であるマレーシア・ペナン

の紹介の後、鶴嶋ＦＯＣ委員長よりフォーラム旗が次年度 FOC委員長である Dato' Ooi Chao 

Syhuan元協議会議長へ手渡され、第 62回札幌でのフォーラムは幕を閉じました。 

担当：田﨑 

 

以上 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ  25-26 年度第 3回理事会 議事要録 

◎日 時：2025 年 9 月 18 日(木)14：00-17：00 

◎場 所：一般社団法人日本ライオンズ 会議室 

◎出席者リスト 

理事長     喜多 友一 (上田城南)  

副理事長               諏訪 昇三 (札幌時計台)  

副理事長               山崎 もとみ (太田) 

副理事長               廣田 晃一 (姫路中央)  

専務理事               伊賀 保夫  (東京ピース)  

常務理事               倉田 雅史 (小田原白梅)  

常務理事               設楽 幸子 (札幌アカシヤ)  

常務理事               車田 信彦 (玉川)  

常務理事               水沼 孝夫 (真岡)  

常務理事予定者                             浜 一平  (岡谷) 

常務理事予定者            津田 勝之 (大阪桜之宮)  

常務理事               武永 健治郎 (都城きりしま)  

理事                    渡邊 俊弥 (仙台五城) 【WEB】 

理事                 佐藤 裕幸 (柏崎日本海)  

理事                 藤井 信英 (岡山みらい)  

理事                    濱田 浩平 (長崎南)          

理事(前理事長)             松浦 淳一 (岩見沢はまなす)【欠席】  

理事(公益財団法人日本ライオンズ理事長)  小野寺 眞悟 (札幌北の杜)          

理事(‘25-27国際理事)          仁科 良三 (長野みすず) 【WEB】 

理事('25-27 国際理事)          田名部 智之 (八戸)          

理事(‘25-26 LCIF 理事)          鶴嶋 浩二 (札幌中島) 【欠席】  

監事(MD332 元議長)           下間 俊悦 (男鹿)  

監事(MD333 元議長)           石橋 貞  (足利西) 

監事(MD335 元議長)           小林 聰  (姫路広陵) 【欠席】 

監事(MD337 元議長)           乗田 泰  (伊万里) 【WEB】  

◎オブザーバー  

法律顧問                 池田 和司 (東京桜門) 【欠席】  

会計顧問                 吉田 宗一郎 (東京武蔵野) 

日本ライオンズ事務長             増澤 義治 (諏訪湖)  

25-26 理事長事務局補佐          田中 俊彦 (上田城南)  

25-26 理事長事務局補佐          小口 恒樹 (岡谷)  
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■議事録作成人の指名： 

MD337 武永常務理事、MD333 佐藤理事 

 

■役員会議・委員会 会議開催時の依頼（喜多理事長）： 

SDGs および経費削減、業務効率化の観点より、今後は以下の対応をお願いする 

・飲食物は会場所定場所より各自が席に持参し、飲料水は飲み残しがあった場合、持ち帰る 

・資料はメール配布（データ）とし、各自持参とする（紙印刷もしくはデバイス持参） 

 

◆議事 

■審議事項 

１．第 62 回 OSEAL フォーラム札幌 

【進捗確認】 

・9/17現在の各地区登録数の確認を行った 

・50％以下の登録地区は、ＭＤ333、336、337 、各議長からの進捗報告 

・公式サイト（Web）での登録申込締切は、10月 9 日（開催 2 週間前）。それ以降は 

 「現地＝北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）」にて登録となる。移動に時間を要するため、 

 期限内での Web 登録を推進する（設楽 常務理事/F 副委員長） 

➢伊賀専務理事より、ガバナー協議会前に締切が来る地区も多いため、各準地区ガバナーに直接 

 呼びかけ、登録を進めていただきたいと申し合わせた 

 

「国際会長歓迎晩餐会（IPBQ）」【10/25(土)19:30～21:30＠京王プラザホテル札幌】 

⑴ 案内文（案） 

・発信元は社団理事長と実行委員会との連名、宛先は議長宛てとする。ドレスコードを書き入れる 

・締切は 10月 6 日（月）とする 

・目標登録数は計 300 名で決定 

 【参考：割当数】 

MD 330 331 332 333 334 335 336 337 

人数 45 48 48 20 55 48 16 20 

（目標計 300 名の場合：過去数参加人数％より割り出し） 

・最終の席次は VIP(約 70 名)を外して、オセアルフォーラム札幌組織委員会と社団が作成する 

・集金は、各ＭＤ→日本ライオンズとする ※詳細は追って通知 

 

「ジャパンレセプション（JP レセプション）」【10/25(土)18:00～19:00＠京王プラザホテル札幌】 

⑴ 次第・役割分担（案） 

・資料は松岡勲国際理事候補者支援委員会で作成する 

・一般会員には案内しないことで決定 
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・約 300 人で検討 

・議長からガバナーへの通達で、各ＭＤ、準地区にて人数を決めていただく 

・スケジュールは、各種セミナー等の終了時間と、その後の IPバンケット開始時間および移動が 

 ありタイトとなるが、国際理事の協力を頂きながら行うことで決定（例年も同様、コンベンショ 

 ンセンターから車移動で 20 分をみている） 

補足：同日開催日時 

 ▽決議委員会  ：17：00～18：00 

 ▽LCIF セミナー ：17：30～18：30 

 ▽IPBQ   ：19：30～21：30 

➢関わるセミナーが記載されたスケジュールは、追って社団に提供する 

 （設楽 常務理事/F 副委員長） 

・VIP の顔写真と、名前のリストは社団で作成する 

・この案件は引き続き執行理事会（10/6）で検討する 

 

２．A.P.シン国際会長「公式訪問並びに歓迎晩餐会」 

【10/26(日)15:00～／17:00～＠京王プラザホテル札幌（閉会式後）】 

⑴ 案内文（案） 

・締切は 10月 6 日(月)で決定 

・出席人数、割当は「第 2 回理事会（8/20）」承認通り 

 

⑵ 次第（案）〈日・英版〉 

・次第案記載の各担当は会議内で申し合わされた 

・社団が主管となる 

・ドレスコードはビジネススタイル 

・その他 

 閉会式終了が 12:00、13:00～14:30で IPと議長の懇談会を調整中、国際会長のアテンドについて 

 も要検討 

 

３．8/4「第１回社員総会」動議決議についての文書（案） 

・増澤事務長より説明 

・キャンペーン名は、｢ワン・プラス・ワンキャンペーン｣ で統一する 

・通知には、別途上紙をつけ活動を激励する 

・10 月初旬通知に向け再承認をとる 
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■協議事項 

４．オリベイラ LCIF 理事長「公式訪問」進捗 〈9/22(月)-9/25(木)＠名古屋〉 

 【9/24(水)10:00-会議、15:00-16:30 公式訪問、17:00-20:00 晩餐会】 

・増澤事務長より説明 

・式典，晩餐会のスケジュールを確認 

・9 月 24 日 議長との会食有り 

・LCIF アワード贈呈については、OSEAL 調整事務局に確認(増澤事務長) 

・記念品の贈呈は、$3,000 とし、社団から LCIF 理事長へ 【全員承認】 

・贈呈パネルの作成は、浜常務理事予定者に依頼 

・公財）日本ライオンズの署名式について、LCIF が特定の財団とパートナーシップを結び 

 交付金を出すことは名誉なこと。大きな事業であることをぜひ認識いただきたい 

 

５．A.P.シン国際会長｢公式訪問｣日程【10/26～10/30 @札幌、東京、茨城・筑波】 

・増澤事務長より説明 

・スケジュールの確認 

・10/27「タウンホールミーティング」＠TKP 新橋カンファレンスセンターは、OSEAL 調整事務局 

 が担当、各準地区若手会員男女 1 名ずつが参加、懇親会あり。議長の参加依頼があるかは現時点 

 では不明のため再確認する  

・10/28 社団訪問の可能性有り 

・帝国ホテル費用は、社団一般会計「国際協会関連費」より支出の予定 

 

6．「ミッション 1.5 女性特別チーム」（6 名）ローカルプロトコール設定について  

・国際プロトコールには無いが GAT チームの一員ということで理解していただきたい 

・参考として、国際理事会方針書のプロトコールを確認 

  

7．「会則委員会」諮問案件事項 

⑴ 国際理事候補者推薦におけるOSEAL規約との調整 等 

⑵ 「国際理事候補者資格審査委員会」と「国際理事候補者推薦委員会」の解釈 

・総務人事委員会で案を作成し、執行理事会・理事会で諮る 

 

8．「第 6回 OSEALレオフォーラム大阪」登録案内 

【11/7(金)～9(日)＠関西エアポートワシントンホテル】 

・津田常務理事予定者より説明 

・まだ登録人数が少ないため、募集は延長とし登録を呼びかけた  

 ※締切：宿泊有り参加は 9/19（金）まで、宿泊無し参加は 10/10(金)まで 

・1 日しか参加できない場合でも参加可能 
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9．「第 9回スペシャルオリンピックス 2026 東京（SO）」開催概要について 

【2026 年 6/5(金)～7(日)、9/4(金)～6日(日)※26-27 年度 予定】 

・増澤事務長より説明 

・社団としてどう支援していくのか SO 側と協議していくことで決定 

・東京開催になるので見に行きやすい 

 

その他 

女性シンポジウムについて 

・補助をしていただけないかと相談が来ている件 

・「25-26 ニューヴォイスシンポジウム申請書」を精査し、国際協会との協力体制を築いていく 

 意味でも、社団から 700,000 円を助成することを決定 

・これから作成する資料については社団の名前を入れていただき、理事長挨拶を予定いただく 

 等を提案 【承認】 

 

事務局員の守秘義務について 

・増澤事務長より説明 

・前理事会で内諾済みだったが、本会議にて全議長が揃ったので再確認 

・各複合事務局・各地区キャビネット事務局に通知する事で決定 【承認】 

 

OSEAL フォーラム札幌 女性会員入会表彰 

・設楽 常務理事/F 副委員長より説明 

・OSEAL調整事務局から各複合を通じ、地区ガバナーへ通知済み 

・10/5までに報告の女性会員入会クラブ会長には、表彰と GATトップの方との写真撮影の 

 実施を準備中 

 

■報告事項 

10．「各種集合会議出席者旅費補助規程」（最新版）確認 

・増澤事務長より説明 

・全員確認、質疑無し 

 

11．月次監査報告（7 月） 

・森田事務職員（経理）より説明 

・8 月月次監査は 9/22(月)予定、来月会議にて報告予定 

・全員確認、質疑無し 
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12．「第 5 回理事会」＠島根・出雲 開催について 

・山崎もとみ副理事長より説明 

・オンライン会議も設定予定 

 

13．（公財）日本ライオンズ「第４回全国特別支援学校フットサル大会 東京大会」 

【10/31(金)16:00～＠ホテルヴィラフォンテーヌグランド東京有明】 

⑴ 開会式・懇親会概要と出欠確認 

・伊賀専務理事より説明 

・開・閉会式、懇親会会場が変更になった 

・10 月 31 日(金)理事会の開始時間は 11:00、終了後移動することを確認 

 

14．各委員会報告 

・（8/20）第 2回国際理事候補者資格審査委員会 

諏訪副理事長報告 

・（8/21）第 1回 PRマーケティング委員会 

廣田副理事長報告 

・（8/25）第 1回 YCE委員会 _8/28配信 

濱田理事報告 

・（8/26）第 1回アラート委員会_9/9 配信 

藤井理事報告 

・（9/2） 第 2回国際大会委員会 

伊賀専務理事報告 

・（9/2） 第 1回会則委員会 

渡邊理事報告 

--------------------------------------------------------- 

・（8/20）第 2回理事会 

・（9/1）  第 2 回執行理事会_9/12 配信 
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■今後の予定 

・10/1(水)10：00-  第 3 回国際大会委員会（Web） 

・10/6(月)13：30-  第 3 回執行理事会（Web） 

・10/7(火)14：30-  第 2 回ライオン誌委員会（対面） 

・10/8(水)14：00-  第 2 回会則委員会（HB） 

・10/30(木)PM    第 2 回 YCE 委員会（対面） 

・10/31(金)11：00-   第 4 回理事会（対面） 

 

 

以上 

 

 

議事録作成人： 

常務理事 武永 健治郎 

理事   佐藤 裕幸 

 

議事録署名人： 

理事長 喜多 友一【押印省略】 

監事  下間 俊悦【押印省略】 

監事  石橋    貞 【押印省略】 

監事  乗田    泰 【押印省略】 
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  (2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 25-26 年度 第 4 回理事会議事要録 

◎日 時：2025 年 10 月 31 日(金) 11:00-14:00 

◎場 所：一般社団法人日本ライオンズ会議室(HB 開催) 

 

出席者リスト 

理事長      喜多 友一  （上田城南） 

副理事長     諏訪 昇三  （札幌時計台） 

副理事長     山崎 もとみ （大田) 

副理事長     廣田 晃一  （姫路中央） 

専務理事     伊賀 保夫  （東京ピース） 

 

常務理事     倉田 雅史  （小田原白梅) 

常務理事     設楽 幸子  （札幌アカシヤ) 

常務理事     車田 信彦   （玉川) 

常務理事     水沼 孝夫  （真岡)  

常務理事     武永 健治郎 （都城きりしま)  

 

理事         渡邊 俊弥  （仙台五城） 

理事         佐藤 裕幸  （柏崎日本海） 

理事         藤井 信英  （岡山みらい） 

理事            濵田 浩平  （長崎南） 

理事（前理事長）    松浦 淳一  （岩見沢はまなす） 【Web】 

理事（公益財団法人日本ライオンズ理事長） 

      小野寺 眞悟   (札幌北の杜） 

理事（'25-27 国際理事）       仁科 良三   （長野みすず）    【Web】 

理事（'25-27 国際理事）       田名部 智之 （八戸）      【欠席】 

理事（'25-26 LCIF 理事）      鶴嶋 浩二  （札幌中島） 

 

監事（ＭＤ332 元議長）       下間 俊悦  （男鹿）       【欠席】 

監事（ＭＤ333 元議長）     石橋 貞   （足利西）  

監事（ＭＤ335 元議長）        小林 聰   （姫路広陵）      【欠席】 

監事（ＭＤ337 元議長）        乗田 泰   （伊万里）      【Web】 

 

オブザーバー 

常務理事予定者        浜 一平  （岡谷）      【欠席】 

常務理事予定者        津田 勝之  （大阪桜之宮） 

法律顧問     池田 和司  （東京桜門） 

会計顧問      吉田 宗一郎 （東京武蔵野）    【Web】 

日本ライオンズ事務長        増澤 義治  （諏訪湖） 

25-26 理事長事務局補佐    田中 俊彦  （上田城南）     【Web】 

25-26 理事長事務局補佐    小口 恒樹  （岡谷） 
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◇出席者あいさつ

喜多理事長：オセアルフォーラムご参加ありがとうございます。本日の理事会でも多

くの議事がありますのでよろしくお願いします。 

本日は、この後、公益財団法人日本ライオンズ全国フットサル大会開会式がありま

すので、地区の皆様に財団の活動を伝えられるようにお願いいたします。 

仁科国際理事：AP シン国際会長が無事に日本への滞在を終えられ、帰国されたことを

報告された上で、オセアルフォーラム関係者に対してお礼を述べられました。 

鶴嶋 LCIF 理事：オセアルフォーラム開催のお礼を含め、開催に関わった報告として

予算の件や各トラブルの発生について、地元の経済効果のお話しをされ、札幌フォー

ラムは間違いなく成功であった、５年に一度程度で日本での開催を行いたのでぜひ立

候補してほしいと呼びかけを行われました。 

小野寺公益財団理事長：フットサル事業の話に触れられ、最初は 70 数チームから始ま

り、今回は 138 チームになったことを報告されました。MD331・MD337 以外での公

財についての周知が課題である点と、ライオンズはクラブが基本であるところから、

公財についてまずはクラブへの浸透を目指したいとお話しされました。 

松浦前理事長：自身の病気療養中の欠席を謝られ、2 ヶ月後位には対面参加できる事

に触れ挨拶されました。 

◇出席者確認：伊賀専務理事より書面記載による通り確認

◇議事録作成人の指名：伊賀専務理事より指名

倉田 雅史 常務理事，設楽 幸子 常務理事 

◇議事直前報告

第 3 回理事会で社団より 70 万円の支援を承認した「2025-26 年度ニューヴォイス・

シンポジウム（全日本女性シンポジウム）」について、理事会で出た要望の通り、パ

ンフレットに一般社団法人日本ライオンズ共催として掲載されることが伊賀専務より

報告された。 

◆第 3 回執行理事会からの審議事項

1．各種セミナー支援

(1)キャンパスクラブカンファレンス【11 月 22 日(土)－23 日(日)】ウインクあいち開催

・伊賀専務理事より前回執行理事会で承認された、社団からの支援について説明。

キャンパスクラブメンバーの参加推進のため、45 万円を交通費補助として支援したい。

倉田常務理事より具体的な交通費金額について質問あり。 
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あくまで想定としての金額であると回答。またすでに案内が届いているはずであるので、各

自確認をお願いする。 

【挙手による採決の結果、賛成多数により承認】 

 

2．総務人事関係 

(1)新入職員の承認 

・増澤事務長より２名の新入職員が紹介される。拍手により承認。 

(2)その他 

・次回総務人事委員会開催日程の検討 

増澤事務長より：近日中に委員会開催を行う予定である旨報告(日時は未定)あり。 

・ダイナース法人カード申込について 

増澤事務長より、社団としてダイナース法人カード発行の提案あり。 

現在カード決済が必要な際は増澤事務長本人名義の個人カードを利用している事情説明あり。 

・質疑、意見の交換：カードの管理者の問題（金庫内保管）、使用頻度（月に１度あるかない

かの程度）、以前にライオン誌が使っていたカードで管理の問題があったため（現在は解約

済み）、反対意見あり。必要がある場合は代表者(当該年度の理事長)のカードを使えば良い

のではないか 

【挙手による採決の結果、反対多数により却下】 

今後のルールやオペレーションについては相談していく。 

 

◆第 3 回執行理事会からの協議および事項 

3．第 62 回 OSEAL フォーラム（札幌）【10 月 23 日㈭－26 日㈰】振り返り 

(1)日本ライオンズ作成 報告書案の確認  

・次回までに各自確認いただき、内容に訂正などあればお知らせいただく。 

・諏訪副理事長ならびに設楽常務理事よりフォーラム開催についての所感と、協力へのお礼

が述べられた。 

 

4．A.P.シン国際会長公式訪問振り返り 

(1)日本ライオンズ負担費用案の確認 

・増澤事務長より説明。まだ請求書などが揃っていないため、現時点での概要案が確認され

た。社団での負担の範囲や金額を決めておきたいと提案があり、理事長より飲食費は社団で

は負担できない旨の説明と、鶴嶋 LCIF 理事から今後は事前の打ち合わせが重要であると意

見が出た。 
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(2)10/28 A.P.シン会長 一般社団法人日本ライオンズ事務所訪問の報告 

・喜多理事長：大変有意義な時間であった。日本ライオンズや８複合の存在の意義について

会長にお伝えし、他の国でも同様の組織があれば良いと言われたことを報告。 

・伊賀専務理事より説明：AP シン国際会長より、訪問の際にインドより Krishna Reddy 元

国際理事を筆頭に、計 26 名のライオンが 2026 年 2 月 27 日(金)～3 月 9 日(月)の予定で来

日したいと提案があった件を報告。まずは友好を深める目的で全国のアクティビティや例

会の視察や参加を行い、将来的には姉妹クラブ、友好クラブとなることを希望されていると

説明。 

・費用の件や、今回来日されるクラブやメンバーについて詳細が知りたいと意見が出る。 

伊賀専務理事より、今回はまずは情報提供を行う目的であり、詳細についてはマーズ

OSEAL 調整事務局長と相談すると発言。 

 

5．喜多理事長より下半期の改革案について  

(1)次期議長の選任基準について 

喜多理事長より資料に基づき説明：MD 議長は社団の 1 年目理事となる事を踏まえ、地区

ガバナーとの兼任は避けていただきたい事を説明。 

・資料に記載のある理事会欠席事項について、文書とすることは難しいが、紳士協定と考え

てほしいと池田法律顧問からも意見があった。 

・各 MD での議長選出基準について、各地区ローテーションでの選出は行わないでいただ

きたい旨、申し送りに書き入れてほしい。複合によりすでに廃止しているところもあると発

言あり。 

 

その他改革案について 

・日本 GAT との連携 

社団理事長として、ミッション 1.5 やキャンパスクラブへの取り組みを見据え、意見交換

会を要望している最中である。松浦前理事長からも昨年度理事会内委員会に GAT 担当理

事を配置した理由について８複合・準地区で ALL JAPAN での活動の指針を示すために、

GAT 日本との提携が最も必要であると考えたためであり、今年度一年をかけて取り組ん

でいってほしいと発言。 

さまざまな意見や質問、GAT の現状について話された後、議長より、地区からさまざまな

GAT 日本への要望や疑問が出ている件について発言があったことを踏まえ、正しい方法

で声を上げることが大切であると意見が出たことを受け、議長を通じて各準地区より GAT

に対しての意見・質問を募集する案が出て、集約アンケート案を作成する。 
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・事務所内改革 

ＩＴ改革として、パソコン関係はコストを比較の上、リースに変えていきたいことや、サ

ーバー設置などの改革案が説明された。 

GAT との協定などをはじめ、改革案は次回理事会(11/18)に引き続き協議を行う。 

 

6．その他 

・津田常務理事予定者より、11 月 7 日(金）-9 日(日）大阪で開催される第 6 回レオフォー

ラムの事前報告と協力のお礼、イベントのドレスコードやフェローシップナイトでのプレゼ

ント交換の予算など参加者へ向けての案内があった。現在登録数 395 名。 

・設楽常務理事より質疑 

・社団から MD 事務局に対してコンプライアンスの書類が届いたが、今後のフォローにつ

いて質問あり。 

書類の保管などを含め、案内文を作成して各ＭＤに通知する事とする。 

 

◇各種報告事項 

7．月次監査報告（8 月） 

・会計担当職員から報告。仁科国際理事より、数字の差異についてもう少し詳しく報告して

いただきたいと要望あり。 

 

8．委員会開催報告 

・10/7 (火）14：30-16：45 第２回ライオン誌日本語版委員会（対面） 

廣田副理事長：ライオンズの PR も含め、一般の方にも広く分かるような誌面作りを目指し

ている。今後は、委員がさらに積極的に取材を行っていきたい。 

・10/8 (水）15：30-17：00 第２回会則委員会（対面） 

渡邊理事：役員必携とライオンズ必携を一緒にし、A4 で発行するのはどうかと委員会

で検討中であることと、同じく発行の目途についても検討中であることを報告。 

・10/15 (水）13：30-16：30 第 1 回クエスト・薬物乱用防止委員会（HB・２部制） 

佐藤理事：2 部制でライオンズクエストと薬物乱用防止委員会を行った。 

今回は各地区現状報告を行い、２月ごろに対面会議を予定中。現状は地域差があるもののな

るべく社団で主導していきたい。 

仁科国際理事より、ライオンズクエストに関わった経験から、学校の先生方との連携をとっ

て進めていくよう意見が出された。 

・10/30（木）第 2 回 YCE 委員会（対面） 

濵田理事：冬季の派遣 ・受け入れの確認や、情報交換を行ったことを報告。YCE 事業の

今後については継続審議。 
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9．今後の予定の確認 

・11/1（土）第４回全国特別支援学校フットサル大会（東京）

・11/4（火）10:00-12:00 第 3 回ライオン誌委員会 WEB

・11/4（火）13:30-16:00 第４回執行理事会 WEB

・11/7(金)-11/9(日) 第 6 回 OSEAL レオフォーラム 2025 大阪

・11/11(火) 13:30-15:00 第 2 回アラート委員会 WEB

・11/14(金) 14:00-16:00 第 2 回 PR マーケティング委員会 WEB

・11/18(火) 14:00- 第 5 回理事会（出雲） 

10．講評 

石橋監事並びに乗田監事に講評をいただいた。 

・石橋監事より：フットサル大会には事情により参加ができず大変残念である。守秘

義務文書についての報告と質問あり。 

・乗田監事より：今回も白熱した議論が行われ、大変お疲れ様でした。

・喜多理事長の依頼により、伊賀専務理事より公益財団法人日本ライオンズの説明が

行われた。まずは今日の開会式と明日の大会を見ていただき地区へ伝えてもらい、多

くの方を巻き込んだ体制作りをお願いしたい。倉田常務理事からも本日の流れについ

て補足説明が行われた。 

閉会の挨拶  諏訪副理事長 

閉会宣言 伊賀専務理事より閉会宣言 

以上 

議事録作成人 

常務理事 倉田 雅史 

常務理事 設楽 幸子 

議事録署名人 

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長 喜多 友一 【押印省略】 

監事  石橋  貞  【押印省略】 

監事  乗田  泰  【押印省略】 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 25-26 年度 第 5 回理事会議事要録 

◎日 時：2025 年 11 月 18 日(金) 14:00-17:00 

◎場 所：島根県出雲市｢ツインリーブスホテル出雲｣ (HB 開催) 

出席者リスト 

理事長    喜多 友一  （上田城南） 

副理事長   諏訪 昇三  （札幌時計台） 

副理事長   山崎 もとみ  (大田) 

副理事長   廣田 晃一  （姫路中央） 

専務理事   伊賀 保夫  （東京ピース） 

 

常務理事   倉田 雅史   (小田原白梅) 

常務理事   設楽 幸子   (札幌アカシヤ)   【Web】 

常務理事   車田 信彦   (玉川) 

常務理事   水沼 孝夫   (真岡)  

常務理事   武永 健治郎  (都城きりしま)  

 

理事    渡邊 俊弥  （仙台五城） 

理事    佐藤 裕幸  （柏崎日本海） 

理事    藤井 信英  （岡山みらい） 

理事    濵田 浩平  （長崎南）      【Web】 

理事（前理事長）   松浦 淳一   (岩見沢はまなす）   【Web】 

理事（公益財団法人日本ライオンズ理事長） 

小野寺 眞悟  (札幌北の杜）    【欠席】 

理事（'25-27 国際理事)  仁科 良三  （長野みすず）     

理事（'25-27 国際理事）  田名部 智之 （八戸）       

理事（'25-26 LCIF 理事） 鶴嶋 浩二  （札幌中島） 

 

監事（ＭＤ332 元議長）  下間 俊悦   （男鹿）        【Web】 

監事（ＭＤ333 元議長）  石橋 貞   （足利西）       【Web】 

監事（ＭＤ335 元議長）  小林 聰   （姫路広陵）        【Web】 

監事（ＭＤ337 元議長）  乗田 泰   （伊万里）    【Web】 

オブザーバー 

常務理事予定者   浜 一平  （岡谷）       

常務理事予定者   津田 勝之  （大阪桜之宮）1 

法律顧問   池田 和司   （東京桜門）     【欠席】 

会計顧問    吉田 宗一郎 （東京武蔵野）    【欠席】 

日本ライオンズ事務長   増澤 義治  （諏訪湖） 

25-26 理事長事務局補佐  田中 俊彦   （上田城南）     【Web】 

25-26 理事長事務局補佐  小口 恒樹  （岡谷） 

 

1 浜一平議長・津田勝之議長は理事会開催時の役職で記載。 
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◇開会宣言 専務理事 伊賀 保夫 

冒頭、山崎もとみ副理事長より挨拶を頂いた

◇あいさつ

喜多理事長：Web 参加も含め全員出席に対してお礼をのべ、審議事項が多い事から効率的

な会議進行をお願いされあいさつされた。 

仁科国際理事：LCI と LCIF がパートナーシップを組んでいるように、日本 GAT と日本

ライオンズもパートナーシップも組み、日本を一本にしていかなければならないとあいさつ

された。 

 田名部国際理事：社団に対する期待や今後の方向性について話され、誤った方向へ行くこ

とがなく、前進を止めないよう訴え、リーダーシップを発揮し他団体との連携を強化出来る

様お話しされた 

 鶴嶋 LCIF 理事：社団賛助金の値上げにふれ、しっかりと使える金額を示された方が良い

と提言され、理事の役割の再確認として、社団の中での決定事項は必ず地区に伝える事を話

された。 

 松浦前理事長：地元に 25cm の雪が積もった件で災害対策などに触れられ、あいさつされ

た。 

◇出席者確認：伊賀専務理事より書面記載による通り確認

◇議事録作成人の指名：伊賀専務理事より車田常務理事・水沼常務理事を指名。

◆議事

◆第 4 回執行理事会からの審議事項

1.今後の取り組みの承認

(1)ワンプラスワン・キャンペーン実施

倉田常務理事より、GAT とは違う切り口の方が良いのではないか。表彰はスポンサー数な

どを考慮し、クラブ単位とするのはどうかと提案。 

 津田常務理事予定者からは、期間についての質問があり、 

回答として期間を 2026 年 7/1～6／30 とする案が出る。 

増澤事務長からは表彰規定を総務人事委員会にて考え、執行理事会に上程すると提案。 

鶴嶋 LCIF 理事よりアワードの内容や予算、表彰の時期について質問があった。 

その他会員増強データの取りまとめにサバンナを使用する案や、地区で取りまとめて MD

へ報告を頂く案、特に顕著な成績のあった会員には特別賞を用意する案などが出る。 

総務人事委員会や次回執行理事会でも話をし、継続して審議を行う。 
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(2)一般社団法人日本ライオンズ 10 周年記念事業案 

予算について質問が出、内容の検討と合わせ、改めて予算立てをしていくことと

した。 

 

2.第２回定時社員総会開催概要と議案の件     

・2025 年 12 月 8 日（月）13：30- AP 日本橋 F ルームにて開催。 

 まずは議案について検討を行った。 

 1 号議案：社員退社承認の件 (MD334 L.杉木議長退社) 

 2 号議案：新入社員承認の件 (MD334 L.浜議長 MD335 L.津田議長) 

 議案については上記の２号議案までとすることを承認。 

続いて社員総会での報告事項について協議。 

日本ライオンズ活動報告について、報告期間の対象は１1 月までとする。 

鶴嶋 LCIF 理事より社団賛助会費値上げの 40 円の件もあり、国際会長公式訪問の件な

ど、収支報告を行うよう要望。 

 

 出席対象者については、正社員、法律顧問、会計顧問、事務長、事務長補佐とし、 

上記以外のオブザーバー参加者について協議を行った。 

社団より支援を行った行事について、社員総会の場で報告を行っていただくこととする。 

山田元国際会長は社団名誉理事としてお声がけを行う。 

小川晶子エリアリーダーより 11/19 全女性シンポジウム報告を、山田実貴人 LCIF MD334

副コーディネーターより 11/22-23 キャンパスカンファレンス報告をいただき、第 62 回オ

セアルフォーラムでエンドースされた松岡勲国際理事候補者にもあいさつをいただく。 

OSEAL 調整事務局 マーズ事務局長にも案内を出す。 

 

3. ペーパレス化に伴う事務所改革予算の件   

 増澤事務長より説明：複合機のリース切り替えの説明が行われ、承認された。 

 

◆第 4 回執行理事会からの協議および事項 

4.今年度下半期活動指針と改革案  

 (1)喜多理事長発案 改革案の検討   

 喜多理事長説明：理事会の出席率を引き続き高くしていくため、さまざまな案を検討中で

あることを説明。 

 議長選出のガイドラインを設けるべきではと意見が出、継続で審議を行う。 

 (2)日本赤十字社との協定締結に関する打ち合わせ（11/5）報告 
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 伊賀専務理事並びに増澤事務長より報告： 

 前回理事会で要望のあった、協定締結によるライオンズへのメリットについても赤十字側

に検討をいただくこととなった件の報告。 

 今後数回協議の場を持って、協定について進めていく予定。 

 

 (3) GAT との提携の件 

 ・各 MD からのアンケート集約結果  

 現時点での集約結果が示された。まだ提出がない複合地区には提出が呼びかけられ、ＧＡ

Ｔとの今後の提携へ向けて引き続き審議を行っていく。 

 

 (4)総務人事委関係      

 増澤事務長より説明。就業規則（非正規）を委員会に付託すると報告。 

その後理事会に上程する。 

 

5．公益財団法人薬物乱用防止センター理事長出版記念交流会案内と書籍購入の件 

 藤野理事長の出版物の価格は 2750 円／1 冊。 

 まずは社団で一括購入することを再確認。計 45 冊を購入。 

その後複合地区に複合 1 冊、地区１冊を振り分け、本の料金は複合へ請求することで承認。 

          

6．その他 

 ウェブ接続状況が悪い場合などに備え、ZOOM でチャットを行えるようにすることの提案

があった。 

 

7.各種報告 

◇各種行事報告 

・11/1 開催 公益財団法人日本ライオンズ 第 4 回全国特別支援学校フットサル大会 

 倉田常務理事： 

MD330 で全国大会が開催されたことについての報告とお礼。 

12/1 に J-CＯＭで放送予定であると紹介された。 

・11/7(金)-11/9(日) 第 6 回 OSEAL レオフォーラム 2025 大阪 

 津田常務理事予定者：国内外のレオ・ライオンを合わせて約 390 名が参加し成功裏に終了。

来年はマレーシア開催。 

・11/13（木）サンジーブ・アフジャ国際本部事務総長との懇談会 
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 仁科国際理事：事務総長との親交を大変深めることができたことと、事務総長よりお話し

があった香港国際大会について共有された。 

 

◇委員会報告 

・11/4（火）10:00-12:00 第 3 回ライオン誌委員会 WEB 

 廣田副理事長：昨年度より進めているライオン誌の個別送付をクラブ発送に切り替えてい

く件がまだ片付いていない、今後委員会内で協議して理事会に上程していく 

 10 月の理事会で鶴嶋ＬＣＩＦ理事より指摘のあった、9 月の LCIF 理事長公式訪問にライ

オン誌取材が入らなかった件について再確認があり、委員会で喜多理事長より報告が行われ、

今後このようなことが無いようにしていくことを確認したと報告。 

取材先の選定方法についても質問があり、取材先については委員会にて決定を行っている

ことと、各活動取材は各 MD の委員が行っていくことが報告された。 

 

・11/11(火) 13:30-15:00 第 2 回アラート委員会 WEB 

 藤井理事：全国アラートフォーラムが 3/13（金）大阪で開催。 

概要と予算の説明。日本ライオンズで預かっているアラートフォーラム繰越金より、18 万

を補てんする件について、承認。 

 

・国際理事会資格審査委員会委員長である諏訪副理事長より提案。 

現在の規約には地区の審査の規定のみがあり社団の委員会として権限や規約がないことから、

国際理事候補者資格審査についてのガイドラインの制定を検討したい。 

 

 

8.今後の予定の確認 

・11/19(水)  ライオンズクラブ国際協会全日本女性シンポジウム（東京） 

・11/21（金)10:00-12:00  第１回総務人事管理委員会（HB) 

・11/22-23(土・日)  キャンパスライオンズクラブ・カンファレンス（名古屋） 

・11/25（火）13:30-15:30  第 4 回国際大会委員会（HB） 

・12/3 （水）13:30-16:00  第 5 回執行理事会(WEB) 

・12/4 (木) 10:00-12:00  第 3 回 YCE 委員会(WEB) 

・12/4 (木) 14:00-16:00  第 4 回ライオン誌委員会(WEB) 

・12/8 (月) 11:00-12:00  第６回理事会（対面） 

・12/8 (月) 13:00-16:00  第 2 回社員総会（対面） 

・12/9 (火) 11:00-14:00  第 3 回会則委員会（対面） 
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閉会の挨拶  諏訪副理事長 

閉会宣言   伊賀専務理事より閉会宣言 

 

以上 

議事録作成人 

常務理事  車田 信彦  

常務理事  水沼 孝夫 

 

議事録署名人 

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長   喜多 友一 【押印省略】 

監事    下間 俊悦 【押印省略】 

監事      石橋 貞  【押印省略】 

監事     小林 聰  【押印省略】 

監事    乗田 泰  【押印省略】 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 25-26 年度 第 6 回理事会議事要録訂正版 

 

◎日 時：2025 年 12 月 8 日(月) 11:00-12:00x  

◎場 所：一般社団法人日本ライオンズ会議室(HB 開催) 

 

出席者リスト 

理事長      喜多 友一  (上田城南） 

副理事長     諏訪 昇三  (札幌時計台) 

副理事長     山崎 もとみ  (大田) 

副理事長     廣田 晃一  (姫路中央） 

専務理事     伊賀 保夫  (東京ピース） 

 

常務理事     倉田 雅史  (小田原白梅) 

常務理事     設楽 幸子  (札幌アカシヤ)   【欠席】 

常務理事     車田 信彦  (玉川) 

常務理事     水沼 孝夫  (真岡)  

常務理事     武永 健治郎  (都城きりしま)  

 

理事      渡邊 俊弥  (仙台五城） 

理事      佐藤 裕幸  (柏崎日本海） 

理事      藤井 信英  (岡山みらい） 

理事      濵田 浩平  (長崎南）       

理事（前理事長）     松浦 淳一  (岩見沢はまなす）   【欠席】 

理事（公益財団法人日本ライオンズ理事長） 

小野寺 眞悟  (札幌北の杜）     

理事（'25-27 国際理事)    仁科 良三  (長野みすず）     

理事（'25-27 国際理事）    田名部 智之  (八戸）   【Web】 

理事（'25-26 LCIF 理事）   鶴嶋 浩二  (札幌中島） 

 

監事（ＭＤ332 元議長）    下間 俊悦  （男鹿）        【欠席】 

監事（ＭＤ333 元議長）     石橋 貞  (足利西）        

監事（ＭＤ335 元議長）    小林 聰  (姫路広陵）         

監事（ＭＤ337 元議長）    乗田 泰  (伊万里）       

【欠席】 

 

オブザーバー 

常務理事予定者     浜 一平  (岡谷）       

常務理事予定者     津田 勝之  (大阪桜之宮） 

法律顧問     池田 和司  (東京桜門）      

会計顧問      吉田 宗一郎  (東京武蔵野）     

日本ライオンズ事務長     増澤 義治  (諏訪湖）      

【Web】 

25-26 理事長事務局補佐    田中 俊彦  (上田城南）      

25-26 理事長事務局補佐    小口 恒樹  (岡谷） 
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                         進行：専務理事 伊賀保夫 

◇開会宣言                   理事長 喜多 友一 

◇あいさつ 

 喜多理事長：本日は社員総会がありますのでよろしく願います、時間が短い理事会

なので効率的な会議進行をお願いされあいさつされた。 

 仁科国際理事：日中関係に触れつつ、香港国際大会参加と投票へ参加をお願いした

いとあいさつされた。 

 田名部国際理事：体調不良のため本日は WEB 参加であることと、国際理事会での

情報共有についてお話しされた。 

 鶴嶋 LCIF 理事：LCIF アジア豪雨災害被災地支援について一人当たり 1000 円程度

の協力をお願いされあいさつされた。 

 小野寺公益財団理事長：財団の事業である全国支援学校フットサル大会と寺子屋事

業についてお話しされ、ライオンズの本当の目的を再確認する必要についてお話しさ

れた。 

◇出席者確認：伊賀専務理事より書面通り確認。 

◇議事録作成人の指名： 山崎副理事長・武永常務理事が指名される。 

議事 

◇12/8 第 2 回社員総会 進行の確認 

本日の進行の確認。浜議長、津田議長の理事選任について定款上社員総会での承認が

必要となることの確認。 

◇国際大会委員会より第 108 回香港国際大会最新情報 

 仁科国際理事より 10 月に行われた、コルカタでの国際理事会決議事項についての説

明。 

 ２年間を掛けてアメリカからの国際理事を２名減らし、南米より１名、インドより２

名を増やしたうえ、国際理事会アポインティを 1 名減らす案が香港で投票に附されるた

め日本としての立場を示すべく、多くの代議員の登録と投票が必要であることの説明と

協力の呼びかけを行われた。 

 喜多理事長からも協力の呼びかけと、早期登録のご案内をすでに全国へお送りしたこ

とが報告された。早期登録は 1 月 30 日まで、登録料 190 ドルとなる。 

 パレード頒布品については 12 月 10 日の国際大会委員会にて再度検討を行う予定で

あることが大会委員長である伊賀専務理事より報告された。 
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◇第 5 回執行理事会(12/3)からの協議及び確認事項 

 ・日本ライオンズ 10 周年特別実行委員会の設置について 

喜多理事長説明：10 周年事業・ワンプラスワンキャンペーンを含む特別委員会は執

行部に一任して頂く。各複合地区から現議長もしくは前議長を含む 1 名以上は入って頂

き、12 名前後を想定している件を説明。今後のタイムラインや事業内容についても委

員会で検討をいただく予定である。成多数で承認。 

 

・国際理事資格審査委員会からの提案 

国際理事資格審査委員会委員長である諏訪副理事長より説明：国際理事候補者資格審

査委員会規約について、今までの経緯を説明、問題点を説明した。次年度以降の委員会

へ向け、 

①資格審査委員会の任務について 

②審査におけるガイドラインの制定 

の方向性を協議してきたい。年明け早々に委員会を行う予定である。 

書類上の資格審査以上のことを行うべきではないという意見については一般社団法

人へ資格審査を求められている以上、社団としての審査が必要であると考えていると回

答。慎重に進めていくべき内容であるので、会則委員会、池田法律顧問にも相談して進

め、理事会へ上程を行いたい。 

鶴嶋 LCIF 理事より推薦委員会から資格審査委員会と名前が変わった時に規定の内容

も検討するべきだった。今から検討を行うべきであるという意見。 

様々な意見が出、協議が行われ、今年度は最終的に理事会での判断となったことなど

審査を振り返り次年度以降の審査をスムースにし、国際理事を選出するため、引き続き

検討を行っていくこととした。 

               

・SON2026 夏季東京大会について 

2026 年 6 月と 9 月に東京で SON 夏季大会が東京で行われるため、例年に倣い日本

ライオンズ内で委員会を立ち上げる報告。 

 

◇各種報告事項 

 総務人事委員会報告：各規程についての若干の修正を行うことの報告。 
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 アラート委員会：藤井理事：3 月 13 日（金）アラートフォーラムが大阪で開催され

る。 午前中に対象者を分けて行われる分科会の説明。社団主催では第 1 ・第２副地区

ガバナー向け分科会を開催する。 

 月次監査報告：経理担当職員より説明が行われた。 

 第 72 回 地区・複合年次大会 祝辞について、今年度も社団で一部対象者について取

りまとめを行うことが周知された。 

 日本ライオンズ事務局冬季休暇について 12/27－1/4 となり、緊急連絡先は事務長と

なることを確認した。 

 

閉会の挨拶  諏訪副理事長 

閉会宣言   伊賀専務理事より閉会宣言 

 

以上 

 

議事録作成： 

副理事長 山崎 もとみ 

常務理事 武永 健治郎 

 

議事録署名人： 

一般社団法人ライオンズ 

理事長 喜多 友一【押印省略】 

監事 石橋 貞【押印省略】 

監事 小林 聰【押印省略】 
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（2025-26年度） 

第 2回 会則委員会 HB 議事要録 

 

◎日 時： 2025年 10月 8日（水）15：30～17：00 

◎場 所: 日本ライオンズ事務所+ZOOM 

◎出 席 者： 

 

一般社団法人日本ライオンズ： 

理 事 長         喜多 友一   (上田城南 LC)  

専 務           伊賀 保夫 (東京ピース LC)   【欠席】 

委 員 長         渡邊 俊弥 （仙台五城 LC） 

  副委員長         設楽 幸子  (札幌アカシヤ LC)   【WEB】 

 

複合地区会則委員： 

 ３３０複合地区   森川 明治郎 （西入間 LC）      

 ３３１複合地区   佐々木 忠康  (小樽 LC)       【WEB】 

  ３３２複合地区   荒川 友成  (郡山西 LC)     

３３３複合地区   椎名 健二  (牛久茎崎 LC) 

３３４複合地区   山本 基博  (恵那 LC)            

３３５複合地区   中谷 豊重  (岸和田 LC）     

３３６複合地区   松 岡  諒  (福山久松 LC）       【WEB】 

３３７複合地区   曽山 純廣  (霧島みらい LC）   

 

  オブザーバー 

日本ライオンズ事務局長  増澤 義治 （諏訪湖 LC）       

 

 

 

① 開会宣言 招集権者 一般社団法人日本ライオンズ会則委員会委員長 渡邊 俊弥 

② 日本ライオンズ理事長あいさつ     喜多 友一 

③ 出席者確認 

④ 議事録作成人の指名  MD332荒川委員・MD333椎名委員を指名。 
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議案： 

 

1. 第１回会議の振り返りと今年度の方針の決定 

渡邊委員長より提示された「第 1回会則委員会を経て」に基づき第 1回会則委員会内 

容の振り返りながら、今年度の方針を検討した。 

① ライオンズ必携の前文の内容検討については、前年度で大筋検討済みである、とい

うことを前提に第 1回に検討し、今回修正文が提出されている。 

② 会費の値上げに関しては金額を外して条文を整理する予定である。 

③ ライオンズ必携の最新版には「2024年国際大会(オーストラリア・メルボルン)」「2025

年国際大会(アメリカ・オーランド)にて可決された公式通達文章を追記する予定。 

また、国際理事会決議内容も精査し、修正していく必要がある。 

④ ライオンズ必携発行スケジュールと発行部数について 

スケジュールについては、第 61 版のスケジュールと同様にそって進めていく予定。 

発行部数については、各複合地区にアンケートを実施し、合計に部数に近い数、プ

ラス予備を印刷部数とすることを検討中。 

⑤ TOPPANとの関係については、必携のデータをもらうことは現状難しい。 

コンパクト版（ライオンズ必携）はスマホで見られるようにすべきであり、紙ベー

スについては、現在のライオンズ必携と役員必携を合わせたものを A4版で作成して

も良いのでは。 

森川委員より 60 版と 61 版をデータにすることは出来る。1 ヶ月あれば PDF データ

を Wordに変換できるので、それを基に変更点を修正すればよい。 

そういったことをふまえ、今後は TOPPANに限定しなくてもよいのではないか。 

⑥ 国際理事候補者の資格について、喜多理事長より会則委員会へ推薦基準に人格的要

件を含めるべきかなど相談があった。社団としてどこまでの権限を持つべきかなど

協議が行われ、内規で行動指針を作成するなど案が寄せられた。 

 

 

2. 2025-26年度版 ライオンズ必携・役員必携発行の可能性の検討  

＝今年度の発行の場合のスケジュール案と修正箇所＝  

・ライオンズ必携 62版は国際理事会方針書に記載されている標準版「複合地区会則」「地区会

則」「クラブ会則」をそのまま掲載する。内容や編集方法については協議が行われ、まずは変

更すべき内容を確認することを優先事項とする。 

・「役員必携」と「ライオンズ必携」を合本しサイズを「A4サイズ」にして発行する案が出る。 

 

・名称を「ライオンズ必携」にして「ライオンズ会則編」「役員編」としてはどうか。 
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・合本版の「ライオンズ必携」の発行を目指していきたい。印刷版はページ数を少なめにし、

データ化して、QR コードからパソコンやスマートフォン等で読めるようにすることも検討

中。 

 

3. その他 

・森川委員が作成した「たたき台」をもとに第 3回会則委員会で検討していく。 

 

 

・次回開催日程の確認 

 期日：令和 7年 12月 9日(火) 

 時間：午前 11時より 

 場所：一般社団法人日本ライオンズ事務局 

 

 

⑤ 閉会挨拶  会則委員会副委員長   設楽 幸子 

 

以上 

議事録作成人 

MD332委員 荒川 友成 

MD333委員 椎名 健二 
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2025-26 年度 

一般社団法人日本ライオンズ 第 3 回国際大会委員会(WEB) 議事要録 

◎日 時：2025 年 10 月 1 日（水）10:00-12:00 

◎場 所：ZOOM システム 

◎出席者： 

一般社団法人日本ライオンズ 

 理事長  喜 多  友 一 （上田城南 LC） 

 副理事長  諏 訪  昇 三 （札幌時計台） 

副理事長  廣 田  晃 一 （姫路中央） 

 国際大会委員会委員長/専務理事  伊 賀  保 夫 （東京ピース LC） 

 国際大会委員会副委員長/副理事長 山崎 もとみ （大田 LC） 

複合地区国際大会委員 

 330 複合地区  細 川  孝 雄 （東京赤坂 LC） 

 331 複合地区  須 藤  敏 幸 （伊達 LC） 

 332 複合地区  高 橋  寛 （和賀 LC） 

 333 複合地区  岡 野  良 男 （土浦環 LC）  【途中退出】 

333-C 地区国際大会委員長 杉 本  潤 哉           【代理出席】 

 334 複合地区  戸 祭  宏 樹 （鯖江王山 LC） 

 335 複合地区  江 草  長 史 （和田山 LC） 

 336 複合地区  日 下  眞 二 （出雲中央 LC） 

 337 複合地区  吉 見  章 一 （宮崎ひむか LC） 

第 62 回 OSEAL フォーラム札幌 組織委員会 

 委員長/LCIF 理事  鶴 嶋  浩 二 （札幌中島 LC） 
 

2025-27 年度国際理事 

 本部大会委員会所属  仁 科  良 三 （長野みすず LC）  
 

オブザーバー 

 国際大会委員会副委員長 予定者  浜  一 平  （岡谷 LC） 

 ウィントラベル東京営業支店  加 藤  勉 

 日本ライオンズ事務長  増 澤  義 治 （諏訪湖 LC） 
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◎開会宣言 国際大会委員長/専務理事 伊賀 保夫 

 

◎札幌フォーラム組織委員会委員長/LCIF 理事 ご挨拶  鶴嶋 浩二 

札幌オセアルフォーラムまで 1 カ月を切った。現在の登録者数が最終ではないか。 

引き続きご協力を宜しくお願いしたい。 

 

◎一般社団法人日本ライオンズ理事長 ご挨拶  喜多 友一 

登録者数が伸びていない。 

最終登録締め切り日の 10 月 9 日までに一人でも多く、参加登録をしてほしい。 

 

◎国際理事（本部大会委員会所属）ご挨拶  仁科 良三 

札幌フォーラムへ 100％の登録、できる限りのご参加をお願いしたい。 

最新の登録者数を日々更新し、皆さんに周知していただきたい。 

 

1. 本日の出席者確認及び進行について 

全員の出席を確認。伊賀保夫 国際大会委員長が進行。 

2. 議事録作成人の指名 

MD336 日下眞二 国際大会委員を指名。 

3. 議案および確認事項 

■第 62 回 OSEAL フォーラム（2025 年 10 月 23 日-26 日 北海道・札幌） 

【最新情報の確認】 

（登録関係） 

1. 各 MD 現在の登録状況(9/30 時点) …資料 1-1 

 

MD 330 331 332 333 334 335 336 337 8MD 

目標数 800 3,000 800 1,200 1,300 1,000 1,050 1,050 10,200 

10/1 時点

の登録数 

671 1,857 463 658 890 770 388 367 6,088 

(GEST24 名を含む) 

達成率 84％ 62％ 58％ 55％ 68％ 77％ 37％ 35％ 60％ 

 

• 330 複合地区 

o 現状 671 名、達成率 84%。最終登録者数は 700 名程度になる見込み。 

o クラブの旅行例会化で参加促進。 
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• 331 複合地区 

o 目標 3,000 名に対し達成率 62%、危機感を持っている。 

o 27 日の国際理事就任祝賀会で各地区ガバナー・名誉顧問に現状を共有し、掘り

起こしを依頼予定。 

• 332 複合地区 

o 達成率 58% 

o A・B・D 地区はおおむねクリア。C・E・F が低調。 

o 登録だけでもお願いしている。 

• 333 複合地区 

o 達成率 55%。按分した数字を各地区に提示し、代議員数の登録をお願いしてい

る。 

o 複合地区の締め切りは 10 月 2 日。10 月 3 日に議長を含めて複合地区で国際大

会委員会を開催し、再度動員依頼。 

• 334 複合地区 

o 議長から臨時ガバナー協議会、または直接電話で地区ガバナーへ働きかける予

定。 

• 335 複合地区 

o 把握している数字とほぼ一緒のため、実数ではないか。 

o 一本釣りをして、目標の 800 名に近づけたい。 

• 336 複合地区 

o 現時点で 417 名。若干の伸び悩みあり。 

o 今週を勝負期間として未登録のクラブ会長へ直電で登録促進。 

o 代議員登録の徹底、未登録クラブへの働きかけを継続。 

• 337 複合 

o 8/29 締め切り時 217 人→現状 367 人。ツアーコーディネーター課題が大きい。 

o 各地区ガバナーへの依頼やフォーラム・講師訪問の発信を継続。 

o 最新の登録者数を、再精査して報告予定。 

 

2. 参加登録締め切りの確認 …資料 1-2 

登録締め切りは 10 月 9 日。OSEAL フォーラム in 札幌ホームページに掲示済み。 

      締め切りまで 1 日 1 日、数字の確認をしっかり行っていく。 

 

（行事関係） 

3. 【ジャパン・レセプション 10/25（土）18:00-19:00】について 

  ・次第（9/18 第 3 回理事会承認版） …資料 2-1 

o 主催は一般社団法人日本ライオンズ。日本からの次の国際理事候補者のお披露目

が主な目的。当該複合地区と協力して運営する。 

o 資料 2-1 の次第案は例年の構成。ドリンク・乾杯のタイミングなど詳細は、 

10 月 7 日午前中、候補者及びフォーラム委員会と打ち合わせ予定。 

o 会場は京王プラザホテル本館 地下 1 階プラザホール。 

受付スペースは制約（2 人掛け×5 本＝10 席程度）。 

  ・招待状（案）について …資料 2-2 

o 海外 VIP 向け招待状 30〜40 部を事務局で作成し、ホテル客室へ投函予定。 
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o 招待状にはご挨拶依頼のご案内文書を添える。 

o 全日本では、元国際会長のみ招待状をお渡しし、その他のメンバーにはプログラ

ムに会場情報が記載されているので、周知する。 

  ・会場レイアウト図、その他 …資料 2-3 

o 会場のレイアウト図は確認中。 

o コンベンションセンターで行われる中国レセプションと時間重複のため、国際役

員の移動がタイトなスケジュール。 

o 国際会長晩餐会参加の議長および地区ガバナーは、タキシードのまま参加推奨。 

o 受付の机はメイン 1 本・海外 VIP 1 本・8MD で 3 本、計 5 本を配置する予定。

招待客は約 200 名を想定。 

o 受付担当の申し込み締め切りは 10 月 8 日。 

o ジャパン・レセプション受付は 17:30 開始、18:15 頃完了見込み。 

国際会長晩餐会の受付は社団事務局職員が先行し、国際大会委員は後から合流す

る。 

 

4. 【国際会長晩餐会 10/25（土）19:30-21:30】について 

  ・国際会長晩餐会ご案内文書（9/19 発信）の確認 …資料 3-1 

o 開催は 10 月 25 日（土）19:30〜21:30 

複合地区別割当数は 9 月 19 日に社団より発信済み。 

参加登録の締め切りは 10 月 6 日、登録料 2 万円。 

o 一般社団法人日本ライオンズより各複合地区に参加人数分の請求書をお送りす

る。 

o チケットは社団事務局が一括預かり、各 MD 分を現地で仕分けを行い、23 日頃

に国際大会委員へ一斉配布。分散配布は紛失・未入場リスクがあるため不採用。 

o 席割は、全日本 300 名分の情報を社団事務局がフォーラム委員会から受け取り、

プロトコール順に配席する。 

             ・受付担当者選出のご案内文書（9/30 発信）の確認 …資 料 3-2 

o 各複合地区より国際大会委員を含めた 2 名を受付担当として選出していただきた

い。 

o 10/8 締め切り予定。 

5. フォーラム日程および役職者別参加行事一覧 …資 料 4 

o 9/30 時点の最新案を共有。協会や OEC の要請により、再度調整が入る可能性

があるが、こちらを本線として進めていきたい。 

6. 各会場位置関係(地図)および開会式会場の駐車場について …資 料 5 

o 札幌ドーム駐車場は 1 日 1,000 円で貸し切り、誰でも利用可。 

o コンベンションセンターにも十分な駐車場有り。隣接駐車場含め収容可。 
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7. その他 

 

登録キット配布について 

o 登録キットは全てセット済みで発送できる状態。事前送付を希望する地区は、

メールでご連絡いただければ発送手配可能。 

o 配布拠点は北海道庁「旧赤レンガ」。文化財を見ながら受け取ることができ

る。 

o 組織委員会が MD 毎に分けてキットを渡し、各複合地区の事務局員・ボランテ

ィアが仕分け・引き渡し。 

o 登録証（ID カード）には地区名（例：331A/331B/335A/335B 等）、クラブ名

（ローマ字入力）、氏名が記載されている。受付は地区・クラブ名・氏名で確

認。 

o 名簿も準備済み。 

 

次回開催日程について 

次回委員会は 11 月以降に開催する予定。 

 

 

◎閉会宣言 国際大会副委員長  山崎 もとみ 

 

以上 

 

 

議事録作成人 

336 複合地区委員 日下 眞二 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 第 4 回 国際大会委員会（HB）議事要録 

 ◎日 時：2025 年 11 月 25 日（火） 13:30-15:30 

 ◎場 所：一般社団法人日本ライオンズ 会議室＋Zoom システム 

 

出席者リスト 

一般社団法人 日本ライオンズ 

理 事 長 喜 多  友 一 （上田城南） 【欠席】 

副理事長 諏 訪  昇 三 （札幌時計台） 【欠席】 

副理事長 廣 田  晃 一 （姫路中央） 【web】 

国際大会委員会委員長／専務理事 伊 賀  保 夫 （東京ピース) 

国際大会委員会副委員長／副理事長 山崎 もとみ （大田） 【web】 
 

2025-26 年度 複合地区 国際大会委員 

MD330 委員 細 川  孝 雄 （東京赤坂） 

MD331 委員 須 藤  敏 幸 （伊達） 【web】 

MD332 委員 高 橋  寛 （和賀） 【欠席】 

MD332 議長 車 田  信 彦 （玉川）  【代理出席】 

MD333 委員 岡 野  良 男 （土浦環） 【web】 

MD334 委員 戸 祭  宏 樹 （鯖江王山）  【web】 

MD335 委員 江 草  長 史 （和田山） 【web】 

MD336 委員 日 下  眞 二 （出雲中央） 

MD337 委員 吉 見  章 一 （宮崎ひむか）【web】 
 

2025-27 年度国際理事 

本部大会委員会所属 仁 科  良 三 （長野みすず） 
 

オブザーバー  

国際大会委員会副委員長 予定者         浜  一 平 （岡谷) 【web】 

日本ライオンズ事務長 増 澤  義 治 （諏訪湖） 
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以上 

◎開会宣言 国際大会委員会 委員長/専務理事 伊賀 保夫 

 

◎2025-27 年度国際理事（本部大会委員会所属）ご挨拶  仁科 良三 

香港国際大会はまだ先のように感じる方もいらっしゃるでしょうが、今からしっかりや

っていきたい。大事な議案も上程されますので、昨年以上に多くの代議員に参加してい

ただき、投票していただきたい。 

 

◎一般社団法人日本ライオンズ副理事長 ご挨拶  廣田 晃一 

OSEAL フォーラム札幌では１万人を超える登録を頂き、委員会の皆様にはお世話にな

りました。 

 

1. 本日の出席者確認及び進行について 

伊賀 保夫国際大会委員長が出欠を確認し、進行。 

 

2. 議事録作成人の指名 

MD333 岡野 良男国際大会委員を指名。 

 

3. 議案および確認事項 

I. OSEAL フォーラム関連 

(1) 第 62 回 OSEAL フォーラム in 札幌（2025 年 10 月 23 日-26 日） 

 ・フォーラム報告書の確認  …資料 1 

 ・報告及び反省 

 

フォーラム報告書を確認後、各複合地区の委員より札幌フォーラムの報告及び反省

点が発表された。 

 

【330 複合地区 細川 孝雄委員】 

準地区ごとに登録者数の増減はあったが、トータルとしては予定通りだった。 

 

【331 複合地区 須藤 敏幸委員】 

皆様のご協力により開催できたことに、感謝いたします。 
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【332 複合地区 車田 信彦議長】(332 複合地区 高橋 寛委員の代理) 

皆様には大変お世話になりました。332 複合地区としても出来る限りの動員をかけ

たので、なんとか協力できたのかと思います。 

議長・ガバナーの会議の開始時間がもう少し遅目だと良い。国際会長晩餐会と国際

会長公式訪問のスケジュールをもう少し早目に確定していただければ、より募集が

かけやすかった。 

ご尽力いただいた 331 複合地区の皆様に感謝を申し上げます。 

 

【333 複合地区 岡野 良男委員】 

大会登録者数が予定数を超えて安心した。 

開会式の会場が広く、席の確保が簡単であった。 

 

【334 複合地区 戸祭 宏樹委員】 

複合地区別の最終登録者数が出ていないので、共有してほしい。 

フォーラムは成功したと思う。 

 

【335 複合地区 江草 長史委員】 

当複合地区で目標の 1,000 名を達成できなかったことは心残り。 

大会登録を行わずに現地に行っているメンバーもいたので、今後、改めて登録を周

知していきたい。 

早期登録、普通登録、現地登録に金額の差が少なかったので、金額にメリハリをつ

けてもらえたら、なお良かったと思う。 

 

【336 複合地区 日下 眞二委員】 

当複合地区の目標登録者数に届かなかったことは残念。 

ご参加いただいたメンバーより、運営、会場ともに良かったが、登録証の受け渡し

場所がもう少し近いと良かったという意見もあった。 

 

【337 複合地区 吉見 章一委員】 

複合地区別の最終登録者数がわかれば、次回に活かしたく、教えていただきたい。 

総登録者数が目標を超えたことは成功だと思う。 

会場が分散していたのが難点と感じた。 

 

【仁科 良三国際理事】 

複合地区別の最終登録者数は後ほどお知らせできるようにしたい。 

ざっくり計算すると、各複合地区で 900 名弱程度の登録者数となる。 
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北海道の皆様と８複合地区の皆様の努力に感謝する。 

 

【浜 一平国際大会副委員長予定者】 

フォーラムらしさがでて、良い大会だった。OSEAL フォーラムの楽しさを実感し

た。北海道までの交通機関の関係で、スケジュールの調整が多少難しかった。 

いずれにしても、成功に終わり良かった。 

 

【廣田 晃一副理事長】 

主催側のご苦労が良く分かった。 

各議長・国際大会委員会の皆様の努力に感謝申し上げる。 

ジャパン・レセプションも多くのゲストにご来場いただき、素晴らしかった。 

 

【山崎 もとみ副委員長】 

札幌フォーラムは大成功だった。ホストの皆様のご苦労に感謝する。 

参加することが大切。 

 

【増澤 義治事務長】 

大会に携われた方々に感謝。良い形で幕が閉じられた。 

今後、日本の他の地区で OSEAL フォーラムが開催されることもあると思うが、日

本一丸となって協力していくことが大事。 

 

【伊賀 保夫委員長】 

OSEAL フォーラムや国際大会にせっかく参加するのであれば、各国の交流を行う

など、参加してよかったと思えることを増やしていくことができれば、若いメンバ

ーの参加率も上がっていくのではないか。 

国際大会委員会としては、なるべく早くスケジュールをキャッチしてメンバーの皆

様にご案内することで、皆様にとって、より興味深いフォーラムになっていくので

はないか。 

 

(2) 第 63 回 OSEAL フォーラム in ペナン（2026 年 11 月 12 日-15 日） 

 ・基本情報の確認（開催日時/場所/スケジュール）   …資料 2 

ペナンフォーラム公式ウェブサイトには登録のフォームが出来ている。 

  大まかなスケジュールも発表されているため、各自確認してほしい。 

   

II. 「第 108 回香港国際大会（2026 年 7 月 3 日-7 日）」最新情報の確認 

(1) 日程及び大会スケジュール  …資料 3 

香港国際大会公式サイト上に掲載されている、大会スケジュールを共有。 
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(2) 大会登録について  …資料 4 

 ・大会登録料及び登録期限（早期/普通/現地料金） 

大会登録料及び登録期限についての説明が行われた。 

・早期登録割引料金 US190 ドル 2026 年 1 月 30 日まで 

・普通料金 US265 ドル 2026 年 1 月 31 日～6 月 30 日 

・現地料金 US340 ドル 2026 年 7 月 1 日～7 日 

なるべく早く皆様にご案内をして、早期登録を促したい。 

 

 ・グループ登録担当責任者およびツアー業者 団体登録要請フォームについて 

香港国際大会公式サイト上に現時点で出ている情報の共有が行われた。 

 

(3) 公認ツアーコーディネーターについて  …資料 5 

 ・MD330-337 公認ツアーコーディネーター規定 修正の検討 

現状と異なる一部の規定について、確認が行われた。 

 

 ・各 MD 公認 TC 決定状況の確認 

国際大会委員各位より今年度の 8MD の公認ツアーコーディネーター決定状況の報

告が行われた。 

未定の複合地区は早めに公認 TC を決めていただくよう、伊賀国際大会委員長より

お願いがなされた。 

 

(4) 大会会場ならびに LCI 提携ホテル情報について  …資料 6 

 ・大会会場 

 ・LCI 提携ホテル一覧 

大会会場周辺にはあまりホテルが無いので、全日本として確保する予定のホテルが

離れる可能性があることをご承知おき願いたい。 

代議員朝食会場については、開会式会場 （アジアワールド・エキスポ）との距離を

考慮した上で、検討する予定。 

 

4. その他（次回開催日程など） 

・頒布品について 

MD335 松岡 勲国際理事予定者よりご提案いただいた、パレード時に着用するポ

ロシャツとキャップのセット、記念ピンについての説明がなされた。 

 

・香港国際大会 代議員登録者数について 

仁科 良三国際理事 
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2025/10/9～12 にインド・コルカタで開催された国際理事会の決議要約について説

明がある。 

  会則及び付則委員会の決議３について慎重な検討が必要だと考える。 

日本として昨年以上に多くの代議員を出していただき、投票をお願いしたい。 

 

委員会内で協議の上、執行理事会・理事会に提出する、香港国際大会参加の代議員

登録目標数が設定された。 

    

・次回開催日程について 

  12/10(水)13:30～15:30 ZOOM 

 

◎閉会宣言 国際大会委員会 副委員長/副理事長  山崎 もとみ 

 

以上 

 

議事録作成人 

MD333 委員 岡野 良男 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 第 5 回 国際大会委員会（WEB）議事要録 

◎日 時：2025 年 12 月 10 日（水） 13:30-15:30 

◎場 所： Zoom システム（各デバイスより接続） 

出席者リスト 

一般社団法人 日本ライオンズ 

理 事 長 喜 多 友 一 （上田城南） 

副理事長 諏 訪 昇 三 （札幌時計台）  【欠席】 

副理事長 廣 田 晃 一 （姫路中央） 

国際大会委員会委員長／専務理事 伊 賀 保 夫 （東京ピース） 

国際大会委員会副委員長／副理事長 山崎 もとみ （大田） 

国際大会委員会副委員長／MD334 議長 浜 一 平 （岡谷） 

2025-26 年度 複合地区 国際大会委員 

MD330 委員 細 川 孝 雄（東京赤坂） 

MD331 委員 須 藤 敏 幸 （伊達） 

MD332 委員 高 橋 寛 （和賀） 

MD333 委員 岡 野 良 男 （土浦環） 

MD334 委員 戸 祭 宏 樹 （鯖江王山） 

MD335 委員 江 草 長 史 （和田山） 

MD336 委員 日 下 眞 二 （出雲中央） 

MD337 委員 吉 見 章 一 （宮崎ひむか） 

2025-27 年度国際理事 

本部大会委員会所属 仁 科 良 三（長野みすず） 【欠席】 

オブザーバー

2026-28 年度 国際理事候補者 松 岡 勲（京都南） 

ウィントラベル株式会社 加 藤 勉 

日本ライオンズ事務長 増 澤 義 治（諏訪湖） 
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◎開会宣言 国際大会委員会 委員長/専務理事 伊賀 保夫 

◎一般社団法人日本ライオンズ 理事長    ご挨拶  喜多 友一 

◎一般社団法人日本ライオンズ 副理事長 ご挨拶  廣田 晃一 

◎2026-28 年度国際理事候補者 ご挨拶 松 岡  勲 

 

1. 本日の出席者確認及び進行について、出欠リストを元に確認。 

2. 議事録作成人の指名 MD330 細川委員を指名。 

3. 議案および確認事項 

「第 108 回香港国際大会（2026 年 7 月 3 日-7 日）」最新情報の確認 

(1) 大会登録について   

・各 MD 登録状況の報告と代議員登録目標数の確認 

前回設定した代議員登録目標数の確認。目標は合計 1,845 名であり、９月 30 日時

点でのクラブ数に 0.7 倍して算出している。執行理事会でも難しいという意見ではあ

ったが、今大会では特に多くの代議員の参加をお願いするにあたり、努力目標として

残しておく予定である。 

 

・早期登録のお願い 発信文書の確認 

国際理事２名と社団理事長・大会委員長の連名で配信済である。 

今回は早期登録が１月 30 日と前回に比べて締め切りが早く、多くの皆様へ経済的に

ご参加をいただくことの周知を目的に文書を配信している。 

・登録者数について 

今後の国際大会委員会開催時に、各 MD 委員長より提出をお願いする。都度委員会

にて登録状況の進捗を確認していく。 

登録者数の集計方法については、準地区で取りまとめていただいた上、複合地区委

員会の際に、準地区より報告いただくようにお願いする。 

・各 MD の公認 TC による国際大会参加登録代行料についての質問あり。現時点にお

いて全国で代行料の統一をするなどの申し合わせについては、現時点で行われていな

いことが報告された。 

 

(2) 公認ツアーコーディネーターについて 

・各 MD 公認 TC 決定状況について事前に複合地区事務局へ確認した資料が示された。 

MD330 ウィントラベル株式会社 

MD331 未定 

MD332 ウィントラベル株式会社 

MD333 ウィントラベル株式会社 

MD334 ウィントラベル株式会社 
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MD335 JTB 

MD336 近畿日本ツーリスト 

MD337 JTB  (まだコンタクトが取れておらず変更の可能性あり) 

 

・日中関係を懸念し、大会本部より安全性についての案内などが出されていないか質

問あり。現時点では本部より文書などは出ておらず、日本からの香港への入国制限な

ども行われてはいないが、引き続き状況を注視していく。 

・各ＭＤが国際大会開催に合わせ、現地で主催している晩餐会については、開催エリ

アや規模などを旅行会社へＭＤ担当者よりリクエストを行っていただきたい。香港で

はテーブルごとに料金を算出することが多く、留意しておいてほしい。 
 

(3) 大会会場／LCI 提携ホテル情報ならびに香港の交通機関について 

 ・大会会場／LCI 提携ホテル 最新情報の確認 

ウィントラベル加藤氏より報告。本部より提示されているホテルの中から、日本ホ

テルとして、２件並んでいる 「ニューワールドミレニアム香港ホテル」「インターコン

チネンタル グランド スタンフォード 香港」をリクエスト中である。なお、HP に掲

載されている料金表に税金が加算されることについて、注意が必要。 

現在はツイン 200 室・シングル 100 室の合計 300 室をリクエスト中。 

前回のオーランド大会では全体で７割ほどの使用率となり、使用しなかった部屋数

にはペナルティ料金が発生し、前回はＴＣが負担した。また部屋を抑える際にもデポ

ジットが必要になる。 

ペナルティ料金の発生を回避し、ツアー代金を下げるためにも各ＭＤで本当に必要

な部屋数をご提出いただき、本部担当者と調整を行う予定。 

伊賀国際大会委員長より、社団としても社団負担でのツアーデスク設置など、公認

旅行会社利用の参加者のみがツアーデスク代を負担するという状況を改善し、ご参加

いただきやすくするための取り組みを行っていく。ホテル部屋数についても、提出し

た部屋数を確実にご利用いただくようお願いする。 
 

(4) パレード頒布品及びコンペ開催について 

 ・2026-28 年度松岡国際理事候補者（MD335）から提案されたパレード頒布品 （キャ

ップとポロシャツのセット・記念ピン）について、デザインの意図などが説明される。 

委員会内で慎重審議の結果、国際理事候補者側よりご提案いただいた、ポロシャツ＆

キャップのセット（色：JAPAN ブルー）および記念ピン 1 種類を採用させていただく 

ことを決定した。 

今回は、制作を担当する公認業者で申込みの対応や発送を行っていただく予定。ロ

ット数毎の値段などは国際理事候補者より詳細を確認いただく予定。 

・また、協議の結果、国際理事候補者にご提案いただいた記念ピンとは別に、 

交換ピンおよび缶バッジ、その他小物ついて、コンペを行うことを申し合わせた。 
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2026 年 1 月 5 日 （月）をデザイン提出締め切りとし、1 月 7 日 （水）13 時 30 分から

の次回大会委員会を 2 部制とし、コンペ・大会委員会会議を行うこととする。 

 

4. その他（次回開催日程など） 

代議員朝食会場については、開会式当日の早朝より会場であるアジア・エキスポに

近いリーガル・エアポート・ホテルを検討中である。今後、国際理事とも打ち合わせ

を行う予定。 

・代議員登録の手順について再確認。クラブからライオンポータルを通じて登録が必

要。今後、委員会でも登録方法について共有を行っていく予定である。 

・社団負担で設置するツアーデスクについては、公認ＴＣへ業務を担当いただく予定。

ツアーデスク代金についてはホテル確定後に理事会にも上程し、慎重に進める。 

・パレードルートについての質問あり。まだ情報が出されていないことが確認された。 

・第 62 回 OSEAL フォーラムの MD ごとの最終登録者数が札幌フォーラム実行委員

会より送られ、データが参加者へ示された。後ほど大会委員長に送付を行う。 

 

 

◎閉会宣言 国際大会委員会 副委員長/副理事長  山崎 もとみ 

・一致団結し、目標数へ向かって頑張っていきたい。 

以上 

 

 

議事録作成人 

MD330 委員 細川 孝雄 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 第 2 回 YCE 委員会【対面】議事要録 

◎日 時：2025 年 10 月 30 日（木） 14:00-16:30 

◎場 所：一般社団法人日本ライオンズ 会議室 

 

出席者リスト 

一般社団法人日本ライオンズ 

理 事 長 喜 多  友 一 （上田城南） 

専務理事 伊 賀  保 夫 （東京ピース) 【欠席】 

YCE 委員会委員長           濱 田  浩 平 （長崎南） 

YCE 委員会副委員長予定者             津 田  勝 之 （大阪桜ノ宮) 

 

25-26 年度 各複合地区 YCE 委員 

MD330 委員 田 代  哲 也 （南足柄） 

MD331 委員 佐 藤  豪 一 （帯広かしわ） 

MD332 委員 渡 部  政 介 （郡山西） 

MD333 委員 星 野  勝 美 （太田） 

MD334 委員 今 泉  雅 雄 （豊橋南） 

MD335 委員 団  英 男 （神戸みなと） 

MD336 委員 住 吉  孝 文 （玉野） 

MD337 委員 中 川  誠 （宮崎フェニックス） 

 

オブザーバー  

日本ライオンズ事務長 増 澤  義 治 （諏訪湖） 

 

 

以上 
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1. 開会宣言 招集権者 

一般社団法人 日本ライオンズ YCE 委員会委員長  濵田 浩平 

 

皆さん、こんにちは第二回 YCE 委員会を開催したいと思います。先週は札幌オ

セアルフォーラムお疲れ様でした。前回は Web での一回目会議でしたが、今回対

面での会議です。今期の YCE の派遣状況等報告を頂いて課題等があれば皆さんで

共有していこうと思いますので、よろしくお願いします。 

 

2. 一般社団法人 日本ライオンズ理事長 挨拶  喜多 友一 

 

皆さん、お疲れ様です。北海道の OSEAL フォーラムではお疲れ様でした、一

回目は Web でしたが、対面での開催は、集まるのが大変だと思いますが。よろし

くお願いします。 

 

3. 出席者の確認 出席者リストの通り確認。 

 

4. 議事録作成人の指名 

 MD336 住吉委員を指名。 

 

5. 議題 確認事項および協議事項 

【1． 前回議事録の確認】 

 

第１回議事録の確認。 

 

【2． 夏期交換反省と情報共有】 

 

   MD331 委員 

        １週間キャンプを行いましたが、冷房が効かないトラブルがありま

した。今年は北海道でも気温が３７度もあり、今後、扇風機・冷風

機等の対策を行わないといけない。 

MD332 委員 

     キャンプ開催にあたって、カムチャッカでの地震があり、津波警報

での対応に苦慮しました。今後緊急事態にあたって対応マニュアル

の検討を行おうと思います。 

MD333 委員 

     受入れには、問題がありませんでしたが、受け入れ終了後に日本旅

行して帰った方が 2.3 名いました。終了後空港まで送り届けて、文
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章にてサインをもらいライオンズの責任はここまでであると、責任

の所在をはっきりさせておくことが必要。 

MD334 委員 

     MD334 でも、日本に残り家族で旅行する方がいました。事前に現

地コーディネータのサイン・家族のサインをもらい了解をいただ

き、空港に送り届けた後の責任の所在確認についても行っていま

す。また、名古屋空港の発着便が少ないので、成田・羽田に来日す

る方が多かったので、前泊にて迎える費用がかさむことから、相手

国と交渉後、中部空港に集約できるようになりました。 

MD335 委員 

     派遣の件ですが、帰国後家族に話した内容ですが、マレーシアへの

派遣生が夜遅くまでお酒を提供する店に連れていかれた、男性と車

の中で二人にされたと、派遣生の家族からクレームがありました。

現地クラブにも連絡しましたが、相手国の国民性などもあるかもし

れませんが、今後この様なことが起こらないように申し入れを行っ

ています。 

MD336 委員 

     モルドバから 2 名受け入れ生が沿ドニエストル共和国（註：モルド

バ東部、ウクライナ国境に接している地域にあり、ロシアの支援の

もとでモルドバからの独立を宣言している事実状の独立国家である

が、国際的には未承認である）の子でした。帰国時に豪雨の為新幹

線が運休し、1 人が予定通りに帰国できず変更した帰国便の費用を

モルドバ負担で行いました。もう一人についてはホストファミリー

の方が関西空港まで車で送り、帰国しました。 

 緊急時の負担については事前に取り決めが必要であると思われま

す。 

MD337 委員 

     派遣生保険の写しを忘れた等書類不備がありました。 

 

 

質問・意見 

日本ライオンズ理事長 喜多 友一 

     受入れ生について、皆さんの地区ではおもてなしについてどのよう

なことを行っていますか？行先など要望があると思いますが、どう

ですか？ 

MD332 

東京に送って行く時に観光でディズニーに連れて行きます。ただ、
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やりだすと自由時間が欲しいとか色々言ってくるので線引きはしま

すが。 

MD330 

     日帰りで 1 日京都に連れて行きます。思い出の一つとして行ってい

ます。後は自宅で日本料理やウエルカムパーティーを行っています。

また、各家庭の食事の写真は SNS にアップしないように取り決めて

います。 

MD336 

     地元の高校に 2 日間体験授業を行っています。また、日本の子達と

一緒に USJ や広島の原爆ドームに連れて行きます。 

MD331 

     写真については WhatsApp というメッセージアプリで共有を行って

います。 

MD337 

     長崎原爆資料館など見学を行っています。 

MD334 

     WhatsApp を使って家族と共有を行っています。YCE の OB・OG 含

め USJ に連れて行っています。 

 

・その他意見として、日本からの派遣生も相手国にておもてなしを頂いていると

いう意見の他、おもてなしは日本の文化であると思われるが、行き過ぎていな

いかどうかが懸念であるなどの意見がありました。 

 

質問・意見 

YCE 委員会委員長 濵田 浩平 

     コロナ後 YCE の OB・OG との連絡について皆さんの地区ではどう

ですか？ 

MD330 

     今ディレクトリを上げると世界中より応募があり、たとえば 25 人募

集に対して 25 人以上の募集が来るとキャンプ地で出来なくなる恐れ

があり、受け入れについて検討中。 

MD337 

     現在はシンガポールに絞って事業を行っている。 

 

 

【3．今年度冬期派遣/来日予定人数について】     

（１） 各 MD より人数報告と共有事項の確認 
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MD330 

        受入 マレーシア 3 名      派遣 0 名 

   MD331 

        受入 ニュージーランド 0 名   派遣 0 名 

   MD332 

        受入 マレーシア 1 名      派遣 2 名 マレーシア 

   MD333 

        受入 0 名           派遣 0 名 夏季のみ行う 

   MD334 

        受入 イタリア 5 名      派遣 4 名 イタリア 

        受入 ドイツ  4 名      派遣 4 名 ドイツ 

                        派遣 4 名 台湾 

        受入 マレーシア 10 名     派遣 0 名 

   MD335 

        受入 マレーシア 13 名     派遣 5 名 マレーシア 

（派遣について、マレーシアは MD335 が窓口となっているため、 

他ＭＤも含む。内訳 MD332 2 名・MD335 1 名 MD337 2 名） 

    

MD336 

        受入 台湾 10 名       派遣 10 名 台湾 

   MD337 

        受入 マレーシア 2 名     派遣 0 名 

        受入 シンガポール 8 名    派遣 0 名 

 

 

 

【4.YCE 事業の今後について】 

（１） 各 MD 委員長より所感 

各ＭＤ窓口国以外への、派遣・受入については８MD にて調整する 

直接連絡が来た場合は受入等行なっていただき、報告をお願いします。 

夏季予定についても日程スケジュールを早めに設定し、情報共有行う。 
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質問 

キャンプを行う人数を教えてください 

MD330 25 名 MD331 25 名 MD332 26 名 MD333 25 名 MD334 34 名  

MD335 25 人 MD337 35 名 MD336 36 名 

 

【5.その他】 

【次回委員会日程の調整】 

 12 月 4 日 10 時～ Web にて 

 

6. 閉会の挨拶 YCE 委員会副委員長予定者      津田 勝之 

皆様お疲れ様でした。委員長様方大変ご苦労をされていると思いますが、情報共

有を行っていただいて、良いものを作り上げていただきたいと思います。 

 

 

以上 

 

議事録作成人 

MD336YCE 委員 住吉 孝文 
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(2025-26 年度) 

一般社団法人日本ライオンズ 第 3 回 YCE 委員会【WEB】議事要録 

 

◎日 時：2025 年 12 月 4 日（木） 10:00-12:00 

◎場 所：Zoom システム 

 

出席者リスト 

一般社団法人日本ライオンズ 

理 事 長 喜 多  友 一 （上田城南） 

専務理事 伊 賀  保 夫 （東京ピース) 

YCE 委員会委員長           濱 田  浩 平 （長崎南） 

YCE 委員会副委員長予定者             津 田  勝 之 （大阪桜ノ宮) 

 

25-26 年度 各複合地区 YCE 委員 

MD330 委員 青 木  秀 茂 （東京吉祥寺）【代理出席】 

MD331 委員 佐 藤  豪 一 （帯広かしわ） 

MD332 委員 渡 部  政 介 （郡山西） 

MD333 委員 星 野  勝 美 （太田） 

MD334 委員 今 泉  雅 雄 （豊橋南） 

MD335 委員 団  英 男 （神戸みなと） 

MD336 委員 住 吉  孝 文 （玉野） 

MD337 委員 中 川  誠 （宮崎フェニックス） 

 

オブザーバー  

日本ライオンズ事務長 増 澤  義 治 （諏訪湖） 

 

以上 
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1. 開会宣言 招集権者 

一般社団法人 日本ライオンズ YCE 委員会委員長濵田 浩平より開会宣言。 

MD335 団委員長がベストテン YCE 委員長を受賞したことが報告された。 

 

2. 一般社団法人 日本ライオンズ 理事長 挨拶  喜多 友一 

 

3. 出席者の確認 

出席者の確認が濱田委員長よりあり出席者が確認された 

MD332 の渡部委員は交通事情により遅れての出席。 

 

4. 議事録作成人の指名 

濱田委員長から MD335 団委員が指名された。 

 

5. 議題 確認事項および協議事項 

 

【1. 前回議事録の確認】 

事前に送付された前回委員会議事録が異議なしで確認された。 

MD336 で発生した悪天候による交通機関の停止等、緊急の際のあらかじめの取り

決めの確認が必要である件など。 

 

【2. 今年度冬季派遣最新情報】 

①最新交換数の確認 

派遣・来日の各複合地区の報告に基づき調整（修正）。 

受け入れは 52 名（リストでは 56 名だったが一部重複していたので調整）。 

派遣は 26 名で確定した。 

②各ＭＤより報告 

フリー窓口化に伴い、MD へ非常に多くの国から連絡が寄せされることによる調整の

複雑化、MD337 では複合事務局負担の増加により、複合を通さず地区単位で他のＭＤ

との交渉を行い派遣の調整を行っていることが報告された。 

MD334 からはアイルランド・ダブリンで行われたヨーロッパフォーラムを訪れ、計

26 か国の委員長と交換について合意を行ったことが報告された。今後各ＭＤへ欧州各

国より連絡が直接行われる予定であり、MD334 を通さず直接交渉を行っていただく。 

交換生が行きたい国へ行けるようにするためにはどうすればよいか、の協議が行われ、
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クラブごとで各国との交渉など意見が出たが、各 MD における派遣・来日についての

調整は、YCＥ委員会の場で必ず必要であるという意見あり。次回以降委員会で検討を

進めていきたい。 

相手国に対して派遣と来日を同数で調整する制度を採用していたが、近年同数での調

整が難しくなっていることが課題として共有された。 

【3. 次年度春・夏季事業交換予定の共有】 

①各 MD 事業実施計画の確認

春は MD330 グアム・タイ。3/23-4/3 の予定である。 

MD331:12-15 名でキャンプ予定。今夏、猛暑の中エアコンが故障したことを受けキャ

ンプ地変更予定。派遣は５名ほど。現在１名ニュージーランド、１名ヨーロッパ希

望。 

MD332:現在 12 か国より問い合わせあり。 

MD333 ：夏季 10 名受け入れ確定。近年は派遣生を探すことが大変であるため早めに選

定を行いたい。交換生との連絡用として、WhatsApp というアプリを導入提案。 

MD334：欧州からの受け入れ開始、日本語ができる来日生 20 名ほどを予定。 

MD335 ：派遣は詳細未定。受け入れについては B 地区が主管となり 20 名ほどのサマー

キャンプを予定。

MD336：派遣・交換各 10 名を予定。台湾３名派遣以外は未定。台湾については、

MD335 で２名ほど受け入れ予定。3 月ごろより案内を出す予定。 

MD337 ：派遣 12 名予定。5 地区で数を割り振っているが大幅に希望を上回る地区もあ

り、今後他ＭＤにも相談しつつ、調整を行っていくことになると思われる。 

・各地区で募集・調整を進める。派遣・来日の人数バランスについては柔軟に対応を行

っていく。 

・ホストファミリー・交換生との連絡手段改善（WhatsApp 等）を検討。

・現在さまざまな国より各ＭＤに直接寄せられている問い合わせについては、一度日本

ライオンズ YCE 委員会において集計や情報交換が必要ではないかという意見あり。

②チェコ・スロバキアからの夏季交換連絡の共有

11 月初旬に連絡をもらっていた MD333 で交渉が進んでいる中だが、チェコ・スロ

バキアの担当者より各ＭＤへキャンプ・交換について連絡があり。 

MD333 で今後について協議した結果が共有され、後日改めて各ＭＤへ先方より連
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絡がある予定である。今後対応方法の統一を検討していく。 

 

【4. その他】 

・現時点での窓口確認。現在のところ変更希望などなし。 

・寒波による体調管理の注意喚起、連絡手段多様化の課題について共有。 

 

【5. 次回委員会日程の調整】 

1 月末〜2 月上旬に東京で対面開催。詳細は後日決定する。 

 

6. 閉会の挨拶 日本ライオンズ   YCE 委員会副委員長予定者  津田 勝之 

 

以上 

 

２０２５年１２月５日  

 

議事録作成人              

ライオンズクラブ国際協会       

３３５複合地区ＹＣＥ委員長 団 英男 
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（2025-26 年度） 

第２回アラート委員会（Web） 議事要録 

  

 

◎日 時：2025 年 11 月 11 日（火）13：30-15：00 

 

◎場 所：Zoom 

 

◎出席者： 

一般社団法人日本ライオンズ 

 2025-26 年度 理事長     喜多
き た

  友一
ともかず

 （上田城南 LC） 

 2025-26 年度 専務理事    伊賀
い が

  保夫
や す お

 （東京ピース） 

 2025-26 年度 アラート委員会委員長  藤井
ふ じ い

  信
のぶ

英
ひで

 （岡山みらい LC） 

 2025-26 年度 アラート委員会副委員長  車田
くるまだ

  信彦
のぶひこ

 （玉川 LC） 

 

2025-26 年度 アラート委員 

 330 複合地区      大屋
お お や

  保
たもつ

 （川越 LC） 

 331 複合地区     浅野
あ さ の

  敬一
けいいち

 （北見中央 LC） 

 332 複合地区（副委員長）    三瓶
さんぺい

  浩一
こういち

 （郡山東 LC）【代理出席】 

 333 複合地区     三枝
み え だ

  久夫
ひ さ お

 （佐野西 LC）【欠席】 

 334 複合地区 (MD 奉仕委員会委員長・GST CN） 山本
やまもと

  基
もと

博
ひろ

 （恵那 LC） 

 335 複合地区     古川
ふるかわ

  繁
しげ

浩
ひろ

 （堺 LC） 

 336 複合地区     廿
はつ

日
か

出
で

 一
かず

晴
はる

 （東広島あきつ LC） 

 337 複合地区     髙
たか

野
の

  裕子
ゆ う こ

 （熊本平成 LC）  

 

2025-26 年度 日本ライオンズ アラートチーム 

 アラートアドバイザー    新里
しんざと

  正雄
ま さ お

 （沖縄 LC） 

 東日本統括リーダー    木村
き む ら

  知
とも

紀
のり

 （青森 ZERO LC） 

 西日本統括リーダー    畑中
はたなか

  隆之
たかゆき

 （岡山みらい LC） 

 

オブザーバー 

 日本ライオンズ事務長    増澤
ますざわ

  義
よし

治
はる

 （諏訪湖 LC） 
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１．議事録作成人の指名  

 MD331 浅野 敬一 委員、 MD335 古川 繫浩 委員 

 

2．議 案 

 ⑴ 「全国アラートフォーラム in大阪」開催進捗（2026年3月13日） 

 MD335古川委員報告 

  3 月 13 日にリーガロイヤルホテル大阪で全国アラートフォーラムを開催予定。分科会、フォーラム 

  本体、交流会の 3 部構成とする。予算案の提示。フォーラム参加費 2000 円、懇親会費１万円 

 藤井委員長 

  会場費や参加人数の見積もりに疑問があり、大阪市内の安価な会議室利用を検討してはどうか。 

  参加者動員数は過去の実績を踏まえて計画を立て、予算案は詳細な収支計画を再検討し理事会に提出。 

  参加者周知を早急に行い、参加者の増加を各地区に要請する。 

 各地区委員 

  各地区委員より、現時点での予測参加人数の報告 

 坂本L報告 

  分科会の詳細の説明 

  第一分科会は第一、第二副地区ガバナー及びオブザーバーとして、LCIF委員会、アラート委員会 

  構成メンバーとする。 

  第二分科会は、リジョン、ゾーンチェアパーソン、準地区LCIFコーディネーター、委員長 

  準地区アラートコーディネーター、委員長 他一般会員とする。 

 

 ⑵ 「日本アラート委員会」への提案 

 東日本統括リーダー木村L 

  規定改定の提案 

  ライオンズクラブのアラート活動の重要な規定 

  これまでの規定をブラッシュアップし、それぞれの役割の明確化と、被災者、被災地に対し 

  素早い支援活動が行えるよう作り直した。 

  第3回アラート会議にて協議し理事会に提出したい。 

 

 ⑶ 各MD活動報告、その他 

  第3回アラート委員会はZOOMではなくリアルで行いたい。 

 

 ⑷ 次回、アラート委員会開催日程  未定 2026年  1月19日の週に行いたい。 

以上 

 

2025年11月12日 

            議事録作成人： 

MD331アラート委員 浅野 敬一 

MD335アラート委員 古川 繫浩 
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2025-26年度	

第2回ライオン誌日本語版委員会	議事要録	
	

◎日	 時	：	2025年10月7日（火）14:30〜16:45	

◎場	 所	：	一般社団法人日本ライオンズ	会議室（Zoom併用）	

◎出席者	：	

	 国際理事	 仁科	良三	（長野みすずLC）	 *欠席	

	 国際理事	 	 田名部智之（青森県･八戸LC）	 *欠席	

【一般社団法人日本ライオンズ】	

	 理事長	 	 喜多	友一	（長野県･上田城南LC）	

	 専務理事	 	 伊賀	保夫	（東京ピースLC）	 	

	 PRﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会委員長	 廣田	晃一	（兵庫県･姫路中央LC）	

	 PRﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会副委員長	 水沼	孝夫	（栃木県･真岡LC）	 *欠席	

	 事務長	 	 増澤	義治	（長野県･諏訪湖LC）	

【ライオン誌日本語版委員会】	

	 編集長／337複合地区委員	 渕野二三世（大分LC）	

330複合地区委員		 田中		 明	（埼玉県･和光LC）	 	

	 331複合地区委員		 馬場	哲也	（北海道･函館東LC）	 *欠席	

	 332複合地区委員		 岡田	 	殉	（青森県･五所川原LC）	○Zoom	

	 333複合地区委員		 後藤	一男	（栃木うづまLC）	○Zoom	

	 334複合地区委員		 前田		 磨	（静岡県･三島LC）	

	 335複合地区委員		 秋山洋一郎（京都紫明LC）	

	 336複合地区委員		 山田	隆嗣	（岡山県･津山衆楽LC）	

	

	

【議事】	
	

	 1.	 ライオン誌日本語版の運営	

①	2024年7月〜25年8月ライオン誌関係会計報告	

	 収入のうち国際協会の補助金及び翻訳料は半期終了後に入金となること

を確認。	

	 費用の直接出版費（印刷版）の原稿料・編集費で予算を上回る費用が乗じ

ていることについて、社団事務長から、今期予算決定後にレイアウト費用の

科目の変更を行ったことによるもので、全体の収支への影響はないとの説明

があった。	

	 印刷版の発送に関して、住所登録の不備による返送分が毎回150件程度あ

ると報告あり。次回委員会でデータを確認して対応を検討する。	
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2.	ウェブマガジン編集関係	

①	2025年10月号（10月1日公開）出来

発行済みの10月号の仕上がりを確認。特に問題なし。	

② 2025年11月号以降更新予定（案）

11月号は予定通りに進行中。12月号、26年1月号の取材対象候補を選んだ。

「取材リポート」はできるだけ対象クラブの所属複合地区の委員が取材を担

当し、交通費は前年度委員会で決定した通り支給。

3.	印刷版編集関係	

① 2025年秋号（10月25日発行予定）台割

台割に沿って編集した記事を確認した。

② 2026年冬号（1月25日発行予定）台割（案）

基本36ページの台割を確認し、未定の7ページの内容を検討。10〜11月に行

われる札幌フォーラム、国際会長公式訪問他の公式行事は取材記事で取り上

げることとし、4ページ増やして台割を修正する。	

③ 読者感想・意見

夏号「読者プレゼント」応募者から寄せられた感想・意見を確認し、意見

交換。読者からの要望にあったアーカイブ記事を再開する。	

4.	その他	

① ライオン誌活用促進とウェブマガジン普及

メールニュースの配信結果を確認。

ライオン誌LINE登録者を増やすため、登録増に向けて各委員が活動する。

② 2025年版クラブ・アンケート集計

アンケート集計結果を確認、次回実施時の追加項目を検討。

③ 「ライオンズクラブ入門」	改訂

改訂に向け、前回委員会後に各委員が内容を確認した。国際会則の改訂等

に伴う変更や、用語の統一などの修正を行う。	

＜次回開催予定＞	

	 	 第3回委員会：	11月4日（火）10:00〜12:00（Zoom）	

	 	 第4回委員会：	12月4日（木）14:00〜16:00（Zoom）	

議事録作成	 田中	明（330複合地区委員）	

2 / 2
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2025-26年度	

第3回ライオン誌日本語版委員会（ウェブ）	

	議事要録	
	

◎日	 時	：	2025年11月4日（火）10:00〜12:00	

◎場	 所	：	一般社団法人日本ライオンズ	ウェブ会議室（Zoom）	

◎出席者	：	

	 国際理事	 	 仁科	良三	（長野みすずLC）	 	

	 国際理事	 	 田名部智之（青森県･八戸LC）	 *欠席	

	 【一般社団法人日本ライオンズ】	

	 理事長	 	 喜多	友一	（長野県･上田城南LC）	 *欠席	

	 専務理事	 	 伊賀	保夫	（東京ピースLC）	 	

	 PRﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会委員長	 廣田	晃一	（兵庫県･姫路中央LC）	

	 PRﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会副委員長	 水沼	孝夫	（栃木県･真岡LC）	

	 事務長	 	 増澤	義治	（長野県･諏訪湖LC）	

	 【ライオン誌日本語版委員会】	

	 330複合地区委員		 田中		 明	（埼玉県･和光LC）	 *欠席	 	

	 331複合地区委員		 馬場	哲也	（北海道･函館東LC）	

	 332複合地区委員		 岡田	 	殉	（青森県･五所川原LC）	

	 333複合地区委員		 後藤	一男	（栃木うづまLC）		

	 334複合地区委員		 前田		 磨	（静岡県･三島LC）	

	 335複合地区委員		 秋山洋一郎（京都紫明LC）	

	 336複合地区委員		 山田	隆嗣	（岡山県･津山衆楽LC）	

	 337複合地区委員		 渕野二三世（大分LC）	

	

【議事】	
	 1.	 ライオン誌日本語版の運営	

①	2025年7月〜25年9月ライオン誌関係会計報告	

前回の報告以降大きな動きはなく、順調に推移している。印刷版発送料に関し、前回

委員会でデータを検証することにした個人発送の不達分については、10月発行の秋号の

データを確認する。	

	

	 2.	ウェブマガジン編集関係	

①	ウェブマガジンのドメイン変更	

10月16日にウェブマガジンへのアクセスが停止した件について事務局から経過報告が

あった。新ドメインで20日にアクセスが再開し、複合地区及び地区に通知。リンク切れ

により写真が表示されていない記事は、手作業で順次修正する。	

	

②	2025年11月号（11月1日公開）出来	

特に問題なし。配信が遅れていた「国際会長メッセージ」は編集作業中で、準備がで

き次第公開する。	

1 / 2
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③ 2025年12月号〜26年1月号更新予定（案）

12月号「取材リポート」（大分県・中津LC）は渕野編集長（337）、1月号「取材リポー

ト」（愛知県・名古屋みなとLC）は前田委員（334）、同（高知桜LC）は廣田委員長が取材

を担当する。

④ 取材対象候補

2026年1、2月実施予定のアクティビティのリストを基に取材対象候補を協議。各委員

が候補に挙げた活動の実施予定日を事務局で調べた上、取材の可否を検討する。取材対

象候補はクラブアンケートで回答のあった情報や取材依頼があった活動から選考してい

るが、地区の事業も対象とし、各委員が複合地区内の情報を収集する。	

	 また、11月に実施される主要行事の取材予定と担当を確認。オセアルレオフォーラム

（11/7–9	大阪）は秋山委員（335）が担当。全日本女性シンポジウム（11/19	東京）と

キャンパスクラブカンファレンス（11/22–23	名古屋）は主催者側に原稿を依頼し、写真

は事務局が撮影する。

3.	印刷版編集関係	

① 2025年秋号（10月25日発行／79,200部）出来

発行済みの秋号の仕上がりを確認。渕野編集長から各委員に、クラブや会員の反応を

収集するよう要請があった。	

② 2026年冬号（1月25日発行予定）台割（案）

前回委員会での検討を踏まえて通常の台割に8ページ増やし44ページの台割を確認し

た。札幌フォーラム、国際会長公式訪問、GAT関係の催しなど日本国内で行われた主要行

事の記事を掲載する。	

4.	その他	

① ライオン誌活用促進とウェブマガジン普及

10月のメールニュース配信結果とLINE公式アカウントの登録数を確認。LINEの登録数

は昨年12月からやや減少している。登録を増やすには複合地区及び地区においてPR活動

が必要。ライオン誌活用促進に向けて各複合地区及び地区との連携を図るため、廣田委

員長からPRマーケティング委員会との合同委員会開催の提案があり、2026年2月に開催す

ることとした。	

② 「ライオンズクラブ入門」	改訂

改訂作業がやや遅れているが、11月後半に完了予定との報告が事務局からあった。

＜次回開催予定＞	

第4回委員会：	2025年12月4日（木）14:00〜16:00（Zoom）	

第5回委員会：	2026年	1月8日（木）14:00〜16:00（Zoom）	

第6回委員会：	2026年	2月4日（水）14:30〜16:45（日本ライオンズ事務所／Zoom併用）	

＊	第6回はPRマーケティング委員会と合同開催	

議事録作成：前田 磨（334複合地区委員） 
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2025-26年度	

第4回ライオン誌日本語版委員会	議事要録	

◎日	 時	：	2025年12月4日（木）14:00〜16:00

◎場	 所	：	一般社団法人日本ライオンズ	ウェブ会議室（Zoom）

◎出席者	：

国際理事	 仁科	良三	（長野みすずLC）	

国際理事	 田名部智之（青森県･八戸LC）	

【一般社団法人日本ライオンズ】	

理事長	 喜多	友一	（長野県･上田城南LC）	

専務理事	 伊賀	保夫	（東京ピースLC）	

PRﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会委員長	 廣田	晃一	（兵庫県･姫路中央LC）	

PRﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会副委員長	 水沼	孝夫	（栃木県･真岡LC）	 *欠席	

事務長	 増澤	義治	（長野県･諏訪湖LC）	

【ライオン誌日本語版委員会】	

編集長／337複合地区委員	 渕野二三世（大分LC）	

330複合地区委員		 田中		 明	（埼玉県･和光LC）	 	

331複合地区委員	 馬場	哲也	（北海道･函館東LC）	

332複合地区委員	 岡田	 	殉	（青森県･五所川原LC）	 *欠席	

333複合地区委員	 後藤	一男	（栃木うづまLC）	 *欠席	

334複合地区委員	 前田		 磨	（静岡県･三島LC）	

335複合地区委員	 秋山洋一郎（京都紫明LC）	

336複合地区委員	 山田	隆嗣	（岡山県･津山衆楽LC）	

【議事】	

1.	 ライオン誌日本語版の運営	

① 2024年7月〜25年10月ライオン誌関係会計報告

正味財産増減計算書を確認し、印刷版の出版費は予算執行率28.3%で問題

無く推移しているとの説明がなされた。また、出版費の原稿料・編集費の執

行率が288.8％になっているが人件費から一部費用を移動し増加したもので

トータルでは大幅な変動はないとの説明がなされた。この件に関しては、予

算の補正や勘定科目の調整を行い正確な予算状況を示すことが望ましいと

の意見が出された。

② 印刷費値上げ要請

印刷会社から印刷費値上げの希望があり、当初見積で17.25％増のところ

交渉の結果12.83％増に抑えられた事が報告された。2026年冬号からの値上
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げ要請に応じる事を承認した。	

	

	 2.	ウェブマガジン編集関係	

①	2025年12月号（12月1日公開）出来	

12月号ウェブマガジンの取材報告として、現場取材を行った委員から報告

があり、実際の活動の様子を深く理解したとの感想を共有した。渕野編集長

が担当した中津ライオンズクラブの取材記事に対し、名誉顧問から感謝のメ

ールが届き、例会で配布されるなど好評を得たとの報告がなされた。	

	

②	2026年1〜2月号更新予定（案）	

	 1月号取材の報告として、廣田委員長が取材経験を述べ、記事作成のポイ

ントや和気あいあいとした活動の雰囲気、当日は新聞社の取材も入ったこと

などが報告された。写真撮影には一眼レフカメラを用いたが、取材時には相

応の機材を使用することが望ましいとの指摘があった。2月号の取材候補に

ついて、前回委員会で挙げた活動の実施日と内容について事務局から詳細説

明があった。その中から、332複合地区内のクラブの取材候補事業について

岡田委員の取材可能性を確認し、調整することが決定された。1月末と2月実

施予定の活動については、3月号の候補として333、335、337複合地区内の事

業を選んだ。選定された取材候補については複合地区選出の委員が積極的な

取材活動を推進することが合意された。	

	

	 3.	印刷版編集関係	

①	2025年秋号	読者感想・意見	

読者プレゼント応募者216人の感想を基に、春号特集の企画ヒントや編集へ

の反映について意見交換を行った。	

	

②	2026年冬号（1月25日発行予定）台割（案）	

	 冬号の基本構成案を確認した。「新会員の横顔」の掲載候補者発掘など企画

対象者探しが課題となっており、各複合地区委員各位に候補者探しの協力を

依頼。「日本ライオンズ情報」ページの執筆者選定は委員長に一任された。	

	

③	2026年春号（4月25日発行予定）台割（案）	

	 春号の基本構成案を確認。渕野編集長より世界遺産シリーズの表紙案の説

明があった。特集の企画案としてYCE、夫婦や親子メンバー、スペシャルオリ

ンピックス日本、小児がん・一型糖尿病、災害支援などのテーマが提案され、

意見交換が行われた。	

	 会員増強と特集企画の方向性について議論し、YCE経験者の会員や親子会

員・夫婦家族会員、またクラブ支部を取り上げることで、会員増強につなが

る企画が望ましいとの意見が出された。春号特集はこれら三つに絞って特集

を組むことを想定し、具体的な情報を各複合地区委員が収集して12月22日ま

でに事務局へ提供して、次回委員会で確認することとした。提案された他の
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テーマについては春号以後の特集の候補とし、各委員が情報収集を進める。

特集企画では具体的なクラブやメンバーの取材を重視し、八複合地区の委

員から積極的に情報提供してもらい、記事作成に活用する事が重要とされた。

欠席委員にも情報提供の重要性を伝え、積極的な情報共有を依頼する。	

4.	その他	

① 印刷版個人発送返戻分

ライオン誌の個人発送の到達率はほぼ100%であるが、ライオン誌の活用促

進と発送費用削減のため、クラブ一括発送への移行を今年度中に検討したい

意向が廣田委員長から示され、複数の委員からクラブ一括発送の賛同意見が

出された。事務局が幹事の自宅住所となり年単位での住所変更が必要となる

などの課題を認識しつつも、事務局一括発送により例会での配布を行い記事

閲読率向上も期待できる為、早期の実施を望む声が多く、例会での配布を通

じて情報の周知拡大を図る方針が共有された。委員会で早急に方針を決定し、

理事会に提案して進めるべきとの意見が出された。	

② ライオン誌活用促進とウェブマガジン普及

配信メールの送達率は99％だが開封率は約3割で横ばい。LINE公式アカウン

トの登録者数は頭打ち傾向にある。ライオン誌の閲覧率向上と、LINE登録を

促進するための例会を、年2～4回実施する案が提案された。

③ PRマーケティング委員会との合同会議

2月4日にPRマーケティング委員会との合同会議を日本ライオンズ事務所で

開催し、ライオン誌のPR戦略について意見交換を行う予定で、廣田委員長が

より多くの委員参加を呼びかけた。	

＜次回開催予定＞	

第5回委員会：	1月8日（木）14:00〜16:00（Zoom）	

第6回委員会：	2月4日（水）14:30〜16:45（日本ライオンズ事務所／Zoom併用）	

＊	第6回はPRマーケティング委員会と合同開催	

議事録作成： 秋山洋一郎（335複合地区委員） 
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● 会員並びにクラブ活動状況報告集計表他

・ サバンナ基本集計表   2025年12月度

・ サバンナＬＣＩＦ寄付実施状況一覧   2025年12月度

・ LC I F1000 ドル寄付者一覧   2025年７月～12月
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サバンナ基本集計表　　2025年 12月度 （報告第2号）

R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 正会員 子会員 正会員 支部 特典会員

1 1 釧路 0 0 1 1 100 27 27 0 0 27 7 1 6 20 9 7 20 11

1 1 白糠 0 0 0 0 100 7 7 0 0 7 0 0 0 7 0 0 7 7

1 1 標茶 1 90,000 0 0 100 33 33 0 1 32 4 0 4 28 0 4 28 28

1 1 釧路みなと 1 156,547 0 0 90.6 57 59 2 0 61 18 3 15 45 13 16 45 32

1 1 釧路湿原 1 4,000 0 0 100 17 17 0 0 17 1 1 0 17 0 0 17 17

1 2 根室 2 135,655 0 0 85.1 36 38 0 0 38 14 3 11 27 0 11 27 27

1 2 羅臼 0 0 2 8 100 15 13 0 0 13 5 0 5 8 0 5 8 8

1 2 釧路ぬさまい 3 151,735 1 9 60.8 63 63 0 1 62 20 2 18 36 0 26 36 36

1 2 中標津 3 0 0 0 100 17 17 0 0 17 3 3 0 17 0 0 17 17

1 2 釧路ゆうやけ 2 81,300 0 0 63.6 44 51 0 0 51 3 1 2 49 16 2 49 33

リジョン小計 13 619,237 4 18 316 325 2 2 325 75 14 61 254 38 71 254 216

R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 正会員 子会員 正会員 支部 特典会員

2 1 旭川 25 72,620 0 0 80 26 28 0 0 28 5 2 3 25 0 3 25 25

2 1 旭川大雪 46 720,130 0 0 68.1 42 46 0 0 46 1 1 0 46 0 0 46 46

2 1 旭川平和 0 0 0 0 76.6 28 31 0 0 31 0 0 0 31 0 0 31 31

2 1 当麻 4 150,331 3 5.5 90.6 16 16 0 0 16 0 0 0 16 0 0 16 16

2 1 愛別 2 70,000 0 0 86.9 23 23 0 0 23 0 0 0 23 0 0 23 23

2 1 東川 0 0 0 0 71.1 26 26 0 0 26 1 1 0 26 0 0 26 26

2 2 旭川中央 0 0 0 0 100 14 16 0 1 15 3 1 2 13 0 2 13 13

2 2 富良野 2 237,227 2 53.5 85.3 64 67 0 0 67 14 8 6 61 2 6 61 59

2 2 上富良野 0 0 0 0 82.8 34 34 0 0 34 7 7 0 34 0 0 34 34

2 2 旭川ナナカマド 0 0 0 0 100 26 26 0 0 26 2 2 0 26 0 0 26 26

2 2 旭川クリスタル 0 0 2 22 83.3 17 18 0 1 17 2 2 0 17 0 0 17 17

2 2 旭川バーチャル 0 0 22 60 78.5 20 21 0 2 19 1 1 0 19 0 0 19 19

リジョン小計 79 1,250,308 29 141 336 352 0 4 348 36 25 11 337 2 11 337 335

R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 正会員 子会員 正会員 支部 特典会員

3 1 帯広 1 50,000 0 0 76.4 22 22 0 0 22 5 1 4 17 0 5 17 17

3 1 本別 2 427,500 2 10.5 60.8 25 24 0 0 24 3 2 1 23 0 1 23 23

3 1 十勝池田 1 30,000 0 0 75 15 16 0 0 16 0 0 0 16 0 0 16 16

3 1 音更 0 120,000 0 0 66.3 41 46 0 0 46 6 6 0 46 0 0 46 46

3 1 浦幌 4 110,000 0 0 55.5 13 13 0 0 13 1 1 0 13 0 0 13 13

3 1 豊頃 21 125,628 0 0 84.2 18 19 0 0 19 0 0 0 19 0 0 19 19

3 1 幕別 1 30,000 0 0 100 17 17 0 0 17 1 1 0 17 0 0 17 17

3 1 帯広かしわ 2 175,776 2 93 100 24 24 0 0 24 2 2 0 24 0 0 24 24

3 2 帯広中央 0 0 0 0 73.3 27 27 0 2 25 5 0 5 20 4 5 20 16

3 2 帯広平原 14 241,391 1 18 66 26 29 0 0 29 4 3 1 28 0 1 28 28

3 2 鹿追 4 95,687 0 0 72.2 17 18 0 0 18 0 0 0 18 0 0 18 18

3 2 上士幌 0 50,000 0 0 76.3 18 19 0 0 19 0 0 0 19 0 0 19 19

3 2 芽室 3 100,000 0 0 75 25 20 0 0 20 1 1 0 20 0 0 20 20

3 2 帯広鈴蘭 4 22,326 4 42 100 16 15 1 0 16 5 1 4 12 0 4 12 12

3 2 帯広さくら 4 35,000 4 32 50 11 11 0 0 11 11 8 3 8 0 3 8 8

リジョン小計 61 1,613,308 13 195.5 315 320 1 2 319 44 26 18 300 4 19 300 296

R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 正会員 子会員 正会員 支部 特典会員

4 1 留萌 0 0 0 0 81.2 24 24 0 0 24 9 3 6 18 0 6 18 18

4 1 羽幌 1 50,000 0 0 84.4 41 41 0 0 41 13 1 12 29 0 12 29 29

4 1 留萌みなと 0 0 0 0 76.3 56 57 0 2 55 21 4 17 37 0 18 37 37

4 1 遠別 3 85,000 0 0 66.6 15 16 0 1 15 1 1 0 15 0 0 15 15

4 1 増毛 27 527,030 55 11 86 26 26 0 1 25 3 3 0 24 0 1 24 24

4 2 名寄 2 10,000 2 10 81 45 47 0 1 46 4 3 1 44 0 2 44 44

4 2 士別 2 165,847 1 1 73.5 39 38 0 0 38 1 0 1 37 0 1 37 37

4 2 美深 0 0 0 0 88.4 13 13 0 0 13 0 0 0 13 0 0 13 13

4 3 稚内 2 139,390 2 50 90.4 27 29 0 0 29 11 4 7 21 0 8 21 21

4 3 枝幸オホーツク 2 68,000 0 0 70 16 16 0 1 15 5 2 3 12 0 3 12 12

4 3 幌延 0 0 0 0 58.3 18 18 0 0 18 4 4 0 18 0 0 18 18

4 3 歌登 0 0 0 0 75 15 17 0 0 17 7 1 6 11 0 6 11 11

4 3 猿払 3 300 0 0 59 22 22 0 0 22 1 1 0 22 0 0 22 22

4 3 稚内北斗 5 215,000 2 26 48.6 74 74 0 0 74 23 9 14 52 13 22 52 39

リジョン小計 47 1,260,567 62 98 431 438 0 6 432 103 36 67 353 13 79 353 340

R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 正会員 子会員 正会員 支部 特典会員

5 1 北見 1 38,000 1 5 100 36 38 0 0 38 3 3 0 38 0 0 38 38

5 1 置戸 1 50,000 0 0 58.3 11 12 0 0 12 1 1 0 12 0 0 12 12

5 1 遠軽 0 0 0 0 77 25 24 0 1 23 0 0 0 23 0 0 23 23

5 1 北見白樺 2 415,744 1 5 70.5 76 78 0 1 77 29 11 18 56 9 21 56 47

5 1 湧別 0 0 0 0 70.5 17 17 0 0 17 0 0 0 17 0 0 17 17

5 1 紋別オホーツク 3 140,187 1 40 100 21 22 0 1 21 0 0 0 21 0 0 21 21

5 1 白滝 0 0 0 0 97.3 20 20 0 2 18 8 1 7 9 1 9 9 8

5 1 佐呂間 0 0 0 0 60 18 18 0 0 18 3 0 3 15 0 3 15 15

5 1 東北海道WEB 0 0 0 0 0 17 19 0 1 18 4 4 0 18 0 0 18 18

5 2 網走 2 62,500 2 234 71.4 42 43 0 0 43 2 2 0 43 0 0 43 43

5 2 美幌 2 120,000 0 0 75.7 34 33 0 1 32 3 3 0 32 0 0 32 32

5 2 津別 1 30,000 0 0 61.7 15 17 0 0 17 0 0 0 17 0 0 17 17

5 2 北見中央 3 102,181 0 0 100 41 40 0 0 40 9 3 6 33 0 7 33 33

5 2 網走桂 1 30,000 0 0 71.6 30 30 0 1 29 2 2 0 29 0 0 29 29

5 2 端野 0 0 0 0 100 15 15 0 0 15 1 1 0 15 0 0 15 15

リジョン小計 16 988,612 5 284 418 426 0 8 418 65 31 34 378 10 40 378 368

R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 正会員 子会員 正会員 支部 特典会員

合計 216 5,732,032 113 736.5 1,816 1,861 3 22 1,842 323 132 191 1,622 67 220 1,622 1,555

女性内訳 会員内訳

女性内訳 会員内訳

会員内訳女性内訳

女性内訳 会員内訳

女性内訳 会員内訳

例会出
席率

例会出
席率

アクティビティ 労力奉仕 会員異動

アクティビティ 労力奉仕 会員異動

例会出
席率

女性内訳 会員内訳

例会出
席率

アクティビティ 労力奉仕 会員異動

アクティビティ 労力奉仕 会員異動

例会出
席率

例会出
席率

アクティビティ 労力奉仕 会員異動

アクティビティ 労力奉仕 会員異動 特典会員を
除く

さらに支部会
員を除く

特典会員を
除く

さらに支部会
員を除く

特典会員を
除く

さらに支部会
員を除く

特典会員を
除く

さらに支部会
員を除く

特典会員を
除く

さらに支部会
員を除く

特典会員を
除く

さらに支部会
員を除く



（報告第2号）会員並びにクラブ活動状況報告　集計表LCIF寄付実施状況一覧　　2025年 12月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

釧路 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1,000

白糠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

標茶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,500

釧路みなと 1 1,000 0 0 0 0 0 0 1 1,000 53 31,100

釧路湿原 0 0 0 0 0 0 1 25 1 25 2 365

根室 0 0 11 220 0 0 0 0 11 220 13 420

羅臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

釧路ぬさまい 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 3,600

中標津 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1,000

釧路ゆうやけ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1,000 11 220 0 0 1 25 13 1,245 109 39,985

旭川 0 0 25 500 0 0 0 0 25 500 25 500

旭川大雪 0 0 46 4,600 0 0 0 0 46 4,600 46 4,600

旭川平和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 620

当麻 0 0 0 0 0 0 1 68 1 68 18 1,868

愛別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 198

旭川中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

富良野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6,000

上富良野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

旭川ナナカマド 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 520

旭川クリスタル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

旭川バーチャル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 71 5,100 0 0 1 68 72 5,168 160 14,306

帯広 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 2,795

本別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 568

十勝池田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

音更 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 4,722

浦幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

豊頃 0 0 19 380 0 0 1 103 20 483 20 483

幕別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 360

帯広かしわ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

帯広中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 2,316

帯広平原 0 0 0 0 11 132 0 0 11 132 42 5,853

鹿追 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上士幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

芽室 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 20

帯広鈴蘭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 21

帯広さくら 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1,020

0 0 19 380 11 132 1 103 31 615 160 18,158

留萌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 451

羽幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 4,387

留萌みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51 4,997

遠別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 1,756

増毛 0 0 0 0 25 2,500 1 100 26 2,600 26 2,600

名寄 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46 3,250

士別 0 0 37 740 0 0 0 0 37 740 43 1,280

美深 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

稚内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 3,100

枝幸オホーツク 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

幌延 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

歌登 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

猿払 0 0 0 0 3 300 0 0 3 300 3 300

稚内北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,100

0 0 37 740 28 2,800 1 100 66 3,640 285 24,321

北見 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 2,760

置戸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

遠軽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北見白樺 0 0 48 2,400 0 0 0 0 48 2,400 48 2,400

湧別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

紋別オホーツク 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 440

白滝 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佐呂間 0 0 14 520 0 0 0 0 14 520 14 520

東北海道WEB 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

網走 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 860

美幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

津別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 320

北見中央 0 0 1 100 0 0 0 0 1 100 25 6,439

網走桂 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300

端野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 63 3,020 0 0 0 0 63 3,020 187 14,039

1 1,000 201 9,460 39 2,932 4 296 245 13,688 901 110,809

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

R合計

R合計

R合計

地区合計

4

1

2

3

5

1

2

その他個人

2

2

1

2

3

1

2

R合計

R合計

その他クラブ LCIF合計 期首からの累計

1

1

R Z クラブ名
MJF一括 MJF分割

その他クラブ LCIF合計 期首からの累計
R Z クラブ名

MJF一括 MJF分割 その他個人

ー



実績 $110,809

＄1000未満

１０００ドル寄付者

月 R Z クラブ名 会員氏名

1 1 釧路みなと 大島　尚久 5,000 13
1 1 釧路みなと 井田　正昭 3,000 25
1 1 釧路 中谷　宣巨 1,000 28
1 1 釧路みなと 大津　幸三 1,000 2
1 1 釧路みなと 武田　真使 1,000 2
1 1 釧路みなと 松並　正幸 1,000 2
1 1 釧路みなと 佐々木　良吉 1,000 1
1 1 釧路みなと 浅野　一弘 1,000 3
1 1 釧路みなと 浅野目　充 1,000 1
1 1 釧路みなと 吉岡　幸二 1,000 1
1 1 釧路みなと 石田　健太郎 1,000 1
1 1 釧路みなと 熊谷　明男 1,000 1
1 1 釧路みなと 菅野　貴光 1,000 1
1 1 釧路みなと 西池　聡 1,000 1
1 1 釧路みなと 木村　宏幸 1,000 1

1 1 釧路みなと 大森　一道 1,000 1
1 1 釧路みなと 小原　修幸 1,000 1
2 1 当麻 佐藤　利博 1,000 1
2 2 富良野 佐藤　信雄 1,000 14
2 2 富良野 澁谷　正文 1,000 1
2 2 富良野 坂本　斉 1,000 3
3 2 帯広中央 香川　俊雄 1,000 18
4 1 羽幌 橋本　修司 1,000 1
2 2 富良野 広瀬　寛人 1,000 7
2 2 富良野 奥野　裕史 1,000 5
2 2 富良野 小山　芳明 1,000 1
3 1 帯広 石邑　義幸 1,000 8
3 2 帯広平原 矢吹　定夫 1,000 4
3 2 帯広平原 田邊　宏 1,000 3
3 2 帯広平原 清野　芳明 1,000 1
4 1 留萌みなと 柳澤　豊 1,000 5
5 1 北見 伊東　隆志 2,000 8
5 2 北見中央 浅野　敬一 1,000 19
5 2 北見中央 伊藤　光隆 1,000 8
1 1 標茶 木下裕幸 1,000 2
1 1 釧路みなと 井田　正昭 1,000 26
1 1 釧路みなと 楳田　欣也 1,000 1
3 1 音更 林　郁雄 1,000 1
3 1 音更 大熊　秀之 1,000 1
3 1 音更 松本　光伸 1,000 1
3 1 帯広さくら 高橋　好志子 1,000 6
4 2 名寄 村山　聡 1,000 8
1 1 標茶 熊谷　一行 1,000 1
1 1 釧路みなと 井田　正昭 1,000 27
1 1 釧路みなと 大島　尚久 1,000 14
1 2 中標津 長谷川　松美 1,000 7
3 1 帯広 稲川　議一 1,000 3
4 3 稚内北斗 井ノ浦　義明 1,000 39
5 2 北見中央 浅野　敬一 2,000 21

11月 1 1 釧路みなと 井田　正昭 1,000 28 1
12月 1 1 釧路みなと 井田　正昭 1,000 29 1

8月

９月

10月

23

11

8

7

今期目標15万ドル 74%

MJF $59,000

7月

2025～2026  1000ドル寄付
寄付額 回数 人数

$51,809
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（報告第 3 号） 

ＬＣＩＦ交付金 使用状況中間報告 
 

今年度、地区シェアリング交付金申請可能額➡33,762 ドル 

 

 ◆これまでの申請状況◆  

 

地区シェアリング交付金 

  2025 年 4 月 9 日  海洋プラスチックゴミによる 

海洋汚染問題について小学生への啓蒙活動 

7,677 ドル 交付済   資料① 

 

クラブシェアリング 

（１）2025 年 6 月  旭川平和 LC      

1,148 ドル 交付済  資料② 

（２）2025 年 10 月  釧路ぬさまい LC    

2,007 ドル 交付済  資料③ 

  （３）2025 年 10 月  稚内北斗 LC 

          1,376 ドル 交付済  資料④ 

  （４）2025 年 11 月  北見中央 LC 

          3,648 ドル 交付済  資料⑤ 

  （５）2025 年 11 月  釧路ぬさまい LC 

          2,030 ドル 交付済  資料⑥ 
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（報告第４号） 

 

 

緊急援助資金の活用について 

 

●東南アジア豪雨被災地支援について 

モンスーン豪雨に加え、二つの熱帯低気圧の影響で、スリランカ、インドネシア、

スマトラ島、タイ南部、マレーシア北部が大雨に見舞われ、大規模な洪水や土砂災害
により、約 1,500 人が亡くなっています。 
最も大きな被害を受けたスリランカやインドネシアでは、数十万人が避難所に身を

寄せ、清潔な水や食料確保に苦労している状況が現在も続くなか、大洪水によって家
屋や地域のインフラが破壊された被災地には、早急な救援物資、避難所が必要な状態
です。 
こうした状況を受け、ＬＣＩＦより大災害復興支援交付金 50 万ドルが直ちに決定

しましたが、同じアジアのライオンズとして、組織単位での支援として、一人 1,000
円の義援金を早急に会員に募って欲しい旨の要請文書が、LCIF 理事と（一社）日本
ライオンズからも届いております。 

331-Ｂ地区としては、地区緊急対応案件との理解の元、「331-Ｂ地区緊急援助資金
規則」に則り、地区緊急援助資金から正会員（1,622 名）一人 1,000 円の合計 1,622,000

円をＬＣＩＦを通じて支援いたしましたのでご報告いたします。 

 

➢ ３３１－Ｂ地区 緊急援助委員会 臨時委員会議事録について 

 

➢ ３３１－Ｂ地区 緊急援助委員会援助資金拠出の報告 
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MD/DISTRICT FORM　

複合地区/地区名

　MD/DISTRICT NAME District331B

ローマ字で記入してください

連絡先

電話番号/Eメールアドレス
0154-68-5647

kushirocab331b@marimo.or.jp
銀行振込日　Bank deposit made on

13/01/2026

寄付タイプ 寄付合計額（日本円）

寄付額（米ドル）

入金額を振込月のライオンズレートで換算した金額を記入してくだ

さい。

備考欄

Fund Designation  Donation Amount (JPY)  Donation Amount (USD)  Remarks

2025年東南アジア豪雨被災地支援

Southeast Asia Flooding 2025
¥1,622,000 $10,371.68

お問い合わせ先 ※事務局記入欄 Notes from OSEAL Office staff to Donor Service Dept. 

OSEAL調整事務局 LCIF課

LCIFTokyo@lionsclubs.org 

電話：050-1791-5824

複合地区・地区寄付報告内訳表

＃

クラブ名または準地区名

※アルファベットでのご記入をお願いします

（Club Name/Sub-District Name) クラブの場合はクラブ番号　Club ID 寄付金額（日本円での金額）　Donation in JPY 寄付金額（米ドルでの金額） Donation in USD

1 District 331 B 66207 ¥1,622,000 $10,371.68

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計Total ¥1,622,000 $10,371.68

※合計金額は1枚目の報告金額と一致させてください。必要に応じて列を増やしてご使用ください。

■　寄付の内訳（クラブまたは準地区ごと）がある場合には、次ページの内訳表をご使用ください。

SPECIAL REPORTING FORM FOR DESIGNATED FUND DONATIONS

For  Southeast Asia (Indonesia & Sri Lanka) Flooding 2025

2025年東南アジア豪雨被災地支援

この報告用紙は「2025年東南アジア豪雨被災地支援」指定寄付を複合地区・地区としてまとめ報告いただくためのものです。

This form is for MD/District to use for reporting Southeast Asia Flooding 2025.

■　この災害指定で個人寄付をされる場合（個人の寄付実績として記録される寄付）には、通常の寄付書式を使用してください。

その場合、寄付の種類で災害指定寄付を選び、「2025年東南アジア豪雨被災地支援」または" Southeast AsiaFlooding 2025"と備考欄にご記入ください。

■　災害指定された寄付金は、100％その災害復興のために使用されます。そのため、地区クラブシェアリング交付金を利用するための資金の対象とはなりません。

 複合地区・地区としてとりまとめてお振込みいただく際には、それぞれに割り当てられたみずほ銀行バーチャル口座の2番をご使用ください。
口座番号がご不明の場合にはお問い合わせください。
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【議案第１号】 
 

◆2026-2027 年度 ３３１－Ｂ地区 地区ガバナー立候補者届出書 

 

・地区ガバナー立候補者届出書 

・推薦状 

・次年度ホストクラブ同意書 

 

 

 

 

【議案第２号】 
  

◆2026-2027 年度 ３３１－Ｂ地区 第一副地区ガバナー立候補者届出書 

 

・第一副地区ガバナー立候補者届出書 

・推薦状 

 

 

 

 

【議案第３号】 
 

◆2026-2027 年度 ３３１－Ｂ地区 第二副地区ガバナー立候補者届出書 

 

・第二副地区ガバナー立候補者届出書 

・推薦状 
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2026-2027年度 331-B 地区 地区ガバナ ー 立候補者届出書

届出年月日

所 属

ふりがな

立候補者名

生年月日

2 0 2 5 年 9 月 2 7 日

第 2 R 第 2 Z 富良野ライオンズクラプ

ひろせ ひろと

L. 広 瀬 寛 人

62 歳

自 宅

1963 (S38)年 7 月 11 日
076-0023
富良野市栄町7番5号

0167-22-1963
090-3018-1573
ftax i@furano.ne.ip
076-0031

所
話
帯
ー

〒

.
mal-

〒

住
電
携

E

住 所I富良野市本町2番3号

勤務先 勤務先名

電 話
E-mai I

2005年 3月
2006年～2007年
2007年～2008年
2011年～2012年
2012年～2013年
2014年～2015年
2021年～2022年

2022年11月～2023年6月
2023年～2024年

株式会社富良野タクシ ー 役職名 代表取締役

ライオン歴（年度順）
・入会
・クラブ役職
・準地区
・複合地区役員
・授賞 アワ ー ド

2024年～2025年

2025年～2026年

妻

2025年
1991年4月

0167-22-3516 
ftax i@furano.ne.ip 
富良野ライオンズクラブ 入会
クラプ理事
クラブ理事
クラプ幹事
331-B地区 キャビネット会計
クラブ会計
富良野ライオンズクラブ第60代クラブ会長
331-B地区 GET副コ ー ディネーター

クラブ会計
331-B地区 GLTコ ーディネーター

331-B地区 第二副地区ガバナ ー

331-B地区 長期計画リサー チ委員会 副委員長
331-B地区 公益財団法人日本うイオンズ特別員会副委員長
331-B地区 GLTコ ー ディネーター

331-B地区 第一副地区ガバナ ー

331-B地区 LCIF副コ ー ディネーター

331-B地区 長期計画リサー チ委員会 副委員長
9月 I メルビン ・ ジョ ーンズ・フェロ ー7回

株式会社富良野タクシ ー 代表取締役職 歴
主要なものを列記し、

その役職名を併記
最 終 学 歴

公職・叙勲・賞罰

家 族
同居家族氏名・続柄
職業・年齢・性別

現在、主として勤務してい
る法人・団体等の内容

商号、本店、資本金等

ライオンズクラブ国際協会 331-B 地区
地区ガバナ ー L. 大島 尚久

東京経済大学 昭和61年 3月 卒業
富良野地方交通安全協会 会長
富良野保護司会 支部長

広瀬久美 株式会社富良野タクシ ー 取締役

l o o o 

私儀、 ライオンズクラブ国際協会331- B 地区 地区ガバナ ー として
立候補いたしたく、 クラブ推薦状を添え、 届出いたします。ヽ

ライオンズクラブ 署名
-—-
-ユ

61歳

J\ 
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2026-2027 年度 3 3 1 -B地区 第一副地区ガバナー立候補者届出書

届出年 月 日 2 0 2 5年 1 2月 9日

所 属 第 4 R 第 1 z 留萌みなと ライオンズクラブ

ふりがな やなぎさわ ゆたか
立候補者名 L.柳澤 豊

生年月日 1 9 6 0年 3月 1日 6 5 歳
〒 077-0031

住 所 留萌市幸町3丁目1-2

上半身・脱帽・白黒写真
自 宅 電 話 0164-42-8121 (4. 0cm x 5. 0cm) 

-······ ..-·-··．．．．．上·····幽▲●●●●●●●—·-●幽▲●●●●●●●●●●......._●▲．．．．．．．．．．．．··-····●●●幽』•�“幽▲●●綸●●●●“�.. .............................."...........“".........N• ...ヽ............................"•い•·贔•サ●●●●�●●●●............幽···············--··

携 帯 090-3117-8127

E-ma1 I yyutaka@mte. biglobe. ne. JP 
〒 077-0031

住 所 留萌市幸町3T目1-2

勤務先 勤務先名 株式会社 不二水道 I 役職名 I 代表取締役

電 話 0164-42-1955 
........〒•------··--··· ··········昏幽●●●●●●● -·· •••• . . ..+•ー· ..“←●●●—•--+*••-*•--•••—←•配—-----·••· ....ー···• --·-· • - -• - ---- ·--••--•ー.... •• •  ．←•• • -............ -•--• →●● • -• -•--· •----· • -•••• ........---........~-.........----

E-ma, I fuj i-suk@mocha.ne. j p 

2004年 10月 留萌みなとライオンズクラブ 入会
2010年～2011年 クラブ幹事
2012年～2013年 第49代クラブ会長
2014年～2015年 クラブ会計

ライオン歴（年度順） 2016年～2017年 331-B地区留萌キャビネット 運営委員長
2017年～2019年 331複合地区YCE委員会 委員長・入 会 2018年～2019年 第55代クラプ会長

・ク ラ ブ役職 2020年～2021年 331-B地区 GSTコ ーディネー タ ー

・準 地 区 2021年～2022年 331複合地区アラー ト委員会 委員
・複合地区役員 2022年～2023年 331-B地区 GMTコ ーディネータ ー

・授賞 アワ ー ド 2023年～2024年 331-B地区 GETコ ーディネー タ ー

2023年～6月 公認ガイディング・ライオン
2024年～2025年 331-B地区 第4 R第1 Z ゾーン ・ チェアパ ー ソン
2025年～2026年 331-B地区 第二副地区ガバナー

331-B地区 長期計画リサ ー チ副委員長
331-B地区 公益財団法人日本ライオンズ特別委員長

2025年 8月 メルビン・ジョ ーンズ・フェロ ー 6回
職 歴

1998年6月 株式会社 不二水道 代表取締役主要なものを列記し 、

その役職名を併記

最 終 ； 子 歴 留萌高等学校 定時制商業科 昭和54年3月 卒業

公職·叙勲・賞罰
留萌商工会議所常議員 留萌菅工事組合代表理事 留萌市建設協会副会長
留萌技能士会 会長

家 族 妻 柳澤啓美 隣）不二水道 取締役66歳
同居家族氏名・続柄 長女 柳澤美樹 誅）不二水道 取締役40歳
職業・年齢・性別

現在、 主として勤務して
株式会社 不二水道 代表取締役 資本金2000万いる法人・団体等の内容

商号、 本店、 資本金等

ライオンズクラブ国際協会 3 3 1 -B地区

地区ガバナー L. 大島 尚久

私儀、 ライオンズクラプ国際協会331-B地区 第一副地区ガバナ ー として立候補いたしたく、
クラブ推薦状を添え、 届出いたします。

畠ライオンズクラブ 署名 灯宵
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【議案第４号】

【収入の部】 （単位：円）

科　　　　　　目 本　年　度　予　算　額 執　行　額 備　　　　　考

前 年 度 繰 越 金 10,049,553 10,049,553
運 営 準 備 前 受 金 5,000,000 5,000,000
地 区 費 21,027,600 10,596,300
地 区 大 会 費 3,823,200 1,926,600
研 修 費 444,000 948,000 三役･事務局研修、テキスト代

オセアルフォーラム負担金 1,593,000 1,593,000
雑 収 入 　 2,036,071 地区シェアリング交付金･LCIFスタンド

そ の 他 702,650 各事業登録料等

合　　　　計 41,937,353 32,852,174

【支出の部】
科　　　　　　目 本　年　度　予　算　額 執　行　額 備　　　　　考

会 議 費 Ａ 2,000,000 1,339,968
会 議 費 Ｂ 910,800 910,800
旅 費 A 1,700,000 1,176,260
旅 費 B 1,150,000 777,240
通 信 費 Ａ 800,000 537,924
通 信 費 Ｂ 105,600 105,600
印 刷 費 Ａ 1,500,000 1,265,480
印 刷 費 Ｂ 105,600 105,600
人 件 費 6,300,000 5,047,907
事 務 所 費 1,200,000 593,540
光 熱 費 315,000 182,627
消 耗 品 費 250,000 177,201
備 品 費 500,000 209,957
贈 呈 費 500,000 265,716
慶 弔 費 450,000 135,960
交 際 費 300,000 240,880
新 入 会 員 促 進 費 200,000 80,300
引 継 費 280,000 0
雑 費 Ａ 450,000 108,087
雑 費 Ｂ 431,200 431,200
広 報 費 1,500,000 957,000
研 修 費 420,000 875,951 三役･事務局研費、テキスト代等
ア ワ ー ド 費 200,000 0
青 少 年 育 成 費 1,200,000 1,107,040
地 区 大 会 費 3,824,125 1,912,525
各種委員会事業費 200,000 779,734 海洋ごみ事業費等
次期 Ｃ Ａ Ｂ 前 渡金 5,000,000 0
YCEキャンプ負担金 500,000 75,000
GATコーディネーター費 600,000 280,677
G M A 事 業 300,000 127,600
オセアルフォーラム負担金 1,593,000 1,593,000
予 備 費 200,000
剰 余 金 6,952,028
残 高 11,451,400

合計 41,937,353 32,852,174

331-Ｂ地区一般会計中間報告書
2025年7月1日～2025年12月31日
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(単位：円)

科目 金額 科目 金額
現　　　金 一　般　残　高 11,451,400

普　通　預　金 11,451,400 借　入　金
仮　払　金 仮　受　金

合　　　　　計 11,451,400 合　　　　　計 11,451,400

　　　  　　　　  　　　　　　　　　　 （単位：円）
科　　　　目 支　　　　　出 収　　　　入 摘　　　　　要

（地区運用基金）
前年度より繰越金 4,861,556

会　員　収　入 0
緊急援助資金

雑　収　入
残　　　　高 4,861,556
合　　　　計 4,861,556 4,861,556

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　  　　　　　　　　　 （単位：円）

科　　　目 金　　　　額 科　　　目 金　　　　額
現　　　金 地区緊急援助資金 4,861,556

普　通　預　金 4,861,556
合　　　　　計 4,861,556 合　　　　　計 4,861,556

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　  　　　　　　　　　　　 （単位：円）
科　　　目 支　　　出 収　　　入 摘　　　要

前年度より繰越金 1,795,755
会　員　収　入 796,500 1,593名×500円

献眼運動推進事業費
雑　収　入
残　　　高 2,592,255

合　　　　計 2,592,255 2,592,255

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　  　　　　　　　　　　 （単位：円）

科　　　目 金　　　　額 科　　　目 金　　　　額
現　　　金 献眼運動推進事業費 2,592,255

普　通　預　金 2,592,255
雑　収　入

合　　　　　計 2,592,255 合　　　　　計 2,592,255

331-Ｂ地区特別会計(Ｂ：献眼運動推進費)

331-B地区一般会計貸借対照表
2025年12月31日　現在

借　　　方 貸　　方

331-B地区特別会計(Ａ：緊急援助資金）
収支中間報告書

2025年7月1日～2025年12月31日

貸借対照表
2025年7月1日～2025年12月31日

借　　　方 貸　　方

収支中間報告書
2025年7月1日～2025年12月31日

貸借対照表
2023年7月1日～2023年12月31日

借　　　方 貸　　方
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【議案第６号】 
 

◆地区年次大会における決算審議に関する件について 

（説 明） 

第 72回地区年次大会における 2025年～2026年度 331-B地区会計決算

報告は、大会期日が会計年度途中のため、決算審議は次期第 1回キャビネット

会議に権限を委譲致したい。 

よって、第 72回地区年次大会に承認を求めたい。 

 

【議案第７号】 
 

◆献眼運動推進費に関する件について 

（説 明） 

NPO 旭川医大アイバンクに対する財政支援が不要になったため、名称と規

程を変更し、引き続き視力保護・視力回復等に係る事業を行いたい。 

名称及び規程変更案は下記の通り 

 

2025～2026年度 331-B 地区 視力保護・視力回復等に係る事業費積立金 

運用規程（案） 

 

この規程は地区内において、視力保護・視力回復等に係る事業費積立金の

適正且つ効率的運用を期すため、次の条項を設けるものである。 

 

記 

 

1.委員会構成 

積立金運用決定に当たるための委員会は、地区ガバナー、第一副地区ガバ

ナー、第二副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計、地区献血･

献眼･薬物防止委員長をもって構成し、委員長は地区ガバナーがこれにあた

る。 

 

2.視力保護・視力回復等に係る事業費積立金の支出 

地区内の視力保護・視力回復等に係る事業に対する啓発活動及び広報活

動等の中から委員会の決議により採択する。 

資金の使途及び金額はその都度決定する。 

 

3.積立金運用報告 

積立金の運用実施報告については、キャビネット会議において速やかに報告

するものとする。 

 

4.監査 

地区特別収入による暫定特別会計として、地区監査委員会の監査を受けるも

のとする。 
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5.施行 

本規程は地区キャビネットの任期に併せ、2025 年 7 月 1 日より遡って施行す

る。 

（現行の名称及び規程は、別紙にて配布） 

 

よって、第 72回地区年次大会で議案にいたします。 

 

【議案第８号】 
 

  ◆地区費等徴収金額の件について 

 

2026 年～2027 年度 331-B 地区の地区費・地区大会費・献眼運動推進費に

ついては、下記の様に徴収したい。 

 

（内 訳） 

地 区 費 会員一人当たり 月額 １，１００円 

地 区 大 会 費 会員一人当たり 月額   ２００円 

(特別会計) 

献眼運動推進費 会員一人当たり 年額     ０円 

（但し、特典会員については上記地区費等の徴収はしない。） 

 

よって、第 72回地区年次大会に 承認を求めたい。 

 

 

【議案第９号】 
 

◆331-B地区緊急援助資金規則に基づく資金の補充について 

（説 明） 

2003年 6月 30日付で施行された、331-B地区緊急援助資金規則第 2条 3に

より、資金の基準額は 500 万円となっているが、本年度「東南アジア豪雨被災地」

への緊急援助金として、1,622,000円を支出いたしました。 

その結果、資金残高が 2026 年 1 月 15 日現在 3,239,556 円となり基準額を割

ったため、次年度（2026-2027 年度）331-B 地区会員に、年額 1,100 円の拠出を

お願いしたい。 

（但し、特典会員については徴収しない。） 

 

よって、第 72回地区年次大会で議案に致します。 
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第７２回地区年次大会組織表（案）

大会長・地区ガバナー

 Ｌ．大島　尚久 （釧路みなと）

 大会名誉顧問

 L. 広瀬　寛人　（富良野）

 L. 柳澤 　豊　  （留萌みなと）

 大会委員長  大会副委員長

 L. 髙瀬　 力 （釧路ぬさまい）  L.川人　正和 (釧　路）

 L.髙橋　清美（白　糠）

 L.田中　 進 （標　茶）

 L.菅野　貴光（釧路みなと）

 大会幹事  大会事務局長  L.中川　大策（釧路湿原）

 L.木村　宏幸（釧路みなと）  L. 古谷　龍彦 (釧路ぬさまい）  L.島　　孝治（根　室）

 大会事務局次長  L.松原　 臣 （羅　臼）

 L. 青木　秀史（釧路ぬさまい）

 L.綿貫　裕介（釧路みなと）  大会事務局次長

 L.井田　正昭（釧路みなと）  L. 阿部　将和（釧路ゆうやけ）

 大会事務局員

 L.大津　幸三（釧路みなと）

 大会会計監査委員

 L.淋代　靖人（根　室）

 L.小野　哲也（羅　臼）

企画・運営・受付

会場設営・接待式　　典  Ｌ.阿部　将和 (釧路ゆうやけ）  Ｌ.合林　拓郎（釧路ゆうやけ）

晩  餐  会
企画・運営・

会場設営
 Ｌ.長谷川　伸（釧　路）  Ｌ.藤井　芳和（釧　路）

ゴ  ル  フ
企画・運営・

表彰
 Ｌ.齋藤　昇一（標　茶）  Ｌ.小林　 浩　(標　茶)

救護・駐車場

 L.小原　修幸（釧路みなと）

大

　

会

　

部

　

会

部　会　名  部　会　長  副　部　会　長

総　　務
総務・登録

宿泊・売店
 Ｌ.青木　秀史（釧路ぬさまい）

 L. 村岡 正次　L. 前田 益夫

 L.有田 高行　 L. 山𠮷 行雄

        大  会  記  念  誌  Ｌ.残間　和義（釧路湿原）  Ｌ.川田　雄一（釧路湿原）

 L.熊谷　明男（釧路みなと）

 L.大森　一道（釧路みなと）  L.久保田 庸央（釧路ぬさまい）

 L.新谷　誠治 （中標津）

 L.松尾　典彦 （釧路ゆうやけ）

 L.相原　幸雄（釧路みなと）

 L.浅野　一弘（釧路みなと）

 L.浅野目　充（釧路みなと）  大会会計  伊藤　恵美

【議案第10号】

 大会副幹事

 L.中谷　宣巨（釧　路）

 L.伊東　隆志（北　見） 副大会長・第一副地区ガバナー

 L.藤原　回向（稚内北斗）

 L.阿部　 昭 （士　別） 副大会長・第二副地区ガバナー

 L.香川　俊雄（帯広中央）

 L.奥山　壽雄（白　滝）

 L.山田　正昭（釧路ぬさまい）

 L.佐藤　信雄（富良野）

 L.井ノ浦 義明（稚内北斗）
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【議案第11号】 

 

第７２回地区年次大会委員長アワード（案） 

 

１．本登録第１号賞 

２．最多登録クラブ賞（ホストクラブ除く） 

３．ライオンレディ最多登録賞 

４．登録最年長参加賞 

５．本登録第７２号賞 
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２０２６年５月２３日（土）

釧路市生涯学習センター　まなぼっと

代議員登録受付

資格審査・議事運営・指名選挙・決議正副委員長会議

代議員総会

代議員分科会

代議員再開総会

大会式典登録受付

大会式典

司　会 大会副幹事 L. 大森　一道

１. 大会議長 L. 大島　尚久

２. 大会副幹事 L. 大森　一道

３. 大会議長 L. 大島　尚久

４. 資格審査委員長 L. 大島　尚久

５. 議事運営委員長 L. 木村　宏幸

６. 指名選挙委員長 L. 櫻井　正人

７. 決議委員会の構成について説明 決議委員長 L. 村山　 聡

８. 大会副幹事 L. 大森　一道

９. 指名選挙委員長 L. 櫻井　正人

１０. 大会議長 L. 大島　尚久

１１. 決議委員長 L. 村山　 聡

１２. 大会議長 L. 大島　尚久

１３. 大会議長 L. 大島　尚久

１４. 大会議長 L. 大島　尚久

１５. 大会議長 L. 大島　尚久

１６. 大会議長 L. 大島　尚久

【分科会審議】

【代議員再開総会】

【議案第12号】

日　　時

採決

※ガバナー及び第一及び第二副地区ガバナーの信任投票受付

　１３：３０ ～ １４：１０

　１４：２０ ～ １４：５０

代議員総会再開宣言

信任投票開票結果報告

開会宣言

ガバナー及び第一及び第二副地区ガバナーの信任投票

大会議事規則及び議事運営説明

　１２：００ ～ １３：００

代議員資格審査結果報告

大会議長挨拶

役員紹介

地区ガバナーエレクト紹介

第一副地区ガバナーエレクト紹介

第二副地区ガバナーエレクト紹介

閉会宣言

ライオンズクラブ国際協会331-B地区

代議員総会プログラム(案）

第７２回地区年次大会

各分科会決議答申

ガバナー及び第一及び第二副地区ガバナー当選者の宣言

　１２：００ ～ １３：００

　１２：１５ ～ １２：４５

　１４：００ ～ １５：００

　１３：００ ～ １３：２０

　１５：１０ ～ １７：００

場　　所

【代議員総会】
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大会議長 地区ガバナー Ｌ.大島　尚久 大会顧問 地区名誉顧問会議長 Ｌ. 中谷　宣巨

大会副議長 第一副地区ガバナー Ｌ.広瀬　寛人 大会顧問 地区名誉顧問会 Ｌ. 伊東　隆志

大会副議長 第二副地区ガバナー Ｌ.柳澤　豊 大会顧問 地区名誉顧問会 Ｌ. 藤原　回向

大会副議長 前ガバナー Ｌ.伊東　隆志 大会顧問 地区名誉顧問会 Ｌ. 阿部　　昭

大会幹事 Ｌ.木村　宏幸 大会顧問 Ｌ. 香川　俊雄

大会会計 Ｌ.大津　幸三 大会顧問 Ｌ. 奥山　壽雄

大会顧問 Ｌ. 山田　正昭

大会顧問 地区名誉顧問会 Ｌ. 佐藤　信雄

大会顧問 地区名誉顧問会 Ｌ. 井ノ浦義明

委員会 委員長

Ｌ.大津　幸三

Ｌ.渡部　候司  ◎大会副幹事 Ｌ．大森　一道

Ｌ.長谷川松美

　

Ｌ．大熊　秀之  〇大会副幹事 Ｌ．綿貫　裕介

Ｌ.関東　正浩

Ｌ.伊藤　光隆

Ｌ．橋本　修司

Ｌ．佐々木隆博

Ｌ．岡谷　繁勝

Ｌ．小路　泰孝

Ｌ.佐藤　利博

Ｌ.田中　香織

【議案第13号】

ライオンズクラブ国際協会331-Ｂ地区

第72回地区年次大会

代議員総会 運営委員会構成(案）

副委員長 委員・◎司会○記録(設営･案内）

地区名誉顧問会

地区名誉顧問会

地区名誉顧問会

指名選挙
ＧＳＴｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
Ｌ.櫻井　正人

決    議
ＧＥＴｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
Ｌ.村山　　聡

第5Ｒ第2Ｚ・ＺＣ

第4Ｒ第1Ｚ・ＺＣ

第4Ｒ第2Ｚ・ＺＣ

第4Ｒ第3Ｚ・ＺＣ

 ＧＬＴｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

第2Ｒ第1Ｚ・ＺＣ

第2Ｒ第2Ｚ・ＺＣ

 地区会計

第1Ｒ第1Ｚ・ＺＣ

第1Ｒ第2Ｚ・ＺＣ

第3Ｒ第1Ｚ・ＺＣ

議事運営
大会幹事

Ｌ.木村　宏幸

資格審査
地区ガバナー
Ｌ.大島　尚久

第5Ｒ第1Ｚ・ＺＣ
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分科会 委員長 副委員長 委員・◎司会○記録 顧　問

地区ＧＬＴ
コーディネーター 大会会計 ◎大会副幹事 Ｌ.中谷　宣巨

会計 Ｌ.小路　泰孝 Ｌ.大津　幸三 Ｌ.大森　一道 Ｌ.奥山　壽雄

会則･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員長
〇会則･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
　副委員長 Ｌ.山田　正昭

Ｌ.髙橋　哲也 Ｌ.西池　聡 Ｌ.佐藤　信雄
献血・献眼・
薬物防止委員長

献血・献眼・
薬物防止副委員長

Ｌ.齋藤　修嗣 Ｌ.宮北　晃悦

第1Ｒ第1Ｚ･ＺＣ

Ｌ.渡部　候司

第1Ｒ第2Ｚ･ＺＣ

Ｌ.長谷川松美
地区ＷＹＰＴ
コーディネーター

Ｌ.木下　裕幸

【第二分科会】

分科会 委員長 副委員長 委員・◎司会○記録 顧　問

長期計画リサーチ 委員長 大会幹事 ◎大会副幹事 Ｌ.香川　俊雄

長期計画リサーチ   Ｌ.伊東　隆志 Ｌ.木村　宏幸 Ｌ.綿貫　裕介 Ｌ.井ノ浦義明
国際大会･国際協調・
LCIF委員長

〇国際大会･国際協調・
　LCIF副委員長

Ｌ.石田健太郎 Ｌ.佐々木良吉
オセアルフォーラム特別
委員長

オセアルフォーラム特別
副委員長

Ｌ.杉本　隆英 Ｌ.島　 孝 治

アラート委員長 Ｌ.佐藤　邦彦

Ｌ.浅野　敬一 Ｌ.寺中　賢武

第2Ｒ第1Ｚ･ＺＣ

アラート Ｌ.佐藤　利博

第2Ｒ第2Ｚ･ＺＣ

Ｌ.田中　香織

第3Ｒ第1Ｚ･ＺＣ

Ｌ.大熊　秀之

【議案第14号】

ライオンズクラブ国際協会331－Ｂ地区

第72回地区年次大会

決議委員会・分科会構成（案）
【第一分科会】

会則・
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

献血・献眼・
薬物防止

国際大会・国際
協調・LCIF

オセアルフォーラ
ム特別
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【第三分科会】

分科会 委員長 副委員長 委員・◎司会○記録 顧　問
地区ＧＭＴ
コーディネーター レオ･青少年委員長 ◎大会副幹事 Ｌ.阿部　　昭

レオ・青少年 Ｌ.矢吹　定夫 Ｌ.藤井　芳和 Ｌ.小原　修幸 Ｌ.藤原　回向

ＹＣＥ委員長 ○大会副幹事

ＹＣＥ Ｌ.小野寺一史 Ｌ.浅野目　充

Ｍ・ＩＴ委員長 レオ･青少年副委員長

Ｍ・ＩＴ Ｌ.楳田　欣也 Ｌ.清野　芳明
平和ポスターコンテスト
委員長 ＹＣＥ副委員長

Ｌ.吉岡　幸二 Ｌ.佐藤　豪一

第4Ｒ第1Ｚ･ＺＣ Ｍ・ＩＴ副委員長

Ｌ.橋本　修司 Ｌ.舟山　和宏

第4Ｒ第2Ｚ･ＺＣ Ｌ.馬場　英樹

Ｌ.佐々木隆博
平和ポスターコンテスト
副委員長

第4Ｒ第3Ｚ･ＺＣ Ｌ.松並　正幸

Ｌ.岡谷　繁勝

第5Ｒ第1Ｚ･ＺＣ

Ｌ.関東　正浩

第5Ｒ第2Ｚ･ＺＣ

Ｌ.伊藤　光隆

平和ポスター
コンテスト
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第 Ｒ ・ 第  Ｚ １月末現在会員数 名

ク ラ ブ名　　　     ＬＣ

会長署名 貴クラブ代議員数 名

　　　下記の会員は、当クラブにおいて正式に指名され任命された代議員及び補欠の代議員であり

　　　それぞれ下記の決議委員会（分科会）に派遣することを推薦いたします。

代議員

補　　欠

オブザーバー

代議員

補　　欠

オブザーバー

代議員

補　　欠

オブザーバー

返信日　2026 年　　　　月　　　　日

　　[第二分科会]

長期計画リサーチ
国際大会・国際協調・ＬＣＩＦ
オセアルフォーラム特別
アラート

　　[第三分科会]

レオ・青少年
ＹＣＥ
Ｍ・ＩＴ
平和ポスターコンテスト

ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｂ地区

第７２回地区年次大会

代　議　員　推　薦　名　簿

分科会所属代議員氏名

　　[第一分科会]

会計
会則・コンプライアンス
献血・献眼・薬物防止

【議案第15号】

※貴クラブの控えは、コピーをお願い致します。
※代議員の分科会の所属が変更になる場合もありますのでご了承ください。

締切日：２０２６年３月１９日（木）厳守

クラブ代議員以外の有資格者（現地区ガバナー、前・元地区ガバナー）

ご　氏　名

ご　氏　名
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防災準備交付金申請書 

【一般情報】 
 

・申 請 日： 2025 年 2 月 16 日  

・事業が行われる場所：北海道釧路市、根室市、釧路町、白糠町、標茶町、羅臼町、  

中標津町（北海道  道東地区 2 市 5 町）  

【関係クラブ】釧路ＬＣ、白糠ＬＣ、標茶ＬＣ、釧路みなとＬＣ、釧路湿原ＬＣ、  

根室ＬＣ、羅臼ＬＣ、釧路ぬさまいＬＣ、中標津ＬＣ、釧路ゆうやけＬＣ  

・申 請 金 額：＄１２，７２０  

・申 請 地 区：３３１－Ｂ  

 

【事業の説明、目標および目的】 
1.  地区における自然災害の歴史はどのようなものですか？これまでの  

自然災害の頻度と深刻度をご記入ください  

 

北海道の道東地区は、日本列島の中でも地震やそれに伴う津波の発生リスクが高く、過去に甚大

な被害を経験しています。また、大雨による水害や冬の暴風雪も発生しています。   

（自然災害の主な種類、頻度、深刻度 ）  

道東地区における主な自然災害とその特徴は以下の通りです。  

①  地震と津波  

千島海溝や日本海溝沿いでは、大規模なプレート境界型地震が繰り返し発生しており、道東地

区はその影響を強く受けています。   

・頻度 :  歴史的に見ると、十勝沖や根室沖では数十年に一度の頻度でマグニチュード 8 クラスの

巨大地震が発生しています。  

・深刻度 :1993 年釧路沖地震（M7.5） :  釧路地方を中心に家屋損壊などの被害が発生しまし

た。2003 年十勝沖地震（M8.0） :  十勝地方を中心に大きな被害をもたらし、広範囲で停電など

も発生しました。  

釧路・道東沖では、今後 30 年以内に M8～ 8.6 程度の十勝沖地震（発生確率 20%程度）や

M7.8～ 8.5 程度の根室沖巨大地震（発生確率 80%程度） 、さらには M8.8 以上の超巨大地震

（ 30 年以内確率 7～ 40%）が発生する可能性があり、特に千島海溝沿いの巨大地震による大津

波への警戒が重要で、釧路市においては人的被害想定が市民の半数の 77,000 人に及び、自

治体も防災対策を強化しています。地盤が軟弱な地域も多く、地震・津波対策が切迫している

状況です。  

 

【千島海溝巨大地震の被害想定】  

北海道庁による被害想定  

北海道大学教授のレポート  

【議案第 16 号】 
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・津波被害 :  地震発生時には津波のリスクが非常に高く、過去の地質学的記録からも壊滅的な

津波が繰り返し襲来していたことが分かっています。天保 14 年（ 1843 年）の根室南

方沖地震津波や、チリ地震津波（ 1960 年）なども被害をもたらしました。  

②  風水害（台風・豪雨 ）  

・頻度 :  台風が勢力を保ったまま接近することは稀ですが、北上する過程で温帯低気圧に変わっ

た後や、停滞前線の影響で集中豪雨が発生することがあります。  

・深刻度 :1981 年（昭和 56 年） 8 月の洪水（ 56 水害） ：台風 12 号と 15 号の影響による記録的

な豪雨で、十勝川流域などで甚大な氾濫被害が発生しました。   

③  冬期の災害（豪雪・暴風雪）  

北海道特有の冬の厳しい気象条件も重要な災害要因です。  

・頻度 :  ほぼ毎年、冬型の気圧配置が強まる時期に発生します。  

・深刻度 :  記録的な大雪や暴風雪は、交通網の寸断、長時間の停電、特に道東地域では、吹き

溜まりによる影響も大きくなることがあります。   

④  火山噴火  

道東には複数の活火山が存在します（例 ：雌阿寒岳、摩周湖周辺など）。  

・頻度 :  大規模な噴火は稀ですが、有史以来、噴火活動は続いています。  

・深刻度 :  噴火が発生した場合、降灰による広範なインフラ被害や、避難生活の長期化が懸念さ

れます。   

 

2.  地区内のライオンズクラブ及び、その他の地域組織の既存の緊急計画をご説明く

ださい。事業の対象地域におけるこれまでの救援活動にライオンズクラブが関与

したことがあれば、それについてご説明ください。  

 

道東地区の 10 ライオンズクラブは、災害時に地方自治体や社会福祉協議会との連携をスムーズ

にするため「災害時における福祉・ボランティア活動支援に関する相互連携協定」の締結を進めてお

り、主に資機材の提供、ボランティアセンターの運営支援、緊急物資の配布などの、救援活動を計画

しています。また、331-B 地区アラート委員会では、66 クラブ全てに 1 名ずつアラート委員を設置し、

災害時に迅速に対応出来るようにしています。  

 

他の地域組織については、それぞれ独自の緊急計画に乗っ取り、防災訓練等を行っています。  

ライオンズクラブは相互応援協定に基づき対応します。  

 

国土交通省の防災訓練  

 

 

対象地域における、これまでの救援活動にライオンズクラブが関与したことはありま

せん。  
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3.  防災準備を支援するライオンズの行動計画について概説してください  

a.  防災準備活動の対象となる地理的地域を明記してください  

 

①  釧路市②釧路町③白糠町④標茶町⑤中標津町⑥羅臼町⑦根室市  

道東地区 10 ライオンズクラブのある 2 市 5 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b.  推定される受益者数は何人ですか？  

 

・段ボールベッドによる受益者  ８０人  

・トイレによる受益者  ３０人収容の避難所に２セットを５０か所  ７５０人  

・段ボールベッドによる組み立ての実習  

 ３０人の小学生に１０か所で訓練  ３００人  

      

合計で１１３０人（ただし避難所に人数により多寡がある）  

 

c.  事業はどのようなスケジュールで実施されますか？  

 

１２月下旬  各クラブから自治体に説明。  

各クラブにマッチング資金提供と金額の確認  

 １月中旬  各自治体に希望する品目と数の確認  

 １月下旬  品物の見積と自治体の保管場所について確認  

 ２月上旬  キャビネット会議で審議  

 ３月末   各自治体の保管場所について実地検分  

 ４月末   最終確認と発注  

 ５月    2 市 5 町に贈呈式  

６月中旬  納品後、保管場所の確認  

段ボールベッドの組み立て訓練を随時小学校等で実施  
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d.  その事業は地域社会全体の緊急・防災準備体制にどのように組み込まれます

か？  

 

 各自治体の保管場所に備蓄し防災体制を整える一助とする  

 

e.  他に参加する組織があれば、背景情報を提供し、事業を支援するその役割につ

いてご説明ください。  

 

防災士ネットワークが行う段ボール組み立て訓練やトイレの使用方法につ

いての防災訓練に協力し防災準備態勢を整える  

 

 

f.  特にこの事業では、ライオンズやＬＣＩＦの貢献であることがどのように表示

されますか？  

 

年次大会で 2 市 5 町の各市長、町長をお招きし寄贈式を行う予定です。  

2 市 5 町の新聞社に記事の掲載をお願いするとともに、釧路根室管内の各自

治体に寄贈するため各自治体の広報誌に大きく取り上げていただくよう働

き奉仕のインパクトをアピールする。  

LCIF 交付金事業という、ラベルを作成し物品に一つずつ貼る。  

 

【事業予算】 
 

収入（ 1＄ 157 円）  支出（ 1＄ 157 円）  

資金源  金額＄  備考  経費項目  金額＄  経費に関する説明  

釧路 LC 318 50,000 円  1 釧路市  5,088 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

釧 路 み な と LC 318 50,000 円  2 釧路町  1,272 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

釧 路 ぬ さ ま い LC  318 50,000 円  3 白糠町  1,272 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

釧 路 ゆ う や け LC  318 50,000 円  4 標茶町  1,272 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

釧路湿原  318 50,000 円  5 根室市  1,272 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

白糠 LC 318 50,000 円  6 中標津町  1,272 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

標茶 LC 318 50,000 円  7 羅臼町  1,272 簡 易 ベ ッ ド 、 ト イ レ 他 、 送 料  

根室 LC 318 50,000 円      

中標津 LC 318 50,000 円      

羅臼 LC 318 50,000 円      

       

LCIF 9,540 見 込 み      

合計  12,720   合計  12,720  
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【申請書の承認】 
 

・第 3 回キャビネット会議  議事録を添付します。  

 

・地区ガバナーの署名  

ここに、私がＬＣＩＦ防災準備交付金の交付基準と交付金申請書を確認したことを証

明します。私の知る限り、ここに提示された情報は正確であり、記述された通りの必

要が存在します。私は、本申請書を承認するとともに、資金が交付された場合には、

交付金管理責任者として、確実にその資金が適正かつ効果的に使用され、正当な会計

処理、ならびにライオンズクラブ国際財団への定期的な報告が行われるよう、全力を

尽くします。  

 

 

 

地区ガバナー氏名：    大島  尚久    地区名：    331-Ｂ地区  

住   所：   北海道釧路市中島町 6-25 

電話番号：   0154-68-5647     ＦＡＸ番号：   0154-68-5648 

Ｅメール：   kushirocab331b@marimo.or.jp  

署名   Oshima Naohisa             日付  
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無し議案・提案・質問　

　第三回キャビネット会議　提出議案
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各コーディネーター 

各委員会 報告 

 

 

 

 
 

ー136ー



地区ＧＭＴコーディネーター報告 

Ｌ．矢 吹 定 夫 

各ライオンズクラブに「会員拡大」を目的として「ＳＷＯＴ分析」「会員動向集計表」「行動計

画」等の作成をお願いし実行して頂きました。 

① 「ＳＷＯＴ分析」は、各クラブの強み、弱み、機会、脅威を把握していただき今後のクラブ運

営に役立てください。 

② 「会員動向集計表」は、各クラブの年齢構成、会員種別、女性会員等の情報をライオンポータ

ルより抽出している為、正確な入力を入力管理者（事務局員等）にお願いします。（（生年月日、

姓名の漢字入力等） 

③ 「行動計画」の作成は、全会員に依頼し現在も進行中であり、各ゾーン・チェアパーソンに取

りまとめをお願いしているところであります。 

「会員拡大」は、クラブ会員が暮らしている地域の社会奉仕活動を目的とした仲間を増やし、

生涯の友人を作り、個人としての成長や仕事に活かせる経験をする為にも必要不可欠です。 

より良い地域のニーズに合ったアクティビティ（奉仕活動）を考案し実行する為には、若い力

が必要です。 

まずは、自分の所属するクラブの「会員拡大」をお願い致します。 

 

 

地区ＧＥＴコーディネーター報告 

Ｌ．村 山  聡 

昨年は、ゾーン・チェアパーソン、ゾーン委員を始め、各クラブ役員の皆さんには、会員増強

に向けた取組についてご協力を頂きありがとうございました。 

引き続き継続していただき、下期には結果を出していかなければならないと思っていますので

よろしくお願いします。 

現在の状況ですが、第４R第２Zに於いてWEBクラブ結成に向けて行動をしているところで

あります。この地域で２０名の人材を確保するには厳しいところでは有りますが、現在内諾を頂

いているメンバーを中心に拡大していきたいと思っております。今月には２回目目の懇談説明会

を開催し、さらに新しいメンバーを見つけていきたいと思います。また、先月には名寄大学に訪

問をさせていただき、家村学長にキャンパスクラブの説明をさせていただき協力をお願いしてき

ました。併せてスペシャルオリンピクス北海道の阿部雅司理事長に名寄大学SOサークルを中心

にスペシャリティークラブのお願いをしているところであります。 

また、佐々木ＺＣには士別ＬＣに幌加内支部結成に向けて取組をしていただいているところで

あります。 

いずれにいたしましても中々厳しい状況では有りますが、下期に於いては結果を出していきた

いと思いますので、ご協力頂きますようよろしくお願いいたします。 
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地区ＧＬＴコーディネーター報告 

Ｌ．小 路 泰 孝 

日々ライオンズクラブにおける奉仕活動、キャビネット業務に、ご尽力を賜り誠にありがとう

ございます。 

釧路キャビネットの地区ＧＬＴコーディネーターとして半期が経過し、目標としておりまし

た、ライオンポータルの推進とセミナーの開催につきまして、皆様のご支援とご助力を頂きなが

ら、少しずつ前に進んでおります。 

 昨年は、オセアルフォーラム札幌での、ライオンポータルセミナーに参加し、また11月 

26日には、Lion（Portalアップデートについて、ウェビナーにて理解を深める中、ポータル内の

未整備や、機能の不便さは多々感じており、更なる機能向上を期待している状況でありますが、

ライオンポータル会員全員取得に向けて、皆様への更なるご利用をお願い申し上げます。 

さて次にＧＬＴセミナーについてですが、既に各クラブへご案内をさせて頂いておりますが、

Ｚｏｏｍにて３月７日（土）開催を予定しており、準備を進めております。講師には、元国際理

事の濱野ライオンをお招きし、クラブ活性化やリーダーシップ等の講話をいただく予定でござい

ます。 

地域のリーダーである各クラブの三役、及び第一副会長をはじめ、今後のリーダーを目指され

ている会員の皆様が対象になっておりますが、ＺＣ、Ｚ委員はもちろんのこと各コーディネータ

ー、各委員長の皆様も、是非、ご参加をお願い申し上げます。 

残りの半期も331-B地区活性化のため、獅子奮迅の勢いで活動していく所存でございますの

で、さらなるご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

地区ＧＳＴコーディネーター報告 

Ｌ．櫻 井 正 人 

半期が過ぎ大島ガバナーのもと、７月からスタートしました献血250万mlキャンペーンも半

年が過ぎ12月末現在で1,510,629mlとなり目標まで約100万mlとなっています。達成まで改め

てご協力お願い致します。 

次に薬物乱用防止教育講師養成の講座の件ですが、昨年の11月29日に終了しております。今

回は釧路の会場と初めてのZOOMでの開催ではございましたが、特別大きな事故もなく無事に

終了することができました。これもひとえに、この認定講座に携わって頂いた関係者の皆様、そ

して早くから準備をし、段取りして下さった斎藤委員長、宮北副委員長をはじめとするキャビネ

ット構成員の方々のおかげだと感じております。ありがとうございました。 

次に、環境保全に関わる事業の推進で、今期地区シェアリング交付金を活用して小学生を対象

に海洋プラスチックゴミ問題の授業を地区内の３か所（留萌、網走、釧路）で行っております。
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すでに授業は昨年の９月にて終了しておりますが、その授業内容をDVDに録画し３３１－B地

区内の小学校に配布し海洋プラスチックゴミ問題に早い段階で関心を持っていただきたいと思い

取り組んでいます。１月現在ですがDVDの制作は90％以上終わっております。完成次第地区内

の小学校にお届けできるように段取りをしていきたいと思っています。 

最後に、中古眼鏡リサイクル事業の件ですが1月現在で1,147個集まっています。第４回のキ

ャビネット会議まで集めますので各クラブに声掛け等をして頂き回収に引き続きご協力よろしく

お願いいたします。 

 

 

地区ＬＣＩＦコーディネーター報告 

Ｌ．坂 本  斉 

皆さま、こんにちは。LCIFコーディネーターの坂本です。 

上半期のLCIF寄付金は、地区目標15万ドルに対し11万ドルを超えるという、大変嬉しい成

果となりました。LCIFスタンドや懇親会での温かいご寄付、各クラブの皆さまの継続的なご協

力、そして地区シェアリング交付金・クラブシェアリング交付金を上手に活用していただいたこ

とが、この成果につながっております。また、シェアリング交付金事業やレオクラブの活動が、

地域の子どもたちに奉仕の心を広げる大切な機会としてしっかり根付いてきていることも、非常

に心強く感じております。 

地区運営の中では、クラブ周年事業とLCIF寄付の組み合わせ、地区チャリティボウリング大

会、そしてクリスマス例会や新年会での寄付促進など、各クラブの皆さまが前向きに取り組んで

くださり、心より感謝申し上げます。地区全体で寄付推進の流れが着実に広がっていることを実

感しております。 

下半期に向けましては、寄付推進の取り組みをさらに進めるとともに、次世代への意識づくり

にも力を入れてまいります。日頃よりご尽力いただいているZC・Z委員の皆さまに改めて感謝

申し上げ、大島ガバナー、広瀬第一副地区ガバナーのご指導のもと、引き続きLCIFと地区の発

展のために努めてまいります。 

 

 

地区ＷＹＰＴコーディネーター報告 

Ｌ．熊 谷 一 行 

今期WYPT副コーディネーターを務めさせて頂いております、標茶LC所属L.熊谷一行 

です。 

女性会員の入会の状況ですが、12月までの半期で14名の入会が有りました。各LC1名以上

の女性会員増強の達成に向けて、入会の可能性のある方のリスト作りや勧誘活動を、再度粘り強

ー139ー



く続けて頂きたいと思います。女性会員拡大アワードは、女性会員の勧誘活動で、顕著な成果を

挙げたクラブ会長が表彰されます。具体的には、期間内（2025年10月6日～2026年2月28日

と2026年3月1日～6月30日の2回に分けて）で、ゴールド・ピンでの表彰が5名以上、シル

バー・ピンが3～4名、ブロンズ・ピンが1～2名の女性会員入会のクラブ会長が表彰されます。 

HD1000ですが、実績全体の過半数を北見白樺LCさんが占めていますが、1R・2R・3R・

4R・5Rと331B地区全体に活動実績が広がってきています。各地域のLC会員以外の方にも、

小児ガン患者への支援活動であるHD1000を知って頂くためにも、地域の美容室等にHDキッ

トを確実に配布して頂きたいのと、掲示用ポスターも各クラブに配布しましたので、更なる広報

活動をお願い致します。 

 

 

長期計画リサーチ委員会 

委員長 Ｌ．伊 東 隆 志 

謹賀新年 

皆様方におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、大島ガバナーよりお受けしました次の諮問事項３点につきまして、そろそろ答申書を提出

していきたいと考えております。 

1. 副ゾーン・チェアパーソン制について 

2. キャビネット事務局 事務員の固定化について 

3. ガバナー候補の発掘（特に3リジョン） 

この３点について、大島ガバナーに答申書を取りまとめてまいりますので、よろしくお願いいた

します。 

 

 

地区大会委員長 

委員長 Ｌ．髙 瀬  力 

第７２回地区年次大会 本登録を1月 9日に全クラブに通知いたしました。〆切は 2月 27日

（金）となっておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。また、大会記念バッジも合わせ

て、購入のお願いをいたしました、例年通り、抽選番号を付けて抽選を行いますので、たくさんの

購入をお願い致します。 

最後にホストクラブ・各部会で大会に向けて万全を期すよう準備を進めておりますので、多数

のＬ・ＬＬのご登録をお願い申し上げます。 
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会則・コンプライアンス委員会 

委員長 Ｌ．髙 橋 哲 也 

コンプライアンス規定については、引き続き３３１複合地区におけるコンプライアンス委員会

において、日本ライオンズ会則委員会で作成された、規定案に沿って３３１複合地区に合うよう

に改定して作成中であります。 

３３１複合地区での年次大会で決議をいただくべく、第3回ガバナー協議会に上程し、決議を

いただく予定であります。 

 

 

 

国際大会・国際協調・ＬＣＩＦ委員会 

委員長 Ｌ．石 田 健 太 郎 

国際大会について、すでにご案内している通り、第108回目の国際大会は香港で7/3（金）～

7/7（火）の日程で行われる予定です。公式行事会場は「アジアワールド・エキスポ」です。大

会スケジュールも国際協会のホームページに載っていますのでご参照ください。早期登録期間は

終了しましたが登録は随時行っていますので引き続き多くのライオンの登録をお願いすると共

に、現地で新しいガバナー誕生をお祝いしましょう。 

 LCIFについて、チャリティボウリング大会のご案内をしておりましたが、2025/12/31時点

の集計で約30名のライオンにご参加いただいております。まだまだ各リジョンやクラブで計画

されていると思います。キャビネットで集計しておりますのでボウリング大会終了後は速やかに

キャビネットまでご連絡をお願いします。また、4/4（土）に複合の決勝大会も予定されており

ます。多くのライオンのご参加よろしくお願いいたします。 

 

 

 

献血・献眼・薬物防止委員会 

委員長 Ｌ．齋 藤 修 嗣 

・献血250万mlの報告ですが、櫻井コーディネーターから報告があった通り、あと100万ml

となりましたので、引き続きよろしくお願いいたします。 

・11/29開催の薬物乱用防止教育認定講師養成講座についてですが、登録数、会場43名、

ZOOM参加12ヶ所が54名、当日欠席8名で合計89名の講師が認定されました。地域の小中

学校で講師としての活躍を期待しております。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 
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ＹＣＥ委員会 

委員長 Ｌ．小 野 寺 一 史 

YCE委員会からは 2026夏期YCE事業について 12月末現在の決定事項及び、派遣、来日生募

集等の状況のご報告および、ホストファミリー募集のご協力お願いでございます。 

１．来日生について 

   12月末現在、MD331地区には、スイス3名、スペイン 4名、フィンランド 4名、ハンガ

リー1名、フランス2名、計14名の受け入れ要請があります。 

したがって、昨年同様B地区で 4名～5名の受入体制を整えなくてはなりません。 

  

２．派遣生募集について 

   12月末現在、331-B地区から釧路みなとライオンズクラブ、士別ライオンズクラブの2ク

ラブから 2 名の派遣を予定しており、現在派遣国の選定の手続きを進めております。新たに

派遣希望の生徒がおられるクラブは、3月20日ごろ応募締切の国が大半ですのでお急ぎ各リ

ジョンのYCE委員までご連絡をお待ちしております。 

 ３．2026夏期YCE事業日程について 

 （1）第 1ファミリーステイ ：2026年 7月11日（土）～7月 18日（土）まで 

 （2）YCEサマーキャンプ  

        開催期間 ：2026年 7月18日（土）～7月 23日（木）まで 

          開催場所 ：JICA札幌（AC完備宿泊研修施設）予約済 

 （3）第2ファミリーステイ：2026年 7月23日（木）～8月 1日（土）まで 

 

 

 

M・ＩＴ委員会            

委員長 Ｌ．楳 田 欣 也 

当委員会で作成いたしますエコー誌は、8月、10月、2月号と発行を終え、現在4月号の準備

をしています。引き続き、各クラブの活動報告、キャビネット行事など、明るく楽しく掲載させ

て頂きますので、ご協力をよろしくお願いいたします。あと、年次大会のガバナーズアワードの

一つに情報活動賞（例会会報誌等）がございます、会報誌の審査は3月に行いますので、例会会

報誌をキャビネットまでお送りください。どうぞよろしくお願いいたします。 
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オセアルフォーラム特別委員会     

委員長 Ｌ．杉 本 隆 英 

オセアルフォーラム札幌の最終人数の報告をいたします。 

331-Ｂ地区は35地区の中で2番目に多い登録でした。ご協力ありがとうございました。 

【全体人数】                         【日本の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回オセアルフォーラムは、2026年11月12-15日 

マレーシア・ペナンです。ご参加のほどよろしくお願いいたします。 
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平和ポスターコンテスト委員会 

委員長 Ｌ．吉 岡 幸 二 

平和ポスター委員会のご報告申し上げます。89枚のポスターが集まり、最優秀賞1点、優秀

賞5点、佳作10点の選考をいたしました。今回、残念ながら331複合の代表には、選ばれませ

んでした。応募された作品は、年次大会で全ての作品を掲示し、合わせて受賞の発表をしたいと

思います。 

 

 

 

アラート委員会 

委員長 Ｌ．浅 野 敬 一 

北海道、東北三陸沖地震が発生しました。東北では震度６強という強い地震が発生し、その後

も地震が続きました。被害状況につきましては、他の地区からの支援を要請するほどのものでは

ないとの報告を受けております。 

しかし、いつ大きな地震が来るか全くわからない状況が日本では続いております。 

アラート委員会としましては、連絡網を密にし、災害時の状況把握を迅速に収集できるよう取

り組んでおります。 

まずは自分自身や親族の身を守り、避難経路等日頃から確認をお願いします。 

特に沿岸地域におきましては、大規模地震による津波、火災、停電時の防災意識を高めてくだ

さい。 

北海道においては、局地的な大雪に見舞われ、極寒の中停電が起こっております。 

防寒対策に重点を置いて、日頃の備えをお願いいたします。 

 

 

 

公益財団法人 日本ライオンズ特別委員会 

特別委員長 Ｌ．柳 澤  豊 

今期で6年目になる、公益財団法人日本ライオンズですが、会員1人2,000円のお願いに対し

現時点でB地区では、9クラブ（443,000円）の寄付をいただいております。 

引き続きクラブへの周知をよろしくお願いいたします。 
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2025～2026年度 

331-B地区献眼運動推進費積立金運用規程 

 

この規程は地区内において、推進費積立金の適正且つ効率的運用を期すため、次の条項

を設けるものである。 

 

記 

 

1. 委員会構成 

積立金運用決定に当たるための委員会は、地区ガバナー、第一副地区ガバナー、

第二副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計、地区献血･献眼･

薬物防止委員長をもって構成し、委員長は地区ガバナーがこれにあたる。 

 

2. 推進費積立金の支出 

地区内の献眼運動に対する啓発活動及び広報活動、NPO旭川医大アイバンクに

対する財政支援などの中から、委員会の決議により採択する。 

資金の使途及び金額は、その都度決定する。 

 

3. 積立金運用報告 

積立金の運用実施報告については、キャビネット会議において速やかに報告す

るものとする。 

 

4. 監査 

地区特別収入による暫定特別会計として、地区監査委員会の監査を受けるもの

とする。 

 

5. 施行 

本規程は地区キャビネットの任期に併せ、2025年 7月 1日より施行する。 

（参考資料） 
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LCIF-New DCG Flamework 
Notice.JA 

  

 

 
 
 

 
2025 年 11 月 10 日 

地区ガバナー各位 

地区LCIFコーディネーター各位 

 

 

新しいシェアリング交付金 寄付レベルの枠組みについて 
  
お世話になっております。地区およびクラブシェアリング交付金は、クラブが直接自らのコミュニティ奉仕事業のために

申請し、使用することができる交付金を通じて地域コミュニティでのクラブ奉仕事業に力を与えるとともに、クラブに

LCIF を身近に感じていただく目的で 2018 年に導入されたプログラムです。その申請件数は年々増加し、日本におい

ても年間 200 件以上が申請されるプログラムになりました。 

 

このプログラムをさらに有効に活用いただけるものとするため、LCIF 理事会は以下の通りシェアリング交付金の可能資

金となる寄付レベルの枠組みを変更いたしました。今年度（2025～2026 年度）中（2025 年 7 月 1 日～2026 年 6

月 30 日）およびそれ以降に行われる寄付については、来年度以降、新たな寄付および交付レベルが適用されま

す。クラブまたは地区の寄付額が多ければ多いほど、交付金として申請できる金額も大きくなります。これまで通り、

交付には、LCIF の承認が必要となります。 

 

クラブ寄付額（年度中） 

• US$5,000 ～ $9,999.99 の寄付  15％を交付金として利用可 

• US$10,000 ～ $19,999.99 の寄付  20％を交付金として利用可 

• US$20,000 以上の寄付  30％を交付金として利用可 

 

地区寄付額（年度中）※US$5,000 未満のクラブ寄付は地区寄付に算入されます。 

• US$10,000 ～ $19,999.99 の寄付 15％を交付金として利用可 

• US$20,000 ～ $29,999.99 の寄付 20％を交付金として利用可 

• US$30,000 以上の寄付  30％を交付金として利用可 

 

シェアリング交付金を利用するための最低寄付額は、これまで通りクラブでは US$5,000、地区では US$10,000（一年

度につき）です。交付金事業は LCIF の承認を受ける必要があり、「奉仕に力を」資金（用途無指定）への寄付のみ

が対象となります。災害指定された寄付は 100％指定目的に使用されるため、シェアリング交付金資金の対象には

なりません。 

 
よろしくお願いいたします。 

 

 

ライオンズクラブ国際財団 
LCIFTokyo@lionsclubs.org 
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ライオンズクラブ国際協会331-B地区 

釧路キャビネット ガバナー基本方針 

地区ガバナー L . 大 島 尚 久 

【 基 本 方 針 】

・新しい事業を開拓

地域が豊かになるための奉仕事業 

・環境保全に関わる事業の推進

植樹の推進 

海に面した地域では海洋プラスチックごみに関する研修会の開催 

地区で一斉ごみ拾い日を決めて実施 

・Ｍ１．５実現への取り組み【ＡＳＫ２の実践】

［新会員目標330名－純増20名－新クラブ2］ 

新クラブを二つ結成 

新入会員を増強して純増を達成し会員減少に歯止めをかける 

メンターの育成 

新会員の入会促進への仕掛けづくり 

新しい会員の発想を取り入れる仕掛けづくり 

・ＬＣＩＦに対する取り組み［15万ドル］

チャリティーゴルフ、ボウリング、ＬＣＩＦスタンドの開設 

広く浅く多くのライオンにＬＣＩＦの意義を知ってもらい寄付を募る 

・オセアルフォーラムの成功

参加したくなる、参加しやすい仕掛けづくり 

・小児がんの子供たちへの支援【ＨＤ1000活動】

目標ヘアードネーション1000件 

・献血促進活動の取り組み

  献血250万mlキャンペーン 

・青少年育成に対する取り組み

レオクラブへの支援、ＹＣＥへの支援 

・充実した例会の開催【４Ｔ活動】

楽しい！ためになる！頼りになる先輩を見つける！助け合える仲間を 

見つける！ 

・ライオンズ活動を通して仲間を作ろう【ＧＧＶ作戦】

合同例会！ 合同事業！ 例会訪問の推進 

・ライオンズクラブのすばらしさを発信【ＩＰＴ活動】

いつもピンをつける！ 

ＳＮＳの利用 

ー148ー



Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

所
 属

 ク
 ラ

 ブ
数

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
釧

路
・

白
糠

・
標

茶
・

釧
路

み
な

と
・

釧
路

湿
原

5

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
根

室
・

羅
臼

・
釧

路
ぬ

さ
ま

い
・

中
標

津
・

釧
路

ゆ
う

や
け

5

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
旭

川
・

旭
川

大
雪

・
旭

川
平

和
・

当
麻

・
愛

別
・

東
川

6

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
旭

川
中

央
・

富
良

野
・

上
富

良
野

・
旭

川
ナ

ナ
カ

マ
ド

・
旭

川
ク

リ
ス

タ
ル

・
旭

川
バ

ー
チ

ャ
ル

6

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
帯

広
・

本
別

・
十

勝
池

田
・

音
更

・
浦

幌
・

豊
頃

・
幕

別
・

帯
広

か
し

わ
8

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
帯

広
中

央
・

帯
広

平
原

・
鹿

追
・

上
士

幌
・

芽
室

・
帯

広
鈴

蘭
・

帯
広

さ
く

ら
7

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
留

萌
・

羽
幌

・
留

萌
み

な
と

・
遠

別
・

増
毛

5

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
名

寄
・

士
別

・
美

深
3

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
稚

内
・

枝
幸

オ
ホ

ー
ツ

ク
・

幌
延

・
歌

登
・

猿
払

・
稚

内
北

斗
6

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
北

見
・

置
戸

・
遠

軽
・

北
見

白
樺

・
湧

別
・

紋
別

オ
ホ

ー
ツ

ク
・

白
滝

・
佐

呂
間

・
東

北
海

道
Ｗ

Ｅ
Ｂ

9

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
網

走
・

美
幌

・
津

別
・

北
見

中
央

・
網

走
桂

・
端

野
6

Ⅼ
．

Ⅼ
．

6
6

Ⅼ
．

ス
ポ

 ン
 サ

 ー
 ク

 ラ
 ブ

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
帯

広
・

帯
広

中
央

・
帯

広
平

原
・

帯
広

か
し

わ

Ⅼ
．

　
釧

路
・

標
茶

・
釧

路
み

な
と

・
釧

路
ぬ

さ
ま

い
・

中
標

津
・

釧
路

湿
原

・
釧

路
ゆ

う
や

け

Ⅼ
．

Ⅼ
．

　
北

見
中

央
・

北
見

白
樺

・
白

滝
・

端
野

・
遠

軽
・

湧
別

・
美

幌
・

津
別

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

（
兼
）

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

Ｌ
．

Ⅼ
．

Ｌ
．

Ⅼ
．

Ⅼ
．

委
 員

 長
◇

Ｇ
Ｍ

Ｔ
：

G
lo

b
al

 M
em

b
er

sh
ip

 T
ea

m
(グ

ロ
ー

バ
ル

会
員

増
強

チ
ー

ム
)

Ⅼ
．

◇
Ｇ

Ｅ
Ｔ

：
G

lo
b

al
 E

xt
en

si
o

n
 T

ea
m

(グ
ロ

ー
バ

ル
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

)

大
会

事
務

局
長

◇
Ｇ

Ｌ
Ｔ

：
G

lo
b

al
 L

ea
d

er
sh

ip
 T

ea
m

(グ
ロ

ー
バ

ル
指

導
力

育
成

チ
ー

ム
)

Ⅼ
．

◇
Ｇ

Ｓ
Ｔ

：
G

lo
b

al
 S

er
vi

ce
 T

ea
m

(グ
ロ

ー
バ

ル
奉

仕
チ

ー
ム

)
Ⅼ

．

大
会

事
務

局
次

長
◇

Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ

：
L

io
n

s 
C

lu
b

s 
In

te
rn

at
io

n
al

 F
o

u
n

d
at

io
n

(ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

国
際

財
団

)

Ⅼ
．

◇
Ｗ

Ｙ
Ｐ

Ｔ
：

W
o

m
an

＆
 Y

o
u

n
g

 P
eo

p
le

 T
ea

m
（

女
性

＆
学

生
特

別
委

員
会

）

大
会

事
務

局
次

長
◇

Ｙ
Ｃ

Ｅ
：

Y
o

u
th

 C
am

p
 E

xc
h

an
g
e(

ユ
ー

ス
キ

ャ
ン

プ
及

び
交

換
)

Ⅼ
．

◇
：

M
ar

k
et

in
g

  
&

 I
n

fo
rm

at
io

n
 T

ec
h

n
o

lo
g
y

(Ｐ
Ｒ

情
報

・
地

域
広

報
活

動
＆

コ
ン

ピ
ユ

ー
タ

ー
情

報
通

信
・

技
術

)

◇
：

G
lo

b
al

 A
ct

io
n

 T
ea

m
(G

M
T

・
G

E
T

・
G

L
T

・
G

S
T

・
W

Y
P

T
)

地
区

名
誉

顧
問

会
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
(幹

事
・

会
計

・
運

営
委

員
)

地
 区

 コ
 ー

 デ
 ィ

 ネ
 ー

 タ
 ー

中
谷

宣
巨

（
釧

路
）

（
富

良
野

）

会
計

(
広

報
)

大
津

幸
三

(
釧

路
み

な
と

)

幹
事

(
全

般
)

木
村

宏
幸

(
釧

路
み

な
と

)

地
区

Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

坂
本

斉

地
区

名
誉

顧
問

会
議

長
地

区
Ｇ

Ｍ
Ｔ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

矢
吹

定
夫

（
帯

広
平

原
）

（
帯

広
平

原
）

地
区

Ｇ
Ｓ

Ｔ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
櫻

井
正

人
（

釧
路

）

2
0

2
5

-2
0

2
6

年
度

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

国
際

協
会

3
3

1
-B

地
区

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

組
織

表

地
 区

 ガ
 バ

 ナ
 ー

前
地

 区
 ガ

 バ
 ナ

 ー
Ⅼ

．
大

島
　

尚
久

(
釧

路
み

な
と

)
第

 一
 副

 地
 区

 ガ
 バ

 ナ
 ー

第
 二

 副
 地

 区
 ガ

 バ
 ナ

 ー
国

際
会

長
  

Ｌ
．

A
・

P
・

シ
ン

伊
東

隆
志

(
北

見
)

広
瀬

寛
人

(
富

良
野

)
柳

澤
豊

(
留

萌
み

な
と

)

地
区

Ｇ
Ｌ

Ｔ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
小

路
泰

孝
（

留
萌

み
な

と
）

副
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
梅

田
三

樹
（

留
萌

み
な

と
）

副
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
太

田
好

啓

地
区

ガ
バ

ナ
ー

  
Ｌ

．
大

島
　

尚
久

副
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
石

田
十

羽
完

（
名

寄
）

伊
東

隆
志

(
北

見
)

運
営

委
員

(
副

幹
事

)
井

田
正

昭
(

釧
路

み
な

と
)

運
営

副
委

員
長

(
副

幹
事

)
綿

貫
裕

介
(

釧
路

み
な

と
)

運
営

委
員

長
(

副
幹

事
)

大
森

一
道

(
釧

路
み

な
と

)
地

区
Ｇ

Ｅ
Ｔ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

村
山

聡
（

名
寄

）

香
川

俊
雄

(
帯

広
中

央
)

〃
(

副
幹

事
)

浅
野

目
充

(
釧

路
み

な
と

)
副

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

阿
部

昭
(

士
別

)
〃

(
副

幹
事

)
浅

野
一

弘
(

釧
路

み
な

と
)

地
区

名
誉

顧
問

藤
原

回
向

(
稚

内
北

斗
)

〃
(

副
幹

事
)

相
原

幸
雄

(
釧

路
み

な
と

)

山
田

正
昭

(
釧

路
ぬ

さ
ま

い
)

〃
(

副
幹

事
)

小
原

修
幸

(
釧

路
み

な
と

)

川
人

正
和

（
釧

路
）

奥
山

壽
雄

(
白

滝
)

〃
(

副
幹

事
)

熊
谷

明
男

(
釧

路
み

な
と

)

副
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
広

瀬
寛

人
（

富
良

野
）

（
標

茶
）

地
 区

 委
 員

 会
ゾ

ー
ン

・
チ

ェ
ア

パ
ー

ソ
ン

地
区

Ｗ
Ｙ

Ｐ
Ｔ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

木
下

裕
幸

（
標

茶
）

井
ノ

浦
義

明
(

稚
内

北
斗

)
〃

(
副

会
計

)
髙

橋
清

美
(

白
糠

)
副

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

佐
藤

信
雄

(
富

良
野

)
〃

(
副

会
計

)
秋

元
邦

宏
(

釧
路

湿
原

)

(
中

標
津

)

会
則

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
(

委
員

長
)

髙
橋

哲
也

(
釧

路
み

な
と

)
1
R

1
Z

（
当

麻
）

熊
谷

一
行

(
釧

路
湿

原
)

(
釧

路
み

な
と

)
2
Z

淋
代

靖
人

(
根

室
)

国
際

大
会

･
国

際
協

調
・

Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ

(
委

員
長

)
石

田
健

太
郎

(
釧

路
み

な
と

)

渡
部

候
司

地
 区

 会
 計

 監
 査

 委
 員

(
副

委
員

長
)

西
池

聡
(

釧
路

み
な

と
)

2
Z

長
谷

川
松

美

（
音

更
）

長
 期

 計
 画

 リ
 サ

 ー
 チ

 委
 員

 会
(

副
委

員
長

)
宮

北
晃

悦
(

釧
路

ゆ
う

や
け

)
2
Z

(
帯

広
中

央
)

田
中

香
織

（
旭

川
中

央
）

小
野

哲
也

(
羅

臼
)

献
血

･
献

眼
･
薬

物
防

止
(

委
員

長
)

齋
藤

修
嗣

(
釧

路
ゆ

う
や

け
)

3
R

1
Z

大
熊

秀
之

2
R

1
Z

佐
藤

利
博

(
副

委
員

長
)

佐
々

木
良

吉

1
Z

橋
本

修
司

（
羽

幌
）

伊
東

隆
志

(
北

見
)

(
副

委
員

長
)

清
野

芳
明

(
帯

広
平

原
)

2
Z

委
 員

 長
レ

オ
・

青
少

年
(

委
員

長
)

藤
井

芳
和

(
釧

路
)

4
R

広
瀬

寛
人

(
富

良
野

)
(

副
委

員
長

)
佐

藤
豪

一
(

帯
広

か
し

わ
)

佐
々

木
隆

博
（

士
別

）

副
委

員
長

Ｙ
 Ｃ

 Ｅ
(

委
員

長
)

小
野

寺
一

史
(

標
茶

)
3
Z

岡
谷

繁
勝

（
稚

内
北

斗
）

委
　

員
情

報
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
）

(
副

委
員

長
)

馬
場

英
樹

(
釧

路
み

な
と

)
名

称

伊
藤

光
隆

（
北

見
中

央
）

柳
澤

豊
(

留
萌

み
な

と
)

（
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
(

副
委

員
長

)
舟

山
和

宏
(

釧
路

み
な

と
)

5
R

1
Z

関
東

正
浩

（
佐

呂
間

）

副
委

員
長

Ｍ
・

Ｉ
Ｔ

(
委

員
長

)
楳

田
欣

也
(

釧
路

み
な

と
)

2
Z

木
村

宏
幸

(
釧

路
み

な
と

)
(

副
委

員
長

)
佐

藤
邦

彦
(

富
良

野
)

オ
ホ

 ー
 ツ

 ク
 レ

 オ
 ク

 ラ
 ブ

　
帯

 広
 レ

 オ
 ク

 ラ
 ブ

委
　

員
(

副
委

員
長

)
島

孝
治

(
根

室
)

　
釧

 路
 レ

 オ
 ク

 ラ
 ブ

中
谷

宣
巨

(
釧

路
)

オ
セ

ア
ル

フ
ォ

ー
ラ

ム
特

別
(

委
員

長
)

杉
本

隆
英

(
釧

路
ぬ

さ
ま

い
)

委
　

員
(

副
委

員
長

)
寺

中
賢

武
(

網
走

)

二
宮

雄
一

(
北

見
)

平
和

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

テ
ス

ト
(

委
員

長
)

吉
岡

幸
二

(
釧

路
み

な
と

)
地

 区
 M

Ｉ
Ｔ

・
 Ｙ

Ｃ
Ｅ

委
 員

ゾ
 ー

 ン
 委

 員
（

兼
Ｌ

Ｃ
Ｉ

Ｆ
委

員
）

委
　

員
(

副
委

員
長

)
松

並
正

幸
(

釧
路

み
な

と
)

第
1

R
松

崎
正

幸
（

中
標

津
）

（
旭

川
中

央
）

第
2

R
・

第
2
Z

早
川

直
久

第
3

R
・

第
1
Z

松
本

光
伸

（
音

更
）

委
　

員
特

 別
 委

 員
 会

第
5

R
関

東
正

浩
（

佐
呂

間
）

第
3

R
・

第
2
Z

中
原

弘
之

（
帯

広
中

央
）

委
　

員
(

副
委

員
長

)
佐

藤
豪

一
(

帯
広

か
し

わ
)

第
3

R
加

藤
礼

市
（

帯
広

中
央

）

第
4

R
・

第
1
Z

佐
藤

健
治

(
富

良
野

)
ア

ラ
ー

ト
(

委
員

長
)

浅
野

敬
一

為
広

裕
司

（
佐

呂
間

）

第
4

R
・

第
3
Z

松
本

孝
幸

（
稚

内
北

斗
）

公
益

財
団

法
人

日
本

ﾗｲ
ｵﾝ

ｽﾞ
特

別
委

員
会

副
委

員
長

小
路

泰
孝

（
留

萌
み

な
と

）
第

5
R

・
第

1
Z

柳
澤

豊
（

留
萌

み
な

と
）

2
0
2
5
/7
/1
1

事
務

局
員

古
谷

龍
彦

(
釧

路
ぬ

さ
ま

い
)

事
　

務
　

局

髙
瀬

力

松
田

肇
（

羽
幌

）

第
4

R
・

第
2
Z

宮
島

貢
（

士
別

）

(
釧

路
ぬ

さ
ま

い
)

第
5

R
・

第
2
Z

飯
田

守
（

北
見

中
央

）

石
邑

義
幸

(
帯

広
)

公
益

財
団

法
人

日
本

ﾗｲ
ｵﾝ

ｽﾞ
特

別
委

員
会

事
務

局
員

青
木

秀
史

(
釧

路
ぬ

さ
ま

い
)

Ｍ
・

Ｉ
Ｔ

委
員

長

小
路

泰
孝

(
留

萌
み

な
と

)
第

4
R

東
原

義
幸

（
留

萌
み

な
と

）

(
北

見
中

央
)

第
2

R
北

橋
完

（
旭

川
大

雪
）

武
田

　
真

使

佐
藤

　
祐

雅
子

若
月

　
聖

美

阿
部

将
和

(
釧

路
ゆ

う
や

け
)

Ｇ
Ａ

Ｔ

地
 区

 大
 会

 委
 員

 会

事
務

局
長

  
2

0
2

5
－

2
0

2
6

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

国
際

協
会

3
3

1
-B

地
区

  
釧

路
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
事

務
局

〒
0

8
5

-0
0

3
1

　
釧

路
市

中
島

町
６

番
２

５
号

T
E

L
　

0
1

5
4

-6
8

-5
6

4
7

　
F

A
X

　
0

1
5

4
-6

8
-5

6
4

8

E
-m

ai
l：

k
u

sh
ir

o
ca

b
3

3
1

b
@

m
ar

im
o

.o
r.

jp

グ
ロ
ー
バ
ル
重
点
分
野

糖
尿

病
・

環
境

・
飢

餓
・

視
力

・
小

児
ガ

ン

グ
ロ

ー
バ

ル
重

点
分

野

【
国

際
テ

ー
マ

】

W
e 

S
er

ve
我

々
は

奉
仕

す
る

【
国

際
会

長
メ

ッ
セ

ー
ジ

】

L
ea

d
  t

o
  S

er
ve

,
S

er
ve

  t
o

  L
ea

d
.

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
こ

そ
奉

仕
、

奉
仕

こ
そ

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
。

【
ガ

バ
ナ

ー
ス

ロ
ー

ガ
ン

】

豊
か

な
地

域
づ

く
り

に
獅

子
奮

迅



第
三
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
要
録


	p1
	p2
	p3
	p1

	p4
	p2

	p5
	p3

	p6
	p4

	p7
	p5

	p8
	p6

	p9
	p7

	p10
	p8

	p11
	p9

	p12
	p10

	p13
	p11

	p14
	p12

	p15
	p13

	p16
	p14

	p17
	p15

	p18
	p16

	p19
	p17

	p20
	p18

	p21
	p19

	p22
	p20

	p23
	p21

	p24
	p22

	p25
	p23

	p26
	p24

	p27
	p25

	p28
	p26

	p29
	p27

	p30
	p28

	p31
	p29

	p32
	p30

	p33
	p31

	p34
	p32

	p35
	p33

	p36
	p34

	p37
	p35

	p38
	p36

	p39
	p37

	p40
	p38

	p41
	p39

	p42
	p40

	p43
	p41

	p44
	p42

	p45
	p43

	p46
	p44

	p47
	p45

	p48
	p46

	p49
	p47

	p50
	p48

	p51
	p49

	p52
	p50

	p53
	p51

	p54
	p52

	p55
	p53

	p56
	p54

	p57
	p55

	p58
	p56

	p59
	p57

	p60
	p58

	p61
	p59

	p62
	p60

	p63
	p61

	p64
	p62

	p65
	p63

	p66
	p64

	p67
	p65

	p68
	p66

	p69
	p67

	p70
	p68

	p71
	p69

	p72
	p70

	p73
	p71

	p74
	p72

	p75
	p73

	p76
	p74

	p77
	p75

	p78
	p76

	p79
	p77

	p80
	p78

	p81
	p79

	p82
	p80

	p83
	p81

	p84
	p82

	p85
	p83

	p86
	p84

	p87
	p85

	p88
	p86

	p89
	p87

	p90
	p88

	p91
	p89

	p92
	p90

	p93
	p91

	p94
	p92

	p95
	p93

	p96
	p94

	p97
	p95

	p98
	p96

	p99
	p97

	p100
	p98

	p101
	p99

	p102
	p100

	p103
	p101

	p104
	p102

	p105
	p103

	p106
	p104

	p107
	p105

	p108
	p106

	p109
	p107

	p110
	p108

	p111
	p109

	p112
	p110

	p113
	p111

	p114
	p112

	p115
	p113

	p116
	p114

	p117
	p115

	p118
	p117

	p119
	p116

	p120
	p118

	p121
	p119

	p122
	p120

	p123
	p121

	p124
	p122

	p125
	p123

	p126
	p124

	p127
	p125

	p128
	p126

	p129
	p127

	p130
	p128

	p131
	p129

	p132
	p130

	p133
	p131

	p134
	p132

	p135
	p133

	p136
	p134

	p137
	p135

	p138
	p136

	p139
	p137

	p140
	p138

	p141
	p139

	p142
	p140

	p143
	p141

	p144
	p142

	p145
	p143

	p146
	p144

	p147
	p145

	p148
	p146

	p149
	p147

	p150
	p148

	p151
	p152

